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師走トオル







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、クリスマス・イブまであと二日と迫せまった夕方のことだった。




〝かたつむり〟という歌がある。

「でーんでーんむーしむし」で始まるあの単たん純じゆんにして知らぬ者はいない歌だ。

　この歌が作られたのはあたしが生まれるよりさらに五十年以上も昔むかしで、文もん部ぶ省しよう唱しよう歌かとかいう児じ童どうの音楽教育のために作られた歌の一つとかいう話なのだが、そんなよく分からない経けい緯いのせいか、作さく詞し・作曲者は共に不ふ明めいということになっている。

　さて。今あたしの視し線せんの先に、一人の弁べん護ご士しがいる。机つくえにどかっと両足をのせ、ぼけーっとだらけきった顔で読書中だ。その見るからに不ふ遜そんな態たい度どはどう見たって弁護士には見えないのだが、世の中というのは実に不ふ思し議ぎにできていて、あんなのでもやっぱり弁護士なのだという。

　その男の名は山やま鹿しか善ぜん行こー。刑けい事じ裁さい判ばん業ぎよう界かいでその名を知らぬ者はモグリと言われるほどの有名な弁護士だ。

　ただし──一いつ般ぱんに言われている〝有名〟というヤツには、二種しゆ類るいのベクトルがある。簡かん単たんにいえばとびぬけて善ぜん人にんか、はたまたとびぬけて悪人かということだ。

　じゃああの弁護士はどっちになるのか？　あたしとしてはかなり不ふ本ほん意いなことだけど、世せ間けん的てきには善人と思われているフシがある。なにしろ無む実じつの罪つみを着せられた不幸な依い頼らい人にんの弁護をいくつも引き受け、そのすべてにおいて無む罪ざいを勝ち取ってきたのだから。

　しかし、あたしは知っている。

　あのダメダメ弁護士は、勝つためならばどんな善良な証しよう人にんでもあげつらう。たとえそれが真実しかしゃべらない誠せい実じつな証人であったとしても。

　あの腐くされ弁護士は、勝つためにならばいかなる手しゆ段だんでも使う。たとえそれが犯はん罪ざい同どう然ぜんの危き険けんな手段であっても。

　さて。

　唐とう突とつではあるが、そんな弁護士ハッタリ君に、あたしはこの歌をプレゼントすることにした。作曲者不明、作詞はこのあたし──皐さ月つき伊い予よである。

　こほん。

「べーんべーん　ごーしごし　ぜーんこーくーん♪」

　鬼き畜ちく弁護士が、一いつ瞬しゆんだけピクリと顔を動かした。

「おーまえの　モラルは　どーこにあるー？」

　そのこめかみがピクピクと青あお筋すじを立て始め、

「いつわれ　たばかれ　まるめーこめー♪」

　ばんっ、と善ぜん行こーは机に手のひらを叩たたきつけた。

「やかましやかましやかましい！　なんなんだお前は、いきなり奇き妙みよう奇き天て烈れつな歌を歌いだしやがって！　とうとう頭のネジが緩ゆるんだか!?　とにかくそういうハタ迷めい惑わくなことは外でやれ外で！」

「なによ。せっかくこのあたしが美び声せいを聞かせてやってるのに、その言いい草ぐさはないでしょ。本来なら金取るとこよ」

「誰だれがそんな歌に金払はらうんだ、悪あく質しつな押おしかけ詐さ欺ぎ師しかてめえは！　とにかく俺おれは今忙いそがしいんだ、静かにしてろ！」

「む～」

　そして善ぜん行こーはまた読書に戻もどった。残念ながら作戦の成せい果かは今ひとつといったところだろうか。

　さて。あたしが突とつ然ぜんこんな美声で歌いだしたのには、ある理由がある。

　善ぜん行こーが今読んでいる本。それが理由だ。その名も「クリスマスの歩き方」という。結けつ婚こん詐欺師あたりならともかく、イカサマ弁護士には不ふ釣つり合あい極きわまりないタイトルである。

　さて。ここで水み澄すみ雪ゆき奈なという存そん在ざいのことを話しておかなければならないだろう。

　十九歳さいの女子大生で、誰にでも好かれるやさしい性格でおまけに美人、あたしにとっては姉のような存そん在ざいでもある。

　あの善ぜん行こーとは少し前に色々あった関係で、今はこの事じ務む所しよで秘ひ書しよのようなことをやっている。とはいえ大学との掛かけ持ちなので、今がそうであるように四し六ろく時じ中ちゆう事務所にいるわけではないが。

　ところがこの引きこもり弁護士ときたら、そんな美人がしょっちゅう自分の傍そばにいてくれることを誤ご解かいして、どうも自分に気があるとでも思い込んでしまっているらしいのだ。ところが、雪奈の方も頼たのみごとは断ことわりきれない性格をしているものだから、善ぜん行こーのことを無む下げにできないでいる。

　さて。そこへきてクリスマスが間ま近ぢかに迫った今日きようこのごろである。

　ここ数日の善ぜん行こーの悶もん々もんとした態たい度ど、そして今読んでいるクリスマスガイドブック。雪奈本人から断だん片ぺん的てきに聞いた話も統とう合ごうすると、どうやらあの詐欺師、クリスマス・イブに雪奈とデートをするという鬼畜な計画を立てているらしい。

　雪奈が善ぜん行こーとイブにデート。とんでもない話である。まさか雪奈の方からデートに誘さそうことなんて有り得えないだろうから、どうせ善ぜん行こーのヤツが給きゆう料りようの払はらい主であるという権けん限げんを振ふりかざし、「クビにされたくなきゃ俺とデートしな、ぐへへへへ！」などとか脅きよう迫はくしたに違ちがいない。

　雪奈が山鹿善ぜん行こーなどという腐くされ外げ道どう鬼畜弁護士の手に一ひと晩ばん委ゆだねられようものなら、どれほどの不幸に巻まき込こまれるかわかったものではない。もはや雪奈の純じゆん潔けつはあたしの手しゆ腕わんにかかっていると言っても過か言ごんではないだろう。そんなわけで、あたしはなんとしても善ぜん行こーの企たくらみを打だ破はしなければならない状じよう況きようにあった。先ほどの〝善ぜん行こーの歌〟も、あの腐れ外道の集中力を崩ほう壊かいさせる手段の一つだったというわけである。

　しかし、やはり歌の一つや二つで善ぜん行こーの企たくらみを邪じや魔まするのは難むずかしい。なんとかして次の手段を講こうじなくてはならないだろう。














「ちっ、少し予よ算さんオーバーか。前回の事件、ロクな金にならなかったしな……」

　当の善行はそんなことをぶつぶつと愚ぐ痴ちっている。さては高級レストランか、はたまた高級ホテルにでも金をつぎ込む気でいるのだろう。あの色ボケ弁護士め、いっそ破は産さんしてしまえばこの世に少しは平へい穏おんが戻もどってくるというものを。

　そもそも、善行が女性と一いつ緒しよにイブの夜を歩くなんてこと自体が不釣合いなのだ。それはたとえていうならレーニン様とブッシュが並ならんで歩くがごとくである。あいつはせいぜい手を繫つないでるカップルの間を割わって歩いてヒンシュク買うぐらいがお似に合あいなのだ。ましてやこのあたしでさえ、イブの日は両親と弟と過すごすぐらいしかできないというのに！

「おい、クソガキ」

　突とつ然ぜん、善行があたしに声をかけた。

「もう、何よ！　あたしは今大だい事じな考え事してんの！　邪魔しないでよ！」

「うるせえ、そんなこと俺の知ったことか。それよりもう六時だぞ？　いつまでここにいる気だ、ガキはさっさと帰って寝ちまえ」

　むむ。とうとうあたしを追い出しにかかったか。だがそうは問とん屋やがおろさない。

「大だい丈じよう夫ぶよ、今日は結けつ婚こん記き念ねん日びだとかいって両親ともども可愛かわいい娘むすめを放って外に食事しに行っちゃったし。帰ったってご飯はんもないから、今日はここで雪奈にご飯作ってもらうことになってるの」

　ぴきぴきと、善行のこめかみに青あお筋すじが浮うかび上がった。

「ふざけるな！　今日雪奈が来るのは八時過ぎになるんだぞ！　お前はとっとと帰ってコンビニ弁べん当とうでも食ってろ！」

　冗じよう談だんではない。八時なんて夜遅おそくにこの狭せまい事務所で雪奈とケダモノ弁護士を一いつ緒しよになんてできるわけがない。遠えん慮りよなく夜遅くまで邪魔してやらねば。

　と、そのときのことだった。

　ルルルルル、と受話器が鳴った。電話ではない。客がこのビルの一階に来てインターフォンから呼び出しを行っているのだ。

　さすがに無む視ししてもルルルルとうるさいだけということもあり、善行は渋しぶ々しぶ受話器を手に取った。

「はい、山鹿法律事務所ですが。……は？　いやすいません、すでに今日の営業は終わってまして、ご用があれば明あ日す以降、アポイントメントを取ってからおいでください。……は？　いやですから、今日の営業は終わりでして、は？……はあ」

　どうやらよほどしつこい強ごう引いんな客らしく、善行はずっと渋い顔をしながら受け答えを続けていた。このパターンから行くと、結局最後までめんどくさいからという理由で断ことわり続けるに違いない──と思っていたのだが、

「……分かりました、では法ほう律りつ相そう談だんだけはしましょう。ですが営業時間外なので割わり増まし料金が必ひつ要ようになりますよ」

　珍めずらしいことにあたしの予想は外れた。

　……そうか。そういえばさっき金欠だって言ってたし、どうやらクリスマス用の資し金きんを少しでも稼かせいでおこうという腹はら積づもりらしい。この痴しれ者ものめ。

　だけど、そうは問屋がおろさない、あたしが邪魔してやる──と言いたいところではあるけれど、こんな時間、こんな時期にアポもなくやってくる相談事というのは一体どんなものなのか興きよう味みもあった。

　なんだかんだ言って善行が演えんじる裁さい判ばんは、喜き劇げきとして見ればそう悪くないのだ。そもそもあたしがこの狭くて汚きたない事務所へ毎日足繁しげく通っているのは、善行の悪わる巧だくみっぷりを見るためでもあるのだから。




　しかしである。




　この法律相談が、やがてはあんな大きな──もとい、ふざけた事じ件けんに発はつ展てんするなんて、このときはまだまったく予想もしていなかったのである。




　……とか書くと、ちょっとかっこよくない？




　　　　◆




　やがて、事務所に入ってきたのは三人の客だった。

　かなり奇き妙みような組み合わせだった。三人の内二人は大学生ぐらいの若わかい男だ。そしてもう一人は、五十ぐらいのおっさん。

　そのおっさんと若い二人の男のうち片方は、多た分ぶん親子なのだろう。目つきや鼻の形、それにがっしりとした体格までもがそっくりだった。しかし残りの若い男には特にそういった関かん連れん性せいは見られない。顔はなんというか蟹かにのように四角く、太い腕うでと足はたくましいというよりずんぐりという表現が似に合あっている。おまけに先の二人に比くらべると、こんな見み慣なれぬ場所へやってきているせいかずいぶんと落ち着かない様よう子すだった。

　それともう一つ気になることがった。若い二人の方は怪け我がをしていたのだ。ややずんぐりしている方は顔に殴なぐられたような痕あとがあったし、もう一人、おっさんの息子むすこと思われる方も顔中にアザを作り、おまけにさっきからずっと左のこめかみの少し上の辺りをハンカチで押おさえている。付け加えて言うと、そのハンカチはすでに真まっ赤かに染そまっていた。

　一体何を相談しにきたのだろう。まさか悪名高いこの事務所にケンカの仲ちゆう裁さいを依い頼らいしにきたというわけでもないだろうし。

　と、あたしが首をひねって三人の来らい客きやく者を見み回まわしていると──

　あたしは気づいてしまった。おっさんの顔に、見覚えがあったのだ。

「あああああー！」

　思わず、指を差して叫さけんでいた。

「この人、自じ由ゆう経けい済ざい党とうの海え老び山やま春はる彦ひこよ！」

「……なんだと？」

　さすがの善行も眉まゆを吊つり上げた。

　自由経済党。日本人なら知らぬ者のない、与よ党とう第一党にして資し本ほん主しゆ義ぎ者たちの走そう狗くの集団でもある。

　その自由経済党の海老山春彦といえば──いや、特に大した役やく職しよくに付いている人間ではなく、テレビで見かけることもほとんどないような小こ物ものである。ただ、この町出身の衆しゆう議ぎ院いん議ぎ員いんで、将しよう来らいあたしと議ぎ席せきをかけて戦うことになる可か能のう性せいがあったのでなんとなく覚えていたのだ。

「ええ、確たしかにその子のおっしゃるとおり、私は自由経済党の海老山春彦と申しますが……」

　海老山春彦がどこか自慢げに答える。

「そうでしたか。まあどうぞおかけください。お話を伺うかがいましょう」

　天下の国会議員であることを知ったせいか、さっきまでの不ぶ躾しつけな応おう対たいはどこへやら、善行はやたら親切になって三人にソファを薦すすめた。

　まあなにしろ善ぜん行こーの好こう物ぶつといえば権けん力りよくと財ざい力りよくである。その二つを兼かね備そなえた依頼人がやってきたとなれば、カモがネギ背し負よってやってきたのと同じことなのだろう。

「まず謝あやまらなければなりませんね」と、海老山春彦は言った。「アポイントもなしに、突然押しかける形になってしまって」

「いえ──」善行は二人の怪我人に目をやった。「まあ、医者に行く余よ裕ゆうもないほど急ぎの用事のようですからね」

「ええ、おっしゃる通りです。かなり色々厄やつ介かいなことに巻き込まれてしまいまして」

「なるほど。しかし、お一人は頭に傷きずを負おってるようですし、まずは治ち療りようの一つでもしてからの方がいいんじゃないですか？」

「いえいえ！　ヘタに出歩いて警官に怪我のことを詰きつ問もんされるようなことがあっては厄介ですから、ご理り解かいいただけると思いますが」

　なるほど。確かにあれだけ血を流してるところを警けい官かんにでも見つかろうものなら、絶ぜつ対たいに素す通どおりさせてはくれないだろう。病院にすんなりたどり着けたとしても、医者に通つう報ほうされる可能性がないとは言えないだろうし。

「分かりました、それではどうでしょう、私の知り合いに一人医者がいましてね。まあ腕の方は…………………………とにかく医師免めん許きよは持っておりますし、秘ひ密みつも守れる医者です。ここに呼び出せばきっと記録に残らないような形でお力になれると思いますが。ただ、保ほ険けん証しようなしの治ち療りようになるわけですから、多少高くつきますけど」

「……なるほど。それはとてもありがたいご提てい案あんですし、是ぜ非ひお願いしたいところなんですが、ええと、腕の方は本当に大丈夫……なんでしょうね？」

「ええ、まあ、それは多分、きっと大丈夫ですよ。医師免許は正せい規きのものですし、毎日たくさんの患かん者じやの体にメスを入れている経けい験けん豊ほう富ふな医師ですから。どうせ治療を受けるのは俺の体じゃありませんし」

「……は？」

「あ、いえいえ、なんでもありません。とにかく大丈夫ですから」

「そ、そうですか。では現金でしたら多少持ち合わせがあります、是非よろしくお願いします」

「分かりました、ではちょっと失礼」

　善行は携けい帯たいを取り出し、いずこかへ電話をかけた。

　善行の知り合いで、毎日たくさんの人の体を切り刻きざんでいる経験豊富な医師。そんな物ぶつ騒そうな医師はこの世に一人しかいない。

「もしもし、俺だ、山鹿だ。突然だが氏うじ神がみ、おまえ金欲ほしいだろ？　実は今俺の事務所にワケありの依頼人が来ててな。……ああ、ああ。まあそんなところだ、仲ちゆう介かい料りようは二割でいい。……何、ぼりすぎだと？　うるせえよ、どうせ相手は後ろめたいところのある金持ちだ、お前が請せい求きゆうすればいくらでも払ってくれるさ。よし分かったな、じゃあ急いでくれ」

「…………」

　三人の来客者たちの顔が引きつった。

　そういう物ぶつ騒そうな会話は、本人に聞こえないようにするべきである。

「これで大丈夫です海老山さん。すぐ来てくれるそうですから」

「は、はあ、どうも」

　海老山は多少顔を引きつらせていたが、やはり後ろめたいところがあるのか抗こう議ぎはしなかった。そういう態たい度どだから弁護士に餌え食じきにされてしまうのだ。

「ではまあ、医者が来るまでに少しでもお話を伺うかがっておきましょうか。一体どういったご用件で？」

「はあ……。いえ、もちろんそれをお話しするために来たわけなんですが……」

　海老山は、なぜか答える代わりにあたしの方を見た。どうやらあたしみたいな純じゆん情じよう可か憐れんな美少女に、どす黒い話を聞かせることに躊ちゆう躇ちよがあるらしい。

「ああ、これは失礼しました」と、善行もあたしの方を向いた。「おい、これは弁護士と依頼人の会話なんだ、部外者はあっちへ行ってろ」

　むかっ。

「なによ、その言い草は！　あたしだってこの事務所の関係者でしょ!?」

「何をわけの分からないことを言ってるんだこの不ふ法ほう侵しん入にゆう者しや。とにかく、弁護士と依頼人だけの会話なら秘ひ匿とく特とつ権けんが保証されるが、ここに第三者が入ってくると途と端たんにややこしくなるんだ。お前はあっちへ行ってろ」

「むう、生なま意い気きな。善ぜん行こーのくせに」

　しかしまああたしに無ぶ粋すいな話を聞かせたくないという海老山の気き遣づかいに免めんじて、とりあえず今のところは従したがってやることにした。

　すごすごと隣りん室しつへ引きこもる。

　しかしである。あたしは知っている。この隣室は善行が寝ね泊とまりするために使われている部へ屋やなのだが、防ぼう音おんがイマイチ効いていないのだ。

　だから、たとえばあたしがこうやって壁かべに耳を押し付けると──

「失礼しました。実はあいつは万まん引びきの補ほ導どう歴れきがありましてね、更こう生せいさせるためにウチで少しばかり社会を経験させるということをやっておりまして」

　と、善ぜん行こーのたわけた声がよく聞こえてくるという仕し掛かけである。むっきー、誰が万引きよ！　今度あいつの靴くつにガビョウ入れてやる。

「ではあらためてご用件を……いや、その前にまずは自じ己こ紹しよう介かいですかね。あなたが誰かということは分かりました。するとそちらにおられる若い方は……お二人とも息子さんですか？」

「ええ、確かに片方は私の息子の秋あき男おですが、もう一人は息子の友人の……ええと失礼、なんと言ったかな？」

「蟹かに丘おか裕ひろ信のぶです」

　別の声が聞こえる。どことなく遠えん慮りよがちな声の様子からすると、間ま違ちがいなく二人いた若い男の内の、ずんぐりしたおとなしそうな方だろう。

　それにしても、エビ山の友人がカニ丘ってことは──甲こう殻かく類るい繫つながり!?……いや、単なる偶然だろうけど。

「なるほど。この状じよう況きようからすると、どう見てもその息子さんに関する相談のようですね。怪我も負おってるみたいですし、一体何があったんですか？」

「はあ、それがその──」

　言い辛づらいのだろう、一いつ瞬しゆんの間があった。

「このバカ息子、拳けん銃じゆうで人を撃うってしまったようなのです」

　あらま。

　それはびっくりだ。この日本であんな平へい凡ぼんな若わか造ぞーが銃で人を撃つなんてただごとではない。散さん弾だん銃じゆうとか猟りよう銃じゆうの類たぐいならまだありうるかもしれないが、拳銃なんて普ふ通つうの人が持てるものでもないだろうし。

「息子さんは警官か何か……というわけでもありませんね、どう見ても」

「ええ、平へい凡ぼんな大学生です」

「しかしそうなると、拳銃なんて一体どこから手に入れられたんで？」

「ええ、それが……ほら秋男。正直に話すんだ」

「あ、ああ」

　父親に促うながされ、秋男という男の声が聞こえてきた。父親が国会議員というせいだろうか、ちょっと偉えらそうな感じだ。

「一週間ぐらい前のことです。ちょっとインターネットでアングラなサイトを巡めぐってたんですよ」

　アングラサイト。ようするに毛もう沢たく東とう語ご録ろくの初しよ版はん本ぼんを売ってる本屋とか、共きよう産さん主しゆ義ぎ者しやの集つどいの日とか、表おもてざたにできない情じよう報ほうがいろいろと掲けい載さいされてるサイトのことだ。

「そしたら、つい三日前にライブチャットで拳銃の売ばい人にんと知り合うことができたんです」

　ライブチャット。文字ではなく音声でチャットするヤツのことだ。

「なるほど。で、その売人から銃を購こう入にゆうしたわけですか？」

「い、いや！　別に買ったわけじゃないんす、拳銃を持ちたいなんてこれっぽっちも思ってなかったし、ただ拳銃には興きよう味みがあったもんで……。そしたら、その売人がいくらか払はらえば人ひと気けのないところで銃を撃うたせてくれるって言ってきたんで。それで、その……」

　海老山秋男はごにょごにょと聞き取れない声で続けた。大おお方かた、言い訳わけがましい言葉を羅ら列れつしているのだろう。

　しかしなんでこう男ってヤツは銃なんかを撃ちたがるのだろう。あんな金きん属ぞくのカタマリを飛ばすだけの筒つつ、物騒なだけではないか。そんな熱意があるのなら、真の共産主義を実現しようとか、もっと別の方向に注ぐべきである。

「なるほど。ようするにあなたは銃の密売人にお金を払って試し射しやさせてもらったというわけですか？」

　業ごうを煮にやしたのか、善ぜん行こーが一気に話をまとめて進める。

「……まあ、ようするにそういうことです」

「なるほど、それで？」

「実際に会いに行ったんです。その売人に。蟹丘と二人で」

「で、そこで何かトラブルがあったってことですか」

「ええ、まあ」

「会った場所はどこですか？」

「ちょっと郊こう外がいにある、竜りゆう宮ぐうダムってとこっす。知ってますか？」

「ええ。それぐらいは」

　竜宮ダム。この辺あたり一体の水がめの役割を果たしているダムだ。道路が空すいていれば車で三十分も飛ばせば着く。

「取とり引ひき場所はそこで──というか、俺たちがその場所を教えたんすけどね。その売人の方からどこか人気のない適てき当とうな場所を知らないかって聞いてきたもんで。ダムの近くに、この季節なら絶対に使われない小さなキャンプ場があるのを知ってたもんですから──」




　その後、海老山と蟹丘が代わる代わる話したのは、以下のような事じ情じようだった。

　かくかくしかじかで二人がその竜宮ダムへ到とう着ちやくしたのが今日の午後五時ごろ。この季節の午後五時、それも街がい灯とうもない山やま間あいのダムともなれば、もう完全に真まっ暗くら闇やみだ。おまけに竜宮ダムの周辺には人家なんて一つもないし、主しゆ要ような国道とも外れているため、車が通ることすら滅めつ多たにない。

　そんな場所で、この海エ老ビ＆蟹カニコンビと売人は落ち合った。

　売人の名は不ふ明めいで、とにかく自分のことは〝売人〟と呼べと言っていたらしい。まあ銃の密売なんてやってるヤツが自分の素す性じようを明かすわけもないだろうけど。ただし見た目はとにかくヤクザのようだったらしい。でかいガタイに鋭するどい目つき。まあそれもなんとなく想像はつく。

　早さつ速そく拳銃を撃たせてくれということになったのだが、そこはそれ世せ間けん知らずの大学生お坊ぼつちゃまの悲しさ。なにしろ拳銃である。ご法はつ度との品である。人気のないところに出向く前に少し考えれば分かりそうなものだが、そんな危ないものをひょいひょい撃たせてくれるような売人が善人のわけもない。

　かくして、金持ちお坊ちゃまとその友人は、人っ子一人通らないそのダムの傍かたわらで、とても不利な交こう渉しようを強しいられることとなったのである。

　最初は、五万円で五〇発撃たせてくれることになっていたという。一発千円の計算である。五万あればグァムにでも行って撃ってくればいいのにとか思うけど、まあそれは置いておこう。国会議員の息子なんて、きっと有り余あまるほどお小こ遣づかいをもらっているに違いないのだ。

　ところが、いざ銃を渡わたす段だん階かいになって〝売人〟は本ほん性しようを現あらわしたのだ。五万円というのは銃じゆう弾だんの代金で、それとは別に拳銃を貸す代金としてさらに五万円が必要だと主しゆ張ちようし始めたのだという。

　一気に倍というわけである。当然、三人は揉もめた。しかし二人がかりで抗こう議ぎしてもまったく意に介かいさない〝売人〟に、見るからに短たん気きそうな性格をしている海老山秋男もとうとう怒おこり出し、ならこの話はなかったことにすると帰ろうとした。

　しかしそのまま帰られては〝売人〟にしてみれば大おお損ぞんである。その結果、〝売人〟は状じよう況きようから考えてもっとも合ごう理り的てきな手段に出た。ふざけるな、このまま帰れると思うなよ──と言って拳銃を突つきつけるわけである。




　　　　◆




「なるほど。そりゃまたえらい目に遭あわれましたな」全然同情なんぞしていない口ぶりで善行が言った。「お二人が怪我を負っているところを見ると素す直なおに従ったというわけでもなさそうですね。察さつするところ、それで揉み合いにでもなったというわけですね？」

「……そうです」と、国会議員の息子は苦にが々にがしげに言った。「隙すきを突ついて俺が〝売人〟の持ってた銃を蹴けり上げたんです。それでも〝売人〟は銃を手放さなかったんですが、すかさずあいつに飛とび掛かかったんです。後はもう、ひたすら殴なぐり合ってました。この怪我もそのときに負ったもので……」

「僕ぼくも加か勢せいしようと飛び掛かったんですが……」と、ずんぐり体型の蟹丘が言った。「でも僕は見ての通りの体格で、ケンカなんて滅めつ多たにしませんから。あっさりと返り討うちにされてしまって、顔を殴られてこのザマです」

　なるほど、蟹丘の顔についてたあの見み事ごとなアザはそういうわけか。

「でもその隙に、俺があいつから拳銃を奪うばい取ることができたんです。その銃を突きつけて、なんとかしようとしたんですけど……」

　と、そこまで言ったところでまた国会議員の息子は口ごもってしまった。

「ちゃんと詳くわしく話していただけますか」善ぜん行こーが苛いら立だち気ぎ味みに言う。「あなたに適てき切せつな助じよ言げんをするためには、すべての状況を正確に話してもらわなければなりません」

「は、はい。それでどうにか銃を突きつけたところまではよかったんですが、〝売人〟は俺が銃なんて撃てやしないと思ったんでしょう、躊ちゆう躇ちよなく飛び掛かってきやがったんです。どう見ても〝売人〟の方がケンカ慣なれしてそうでしたし、体格も向こうの方が大きかったものですから、その、俺はもう銃を撃つしかありませんでした。でも、拳銃を撃つなんて生まれて初めての経けい験けんだったもんで……。弾たまは逸それて明後日あさつての方向へ飛んで行っちまいました」

「なるほど。それから？」

「それで、今度は俺が〝売人〟に押おし倒たおされちまったんです。あとはもう、マウントポジションを取られる形になって、ボコボコに殴られました」

　なるほど。海老山秋男の顔の怪我はそういうことか。

「ただ、そのときはまだ銃が俺の手にあったんです」

　一いつ瞬しゆんの間があった。

「なるほど、ではその殴られた拍ひよう子しに──」と善行が言葉を引き継つぐ。「今度こそ銃で撃ってしまったと、そういうことですか？」

「……そうです。俺は頭を何度も殴られてほとんど気を失う寸すん前ぜんでした。なんとかしようと朦もう朧ろうとしながら銃をあいつの顔に向けて……。そこから先はほんとによく覚えてないんです。銃声が聞こえたような記き憶おくはあるんですけど、それと同時に気き絶ぜつしちまったもので」

「なるほど。蟹丘さん……と言いましたね？　あなたはその場面をずっと見ていたんでしょう？　どうでしたか？」

「え、ええ。海老山君の言ってることは本当です。僕も顔を殴られて結けつ構こうぼーっとしてましたからそんなにはっきりと覚えてるわけじゃないんですけど、海老山君の持っていた銃から火が噴ふき出したのは見えました。同時に、突とつ然ぜん〝売人〟がバタッと倒れたんです。それから僕は海老山君を助け起こしたんですが、〝売人〟の方は左側頭部に弾たまが当たったらしく、水道の蛇じや口ぐちをひねったみたいに頭から血をダラダラ流してぐったりしてたんです」

「なるほど。事のあらましは分かりました。で、それからどうしたんですか？　〝売人〟が死んでるのを確かく認にんしたんですか？」

「いや、それがもう、息子むすこときたら本当に愚おろかなことをしでかしてしまったらしくて──」善行の問いに答えたのは海老山春彦の方だった。「この二人ときたらそれでもうすっかり気が動どう転てんしてしまったらしく、事ことが公おおやけになるのを恐おそれて〝売人〟をダムに放り込んですぐにその場から逃にげ帰ってきたらしいんですよ」

「……なるほど。それはまた、厄介なことをしましたねえ」

　うわっ、やっちゃった感が一いつ気きに倍ばい増ぞうだ。わざわざトドメを刺ささなくたっていいのに。

「こんなことになったのも、私が少し甘あまやかしすぎたのがいけないんでしょう」と、厄介な子を持ってしまった父親は続けた。「なにせ国会議員なんてものをやってると、子こ供どもになんぞ全然構かまってやれませんからな。せいぜい、小こ遣づかいだけは与あたえていい生活をさせてやるぐらいしかできません。その放ほう任にん主しゆ義ぎが今回の事件を招まねいたんでしょう」

　うむ、違ちがいない。小遣いだけは与えて後は放任主義？　これだから自由経済党の議員はダメなのだ。自分の息子に資本主義の悪いところばかり実じつ践せんさせてどうする。もう明日からは共きよう産さん推すい進しん党とうに鞍くら替がえすることをオススメしたい。

「こんなことになった以上、私の政治生命については覚かく悟ごしています。どうなろうと構かまいやしません。ただ、息子を殺さつ人じん犯はんにするようなことだけは回かい避ひしたいのです。どうか山鹿先生のお知ち恵えを拝はい借しやくできないでしょうか」

「ふーむ、そうですねえ。私としては人を殺したことが明めい白はくな依頼は引き受けないことにしているのですが……。しかしまあ、話を聞いた限りでは正せい当とう防ぼう衛えいになる可能性もありそうですし、私としても未来ある若者が過か剰じような罪を着せられることは好みません。できる限りのことはしてあげたいところなのですが……。ただ、今はもう年末ですし私も何かと忙しいものでして、特にこういう込こみ入った事件の場合、他ほかの仕事を断ことわって色々と手を尽つくさなければいけないわけでして、そうなるとただでさえ年末で色々とお金がかかるのに貴き重ちような収しゆう入にゆう源げんを失ってしまうことになるわけでして」

　人生経験が豊富そうな海老山春彦は、善行の言わんとしているところをあっさりと読み取った。

「お金でしたらいくらでもお支し払はらいします！　息子のためでしたら、どんな手段を使ってもらっても構いませんから！」

「お任まかせください、得とく意い分ぶん野やです」

　……をいをい。

「では、引き受けていただけるんですか!?」

「ええ、もちろんですとも。では早速ですが、着ちやく手しゆ金きんとしてとりあえず……これだけよろしいですかな？」

　一瞬、間があった。

「わ、分かりました。こんなこともあろうかと多めに現金を用意してきましたので。領りよう収しゆう書しよは結けつ構こうです。……どうぞ、お納おさめください」

「これはこれは、どうも助かります」

　そのときの善行の声といったら、本当に喜き色しよく満まん面めんといった感じだった。相そう当とうふんだくったに違いない。

「結構です。ではこれで私はあなた方の法ほう的てき代だい理り人にんとなりました。私はあなた方が警けい察さつの厄介にならぬよう最大限の努力をします。その代わり、あなた方も私に一切の隠かくし事ごとをせず、また私の指し示じには必ず従うようにしてください。いいですね？」

「はい、分かりました。もちろんです」

「しかし……これはいささか厄介な事件になりそうですなあ。話を聞いていた限り、正当防衛という印いん象しようはあったんですがね。そりゃまあ銃を突きつけられれば誰だって命の危険を感じるでしょうし、その揉もみ合いの最さい中ちゆうに誤あやまって撃ち殺してしまったとなれば、よほどのことがない限りは正当防衛が適てき用ようされるはずです。そうなれば良くて無む罪ざい、悪くても執しつ行こう猶ゆう予よで済すまされるとは思うんですが」

「他ならぬ山鹿先生にそう言っていただけると心強いです」

「ただ問題は、その〝売人〟をダムに放り込んだということですね。これは可か能のう性せいの問題ですが、あなたの息子さんが二発目の銃を撃ったとき、まだ〝売人〟は死んでなかったという可能性だってあったわけです。しかしお二人は意い識しきのない〝売人〟をダムに放り込んでしまった。こんなことをすれば確かく実じつに〝売人〟は溺おぼれ死んでしまうわけです。子供にだって分かるでしょう。つまり、ここに殺さつ意いを認にん定ていする余よ地ちが出てきてしまうわけなんですよ」

「そ、それは──かなり危ない状況であるということですか？」

「ええ、まあ。ただですね、まだ警察にも通つう報ほうしておらず、しかも事じ件けん現げん場ばが人ひと気けのないダムの傍そばだったという状況は、うまく立ち回れば我われ々われにとって有ゆう利りに働くかもしれません。まあこの辺は少し色々と検けん討とうしてみないといけませんが」

「は、はあ」

　と、そのときであった。

　またルルルルルと受話器が鳴なり出したのだ。

「おっと、どうやら医者のデリバリーが来たようです。丁ちよう度どいい、まずは怪け我がの治ち療りようをしておきましょう。その間に私も色々と考えてみますので」




　やがて事務所内に誰かが入ってくる気け配はいがあった。

　あたしは我が慢まんできず、ドアを少しだけ開けて事務所の様子をうかがうことにした。幸い、中の連中は新たな訪ほう問もん者しやに気を取られていてあたしに気付く様子はない。

　やはり入ってきたのは善行の知り合いである氏うじ神がみ功く徳どくとかいう医者だった。いや、医者といっても死体解かい剖ぼうが専せん門もんの監かん察さつ医いとかいう医者らしいけど。

　氏神は事務所に入ってくるなり中にいる善行と三人の客を見回すと、とっても残念そうな口ぶりでいきなりこうのたまった。

「なんだ、まだ生きてるじゃないか」

「生きてちゃ悪いのかよ！」

　ここは善ぜん行こーでなくとも突つっ込みたくなるところだ。

「そういきりたつなよ山鹿。別にお前のことを言ってるわけじゃない」

「あ、当たり前だ！　ってか、怪我人も生きてちゃ悪いのかよ！」

「ああ、悪いな。俺への秘ひ密みつ裏りの仕事だとかいうから、てっきり死体をバラバラにする手伝いをしてくれとか、そんなことだとばかり思ってたんだが」

「誰がそんなことを頼たのむか！　頼みたいのはこいつらの怪我の治療だ！」

「ちっ、めんどくせえな。まあいい、消しよう毒どく薬やくと縫ほう合ごうキットぐらいあるからなんとかなるだろう。しかしな山鹿、確かに俺は医師免許を持ってるが専門はあくまで死体なんだ。次から生きた人間を治療させたいときは他の医師を呼んでくれ」

「……お前、そんなに生きてる人間を扱あつかうのがイヤなのか？」

「ああイヤだね。あいつらときたらちょっと手が滑すべったぐらいでぎゃあぎゃあ泣き喚わめくんだからな。それに、知ってるか？　生きてる人間の腹はらを切り裂さくときって、いちいち麻ま酔すいを使わなきゃいけないんだぜ？　めんどくさいことこの上ないだろ」

「…………」

　事務所内を嫌いやな沈ちん黙もくが流れた。怪我人二人の顔が青ざめている。無む理りもないが。

「……分かった、もういい、俺が悪かった。とにかくそいつらが怪我人だ、とりあえず医者に行く必要がないぐらいに治療してやってくれ」

「ふーむ……」

　氏神が二人の怪我人を見回す。

「ひっ」

　気の弱そうな蟹丘の口から短い悲鳴が上がる。

「医者に行く必要がないぐらい、か。じゃああれだ、手っ取り早く……刺さしとくか？」

「って待て待て待て！　メスを取り出してどうする気だ、殺す気かよ!?」

「医者に行く必要はなくなるじゃないか」

「…………」

「ちっ、分かったよ、冗じよう談だんだ。じゃあお前、治療してやるからこっちこい」

「は、はあ……」

　海老山秋男の顔がさっきより青ざめているのは、頭から血を流しているせいだけとは思えなかった。

「そう心配すんなって。確かに俺の専門は死体だが、俺ほどたくさん人の体をいじくってる医者なんてそうはいない。大船に乗ったつもりでいればいい」

　いや、それはちょっと微び妙みように違うんじゃないか。

　そう思ったのはあたしだけではないと思うけど、別にあたしが治療されるわけではないので放ほう置ちしておくことにする。

　そして、名医による治療が始まった。

　まずは切り傷への消毒。ピンセットで脱だつ脂し綿めんをつまみ、消毒薬をぶっかけて、出血してる部位に──押し付けた。べしっと。

「ぎゃああああ！　痛ててて！　も、もうちょっとやさしく……！」

「あーうるせえ黙だまってろ。俺には男にやさしく接せつする趣しゆ味みはねえんだよ」

「そ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！　うがあああああ！」

「ちっ、これだから生きてる人間診みるのは嫌いやなんだよな……。ほれほれ、痛いのは生きてる証しよう拠こだ、諦あきらめてもっと痛がってろ。そうすりゃ痛みも段だん々だん快かい感かんになってくるさ」

　……ムチャクチャ言ってる。善ぜん行こーの知り合いってことで薄うす々うす感じてはいたけれど、この人もやっぱりＳ入ってるんだろう。

「なんだお前、こんなところにも傷作ってるじゃないか」

　海老山の右手の親指の付け根あたりにもめざとく小さな傷を見つけ、また脱脂綿を押し付けた。

「ぎゃあああああああ！　刺さってる！　ピンセットちょっと刺さってる！」

「えーい、ごちゃごちゃいうな。安心しろ、ピンセットは消毒済みだ」

　……いや、そういう問題じゃないと思うけど。

　そして氏神は、とうとう派は手でに出血している頭の怪我の診しん断だんを始めた。

「ふーむ、この傷は結けつ構こう深いな。こいつはちょっと二、三針はりばかり縫ぬっとく必要がありそうだ」

「え」

　海老山の顔が引きつる。

　一方氏神は、なぜかとっても楽しそうな顔で針と糸を手に取った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺は毎日たくさんの死体の損そん傷しようを縫い合わせてる経験豊富な医師だからな、手早く終わらせてやるさ」

「ちょ、ちょっと！　せめて麻酔してくれよ麻酔！」

「何たわけたことを言ってるんだお前は。俺は死体を診みるつもりで道具を持ってきたんだぞ、麻酔なんかあるわけないだろ。それにこの程度の縫ほう合ごうで麻酔なんか使ったら治なおりが遅おそくなるだけだ。ほら、男なら歯をくいしばれ」

「うあああああああああああああ！」

　しばし響ひびき渡わたる悲ひ鳴めい。だが氏神はまるで鼻歌でも歌ってるようなリズミカルさで縫合を続けている。

　だが。そのときのことだった。

　ぷちっ。

「あ」

　奇き妙みような音と共に、突然氏神の手が止まったのだ。

　そしてぴゅっと少し血が飛んでテーブルを濡ぬらす。

　思わずあたしたちはシーンとなった。何事かと氏神に注そそがれる視し線せん。

　だが氏神はそんな奇き妙みような雰ふん囲い気きなどものともせず、のたまった。

「ま、いいか」

「いやいやいやいやちょっと待ってくれ！　『まいいか』ってなんだよ『まいいか』って！　それにさっきなんだか妙みような音が──」

「気にするな、大たいしたことじゃない。俺の体じゃないし」














「ききき気にするに決まってるだろ！」

「やかましい。いつまでも騒さわいでいるとまたぷちっと行くぞ、ぷちっと」

「ぎゃああああああああああ!!」

　……あたしは心の中で誓ちかった。

　もしあたしが怪我をして治療費を節せつ約やくしたいと思っても、この医者にだけは診てもらうまいと。

　しかし、それにしても──イカサマ弁護士にヘボ探たん偵てい、そしてヤブ医者。つくづく思うんだけど、類るいは友を呼ぶってことわざを考えた人は天才だと思う。

　そんなこんなで、しばし事務所内に悲鳴が響き渡った後。

「よし、まあこんなもんだろ。終わったぞ」

「…………」

　精せいも根こんも尽つき果てたのか、息を荒あらげる海老山秋男。

「おい、せっかく治療してやったんだぞ、お礼の一つぐらい言えないのか」

「あ、ありがとう、ございました!!」

　ヤケ気ぎ味みに叫さけぶ。

「今ひとつ気持ちがこもってないが、まあいいだろ。じゃあ次は……お前だな」

「ひっ！」

　ヘビに睨にらまれたカエルのごとく、蟹丘が悲鳴を上げる。

「いえぼぼぼ僕は大丈夫です！　ちょっと顔を殴られただけですから！」

「いいのか？　確かに見た目は大した怪我じゃなさそうだが」

「ええ！　ええ！　はい、大丈夫です！　どうもありがとうございました！」

「そうか。それならいい、じゃあこれで俺の仕事は終しゆう了りようだな」

　と、ヤブ医者は海老山春彦に向き直り、

「じゃあ精せい算さんと参まいりましょう。保険証なしのシークレット出しゆつ張ちよう治療費、しめて五万円になります」

　高っ！

　……と思ったのはあたしだけではないと思う。

　しかしヤブ医者は、そんなあたしたちの印いん象しように釘くぎを刺さすことも忘れなかった。

「おっと、高いと思ってはいけませんぜダンナ。保険証なしの外科治療なんてそれだけで一万やそこらじゃききません。それに、病院にもいけないような何か特とく別べつな事じ情じようがあるってことぐらいは俺にも分かりますんでね。おまけに実を言うと、ダンナの顔にはどうも見覚えがあるんです。ダンナ、あんたってちょっとした有名人じゃないんですか？」

「…………」

「ただご安心ください、俺の口の堅かたさというのは昔むかしから有名でしてね、それもお出しいただける金額に比ひ例れいしてもっと堅くなるんですよ、これなら安心でしょう？」

　うーん、類は友を呼ぶ。今のセリフがもし善行の口から出てきても、まったく違い和わ感かんはなかっただろうなあ……。

「……分かりました。ではあなたのお言葉を信しん頼らいしましょう」

　この辺は人間ができてるのか、あるいはロクでもない経験を積つんできた成せい果かなのか、海老山は表情一つ変えずに黒くろ革かわのやたらぶ厚あついサイフを取り出した。そして紙し幣へいを一摑つかみ無む造ぞう作さに取り出し、氏神に手渡す。

「いやいや、こりゃどうも。ほら、なにせもうすぐクリスマスでしょう？　娘むすめを実家に預あずけて妻とちょっと出かける計画を立ててましてね、私も色々と物もの入いりなものでして」

「そ、そうでしたか。では奥おくさんによろしく」

　……この事務所にいると、世の中の男どもがいかにさもしい存そん在ざいであるかがよく分かる。

「じゃ、私はさっさと失礼させてもらいましょう。これ以上ここにいて妙な話を耳にしてしまってはお互たがいのためにならんでしょうからね」

「おい、待て氏神」

　さっさと帰ろうとするヤブ医者を、イカサマ弁護士が押おし留とどめる。

「ん？　なんだよ山鹿。俺の仕事は終わりだろ、さっさと帰らせてくれ。夕食に間に合わなくなるだろうが」

「帰るなら仲ちゆう介かい料りようを置いていってもらおうか」

　そう言って右手を差し出す悪徳弁護人。

「ちっ、そういうことだけはしっかりしてやがるな、この強ごう欲よく弁護士め」

　いや、どっちもどっちだろう、この場合は。

　だが、何を思ったのか突然善行は右手を下げた。

「あ、じゃあいいや。氏神、仲介料はお前が取っておけ。その代わり、もう一つ答えて欲しいことがあるんだがな」

「お、なんだ？　そういうことなら喜んで何でも答えてやるぜ？」

「いいか、何でこんなことを聞くのかとか、変な疑問は抱くなよ。死んだばかりの人間を湖みずうみに放り込んだらどうなる？　すぐに浮ういてくるようなことはないよな？」

「……またいきなり物ぶつ騒そうな質問をするな、まあいい、そいつは状況によってくるな。水に浮くってのはようするに、水の比ひ重じゆうより重いかどうかにかかってくるわけだ。それぐらいは分かるな？」

「ああ」

「人間の比重ってのは水とほぼどっこいどっこいなんだ。だが、人間にはかなり個こ人じん差さがある。分かるだろ？　体たい脂し肪ぼう率りつ一つとっても人によって様さま々ざまだからな。だから水の比重を一とすると、人間は大体……いくつだったかな、確か〇・九八から一・〇二ぐらいだとか言われてたはずだ。つまり、ほっといても水に浮く人間もいるが、大たい抵ていは空気を肺はいに溜ため込むとか手足を動かすとか、水に浮くための行こう動どうを取ってなきゃ沈しずんじまうってことさ。ほら、夏になったら水すい難なん事じ故こが増ふえるだろ？　だがそのときの水死体ってのは必ずと言っていいほど水中から見つかったってニュースでよく言ってるだろ」

「そうか、つまり死体が浮かんでくることはまずないってことだな？」

「まあそうだな。二割ぐらいの確かく率りつで浮く死体もあるらしいし、小こ銭ぜにやら時計なんかの重しになるようなものを持ってるだけでも状況は変わってくるしな。もっとも、この季節なら十日もすれば体内に腐ふ乱らんガスがたまって確実に浮いてくることになるがな」

「なるほど、よく分かった」

「よし。じゃあこれで今度こそ俺は用よう無なしだな。じゃあな、あんたらもいいクリスマスを」

　こうして氏神は、あらためて楽しそうに口くち笛ぶえを吹ふきながら帰っていったのであった。

　三人の依頼人たちが、半なかば呆ぼう然ぜんとしながらそれを見送る。
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「さて、じゃあ治療も済みましたし、話を戻すとしましょうか」

　やがて平へい穏おんを取り戻した事務所内で、善行がそう切り出した。

「は、はあ」

　国会議員・海老山春彦もどうにか気を取り直し、話を聞く体たい勢せいになる。

「今の間に私も状況を様々な視し点てんから見直してみましてね。繰くり返しますが、お話を聞いた限りでは、確かに今回の事件は正当防衛と言えるかもしれません。ですが、正直なところそれだけで無む罪ざい放ほう免めんとなるかどうかは微び妙みようなところでしょう。まあ拳銃を突きつけられて脅おどされたとあれば仕し方かたなかったのでしょうが、こちらは二人がかりで、しかも事が終わったあとで遺い体たいをダムに沈しずめたわけですから、ヘタをすると検けん察さつは正当防衛でもなく過か剰じよう防衛でもなく殺さつ人じん罪ざいを主しゆ張ちようしてくるかもしれません」

「はあ……」

「それにもう一つ、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの問題がついてくる可能性もあります。ご存ぞん知じの通り、日本では銃の所しよ持じや発はつ砲ぽうについては厳きびしく制せい限げんされています。まあ今回の場合は、正当防衛のためにしか銃は撃ってないわけですから、なんとかならないこともないとは思いますがね。ただ、遊び半分で拳銃を撃ちに行った挙あげ句く、こんなことに巻き込まれたとなれば、同情は誘さそえないかもしれません。これは正当防衛成せい立りつの大きな阻そ害がい要よう因いんになるでしょうな。

　ただ、幸いあなたの息子さんは学生の身分です。若わか気げの至いたりって言い訳わけが使えますからそう悲ひ観かん的てきになる必要もないでしょう」

　歯切れのいい善行にしては、今回はずいぶん曖あい昧まいな話が多い。

「なるほど、分かりました。つまり……お話を聞いている限りでは、決して楽らつ観かん視しはできない状況だということですね？」

「ええ、それは確かですね」

「山鹿先生、私としても、ご無理を申し上げていることは重じゆう々じゆう承しよう知ちです。ですが、やはりそういった立場に置かれるとなると、私の政治生命はもちろん息子の将来にもよくない影響を与えることになるでしょう。なんとかこう、今回のことが表ざたにならないよう解かい決けつする手段はないものでしょうか」

　あのねえおっさん。

　そんな都つ合ごうのいい解決方法がぽんぽん出てきたら、日本はとっくの昔に犯罪大国になっている。世の中そんなに甘くないのよそこの国会議員。

　……と、あたしは思っていたんだけど。

　このとき、あたしはすっかり失念していた。この相談に乗っているのが、誰あろう山鹿善行という詐欺弁護士であることを。

「ええ、実をいうとそのことを私もずっと考えていたんです。ほら、明後日あさつてはクリスマス・イブじゃないですか。できることなら私も、それまでにはカタをつけておきたいと思っていたところでして。実際のところ、一つだけ手がないわけじゃないんです」

　……マジで？

「ど、どんな方法でしょう？　是ぜ非ひご教授願えませんか」

「ええ。これは別にあなたの息子さんを無罪にしたりするわけではありません。その代わり、検察がこの事件を立りつ件けんできないようにしてしまうんです。そうすればまあ、あなたの息子さんが逮たい捕ほされることはなくなるわけですが」

「そ、それは素す晴ばらしい。一体どのような手段なんで……？」

「まあ待ってください、その前にいくつか確認しなければなりません。この方法は決して褒ほめられた手段ではないんです。できることなら、私としても使いたくはありません。しかし命の危き険けんを感じ、正当防衛でやむを得ず人を殺あやめてしまった若者の実りある未来を守るためであれば、弁護士として私もできる限りの行動を取らなければなりません。お分かりいただけますね？」

「ええ、よく分かりますとも」

「ではまず──」と、善行は二人の怪我人に向き直った。「あなた方お二人に誓ちかっていただかなければなりません。先ほどあなた方が私に語った経けい緯いは間ま違ちがいのない真実であり、すべては正当防衛のために仕方なくやったことであると。そう誓っていただけるなら、私も弁護士として最さい善ぜんを尽つくすことをお約やく束そくしましょう」

「ええ、もちろん誓いますとも。なあ蟹丘？」

「は、はい、僕も誓います」

「よろしい。それから息子さんにもう一つ確認を。その凶きよう器きの拳銃というのは、今どこに？」

「……あの場所に放り出してきましたから、まだダムの傍そばに落ちてるはずですけど」

「いずれにせよ、まだ誰の手にも渡ってないわけですね。なら結構。ではお二人には、これから私の言うとおりに行動していただきます。いいですね？」

「そ、それは構いませんけど──」と、蟹丘が不安そうに言った。「一体、何をするんですか？」

「なあに、そんなに大したことをするわけではありません。まず、今からその事件があった竜宮ダムに向かいます」

　段だん々だんキナ臭くさくなってきた。

　まだ警察にも通報されていない殺人事件の現場。そんなところにあの悪あく魔まの化け身しん弁護士が赴おもむいて一体何をするというのか。まっとうでないことだけは確かそうだけど。

　と、やおら善行が立ち上がった。

「ちょっと待っててください。少し準じゆん備びがありますので」

　善行がこっちの方へ歩いてきたので、あたしは慌あわてて扉とびらを閉しめ、カバンから適てき当とうに本を取り出して読んでるフリをした。

　間もなく、善行がこっちの部屋へ入ってくる。

「ん？　なによ、話は終わったの？」

「ふん、ヘタな芝しば居いやりやがって。どうせ聞いてたんだろ」

　ぎくり。

「さ、さあ？　何のことよ？」

　あたしの面つらの皮は全然厚あつくないので、どこぞの弁護士ほどうまく動どう揺ようは隠かくせなかった。

「ふん、まあいい。俺はちょっと出かけるからな。お前も出て行け──と言っても聞かないだろうから、せめて大人しくしていろ」

　そう言って善行は、部へ屋やの隅すみに置いてある棚たなを開け──懐かい中ちゆう電でん灯とうと、なぜか工具箱を取り出していた。そして工具箱から、何かの道具を取り出す。

　ヤスリだった。棒ぼう状じようになってる細長い棒ヤスリとかいうやつ。技術の授じゆ業ぎようで使った覚えがある。それも袋ふくろから出してさえいない、未み開かい封ふうの新品だ。

　それからさらに、台所で使うゴム手て袋ぶくろを四組、安っぽいスリッパを四組、タオルを四枚。

　これはヤバイ。手袋を人数分用意しているということは、指し紋もんを隠すつもりだ。スリッパは足あし跡あとだろう。タオルは髪かみの毛か。何を企たくらんでいるのか知らないが、絶ぜつ対たいにヤバイことをしでかす気だ。

　放ほう置ちしておくわけにはいかない。絶対に付いて行かなくては。

「そう、出かけるんだ？　じゃああたしもちょっと出てくるわ。ちょうど欲ほしい本があるから」

「ああそうかい、勝かつ手てにしてくれ」

　ええ、勝手にしてやりますとも。

　あたしはカバンを持って部屋を出ると、三人の訪ほう問もん客きやくたちの熱あつい視線を無む視しして素す早ばやく事務所を出た。

　目もく的てき地ちはビルの地下一階にある駐ちゆう車しや場じようである。そこに善行の白しろ塗ぬりのセダンがあるのだ。

　あたしはこんなこともあろうかと、大枚三千円も払って作っておいた車の合あい鍵かぎを使い、トランクを開けた。そして迷まようことなくその中へ忍しのび込む。トランク自体は中からは開かないが、後部座席の背もたれを外せば車内に入れるようになっているので安心だ。ちょっと真まっ暗くらなのは不ぶ気き味みだったけど、チェ・ゲバラ様を始めとする幾いく多たの活動家たちの苦く労ろうを思えばこの程てい度ど、大したことではない。

　五分と経たたぬうちに、誰かがやってくる気配があった。言うまでもないだろう、善行と三人の依頼人たちである。

　そして善行たちは車に乗り込み、このあたしがトランクにいることなど気付かぬまま、車を発進させたのであった。
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　あたしたち五人の乗った車は、無む言ごんのまま三十分ばかり走行してようやく停とまった。

　うー、体が痛い。なにせ山道の中を、クッションも効きいていないトランクの中で揺ゆられ続けたのだ。

「ダムのキャンプ場の近くってことは、この辺か？」

「ええ、ここです」

　善行の問いに、海老山秋男の声が答える。

「じゃあお前ら、車から出る前にまずこのゴム手袋を付けるんだ。それからこのタオルを頭に巻いて、少々歩きにくいがこのスリッパに履はき替かえろ。俺たちがここに来た痕こん跡せきを絶ぜつ対たいに残さないようにするんだ」

　善ぜん行こーの口く調ちようがいつの間にか命めい令れい口調に戻っている。うーん、どんどんキナ臭くなってくるなあ。

「わ、分かりました」と、海老山秋男。「でも足あし跡あとについてはそう心配しなくても大丈夫っすよ。この辺り結けつ構こう落ち葉が積つもってますから」

「それならそれでいいんだがな。ま、念ねんのためだ」

　そして準じゆん備びができたのか、四人は車を降りた。

　あたしは誰も引き返してくる様子がないことを確認すると、トランクの中からばこっと後部座席のシートを外した。

　静かに車のドアを開け、外へ出る。途と端たんに十二月の山の冷たい空気があたしの柔やわ肌はだを刺さした。うう、寒い。善行ならともかく、あたしが長なが居いしてたら確かく実じつに風か邪ぜを引きそうだ。

　そこはキャンプ場近くの駐車場のようだった。もちろん、こんな季節ということもあって他ほかには誰だれもいない。

　キャンプ場から少し離はなれたところに、善行のものらしい懐中電灯の明かりが見えた。ダムの方へ向かっているらしい。慎しん重ちようにその明かりを追う。

　辺りはもう完かん全ぜんな真まっ暗くら闇やみで、頼たよれるものといえばわずかな星明かりしかない。一いち応おう乙女おとめの必ひつ需じゆ品ひんであるペンライトや盗とう聴ちよう器きも持ってはいるのだが、この状況ではどちらも使いづらい。あたしは星明かりとカンを頼りにどうにか四人の後を追った。

　やがて、右手に湖──というかダムが広がる場所に出た。かすかな星の明かりを反射して水面みなもが揺らめいている。しかしこの真っ暗闇では足場がムチャクチャ不ふ確たしかだ。この寒さだし、あまり近づきたくはない。

　一方、ダムの反対の左手側は傾けい斜しやの急な坂だった。いや、もう崖がけといってもいいだろう。たくさんの大小の岩がせり出していて何かの拍ひよう子しに転ころがり落ちてきそうだった。落らく石せき防ぼう止しのためのぶっといネットに覆おおわれているようなのだが、小さな石が転がってくる分にはあまり効こう果かはないだろう。まああたしぐらい日ひ頃ごろの行おこないが良ければ落石なんて怖こわくもないが、善ぜん行こー辺りは心配だ。もうすぐ死ぬかも。

「ああ、この辺りです」

　海老山秋男の声に、善行たちの足が止まった。そして自分たちの足元を懐中電灯で照てらす。

「なるほど。ってことは、死体もこの辺か」

　善行がダムに懐中電灯を向ける。

　しかし思っていたより深いところに沈んでいるためか、はたまたダムなんて水の透とう明めい度どが高くないためか、死体らしきものはまったく見つからないようだった。

「ちっ、やっぱり死体は無む理りか。じゃあいい、まずお前たちがこの場に捨てていったっつー拳銃を探し出すんだ。それから薬やつ莢きようもな。二発撃ったんだから、二つばかりこの辺に落ちてるはずだ」

　善ぜん行こーの指示で三人は宝たから探さがしを始める。

　何しろ冬の山やま奥おくである。辺りにはまんべんなく落ち葉が降ふり積もっており、おまけに日もとっぷりとくれている。そんな状況での薬莢探しはずいぶんと手て間ま取どっているようだったが、場所が限げん定ていされていたのが幸いしたらしい。ほどなくして、一いつ挺ちようの拳銃と二つの薬莢が善行の足元に集められた。

「あ」

　その拳銃を見た瞬しゆん間かん、思わずあたしはうなっていた。

　視し力りよく二・〇のあたしの目に映ったその拳銃のグリップ部分には、星のマークがついていた。

　星といえば共産主義者の希望のマークである。あの拳銃は共産主義の国々で製せい造ぞうされたオートマチック拳銃、トカレフに違いない。

　……いや、だからどうしたって言われても困るけど。

「それで、これをどうするんですか？」と、海老山春彦が訊たずねた。

「まずは指し紋もんを拭ふき取る。それであんたがこの拳銃を使ったという証しよう拠こは消えることになるからな」

「ちょ、ちょっと待ってください山鹿先生」

　蟹丘が驚おどろいたように訊きき返した。

「ん、何だ？」

「あの、その拳銃って凶きよう器きってことになるんですよね？」

「そりゃそうだ、これで人を殺したんだからな」

「じゃ、じゃあ重要な証拠じゃないですか。そんな証拠を簡かん単たんにいじっていいんですか？」

「さて、何のことを言っているのやらさっぱり分からんな。いいか、今は十二月だ。それもこんな寒いところにいたんじゃ、誰だって手袋ぐらい付けて当然だ。つまり、この拳銃の指紋が拭き取られた瞬間、警察は犯人が手袋を使用していたと解かい釈しやくすることになる。そうなればこの銃に指紋が付いてなくたって誰も不ふ審しんに思ったりしないし、仮かりに疑われたとしても指紋が拭き取られたなんて立りつ証しようすることは不可能だ。そもそも、拳銃から指紋を採さい取しゆするというのはかなり難むずかしい芸げい当とうなんだ。使用者が銃の銃身部分でも握にぎってない限りはな。採取できたらむしろラッキーという程てい度どらしいから、仮に指紋が出なくたって警察が怪あやしむようなことはまずないだろうよ」














　ご、合ごう理り的てき。相変わらず悪わる知ぢ恵えだけは回るヤツである。

「ただし──」

　と、善行は人差し指を突きつけた。

「海老山秋男、銃に触ふれる作業は全部あんたがやるんだ。銃ってのは手に持つだけで違い法ほうだからな、こういう状況だろうと弁護士である俺が法を犯おかすわけにはいかんのでね」

「な、なるほど。分かりました」

　海老山秋男はこれまた用意していたのだろう、善ぜん行こーから布ぬのキレを受け取り、拳銃を隅すみ々ずみまで綺き麗れいに拭ぬぐった。

「こんなもんで……どうでしょうか」

「ああ、まあいいだろう。さて、次が本番だ。こいつを使え」

　そういって善ぜん行こーが差し出したものは──

　棒ぼうだった。いや、あの悪魔がこの状況でただの棒など持ってくるわけがない。それは、棒ヤスリだった。

「これをどうすりゃいいんですか？」

「いいか、これは重要なことだ。警察の捜そう査さが始まった場合、まずこの場に落ちていたその銃が本当に犯はん行こうに使用されたのかどうかを調べることになる。聞いたことがあるだろ、旋せん条じよう痕こんってやつだ。銃身の内部には、発はつ射しやされる銃じゆう弾だんに回かい転てんする力を与あたえて直ちよく進しん性せいを増ますための溝みぞが掘ほられている。腔こう線せん──ライフリングとかいうらしいんだがな」

「ああ、聞いたことがあります」と、蟹丘が口を挟はさんだ。「旋条痕は指紋のように二つとして同じものは存在しないから、その特とく徴ちようを利用して犯行に使われた拳銃を特定するんだとかなんとか……」

「ま、そういうことだ。だから今回みたいな事件の場合、警察は被ひ害がい者しやの体内から取り出した銃弾と、その拳銃から試し射しやされた銃弾の旋条痕を比ひ較かくすることで、その拳銃が実じつ際さいに事件に使われたかどうかを判はん別べつすることになる」

　ここで突然、善ぜん行こーはニヤリと顔を歪ゆがめ、そしてとんでもないことを言った。

「さて、そこでだ。もしその二つの旋条痕が一いつ致ちしなかったらどうなると思うか？」

　え──。

　あたしはかなり嫌な予感がした。今コイツは何かとんでもないことを言ったような気がする。

　もし遺体から取り出された弾たまの旋条痕と、実じつ際さいに凶きよう器きとして使われた拳銃から採取された旋条痕が、一致しなかったら……？

　それはつまり、凶器として使われたはずの拳銃が、本当の凶器ではないことになってしまう。つまり、犯行に使用された銃弾は、今あそこにある銃とは別の銃ということになってしまうわけで──いやでも、そんなものはこの世に存在しないんだけど、とにかくそんな架か空くうの銃から発射されたことになってしまう。

　そんなことになったら──検察はこの事件の立りつ件けんなんてできなくなってしまうではないか！

　そして今、善ぜん行こーの手の中にあるのは一本の棒ヤスリ……。

　誰もが息を吞のんだ。

　善行は呆あつ気けに取られている海老山秋男にヤスリを手渡し、

「俺の言っている意味が分かるな？　これをどう使うかもな」

「は、はい」

　海老山が震ふるえる手で棒ヤスリを受け取る。

　そしてその棒を銃口の中へ突っ込み、ぎーこぎーこ……。

　ふと思う。

　ひょっとすると今あたしはとんでもない犯はん罪ざい現げん場ばを目もく撃げきしているのかもしれない。

「おい、ストップだ、もういい。旋条痕を変えるには少し削けずる程度で充じゆう分ぶんだ、下へ手たに削りすぎて警察に怪あやしまれたら元も子もないからな」

「は、はい分かりました」

「よし、じゃあ次は撃げき針しん痕をなんとかするぞ」

「げきしんこん、ですか？」と、海老山秋男が聞き返す。

「ああ。その名の通り、銃を撃つときに弾たまのケツをぶっ叩たたく撃針の痕あとだ。こいつは銃弾じゃなくて薬莢の方に残るわけだが、これも旋条痕と同じで使用した銃を特定する手がかりになる」

「なるほど」と、海老山春彦が頷うなずいた。「つまり、それも銃の中にある撃針を削ってしまえば検けん出しゆつできなくなるわけですな？」

「いや、何も撃針の方をいじるなんて面めん倒どうなことはしなくていい。薬莢は手元にあるんだ、そっちを削ればそれでいい」

　なるほど、納なつ得とく。そういえば前の事件で、撃針痕がどうのこうので善行がやたら追い詰つめられたときがあった。その経験が活いかされているというわけだろうか。余よ計けいにタチが悪いだけという気もするけど。

「じゃ、じゃあこの薬莢の底の方を削っておけばいいわけですね？」

「ああ、それはもちろんだが削るのは底だけじゃなくて薬莢全体だ。オートマチックの銃の場合、一発撃つ度たびに薬莢が飛び出す仕し組くみになってるだろ？　そのときにもやっぱり薬莢に固こ有ゆうの傷が残るんだ。だから手っ取り早く薬莢の周まわりを全部削っちまえば問題はない。ただし、くれぐれもやりすぎるなよ。そんな些さ細さいな傷なんて、少し削っただけでもう判別には使えなくなるんだからな」

「なるほど、了解っす」

　海老山秋男はヤスリと薬莢を手に取ると、小さな撃針痕の穴あなが開いているはずの薬莢の底にヤスリの角の部分を押し付けてぐりぐり。さらに全体をしゃーこしゃーこと削る。

「こんなもんでいいですか？」

「ああ、充分だ。これでもうこの事件は解かい決けつしたも同然だ。警察が捜そう査さを開始したところで、凶器の拳銃が特定できずに終わるだけだからな。銃と薬莢はその辺に適てき当とうに捨てておけ。こんなところに俺たちがいることを誰かに見られるようなことがあったら元も子もない、さっさと帰るぞ」

「え。銃は持っていかなくていいんすか？　もう俺が使ったって痕こん跡せきはどこにも残ってないんなら、いっそ持っていった方が……」

「あほう。銃なんてものは持ってるだけでも罪つみになるって言ったじゃねーか。もしその銃を持ってるときに運悪く職しよく務む質しつ問もんでもされたらどうする？　そんなものは持ち歩いてるだけで損そんになる、その辺に捨てちまえ」

「はあ」

「しかし、山鹿先生」と、今度は父親の方が言った。「どうせならせめて湖の中に放り込むぐらいのことはしておいてもいいんじゃないですか？」

「それは俺も考えたんだがな。あんたらも聞いただろ、水中にある死体ってのは、十日もすれば体内にガスがたまって浮き上がってくる。つまり、十日もすればこの事件が発覚して警察も捜査を始めることになる。その結果、被害者が銃殺されたことが判はん明めいして現場がダムということになれば、徹てつ底てい的てきにこのダムの中を捜索することになるだろう。投げ入れた程度じゃあっさり見つかっちまうだろうな。

　これはもう半分ぐらいカケなんだがな、もしこのまま陸おかに銃を置いていったとしても、旋条痕は一致しないから警察は捜査をかく乱らんするために何者かがこの銃を置いていったんじゃないかと考えるしかなくなる。だが旋条痕が一致する銃なんてもうこの世には存在しないから、そこで捜査は行き詰づまることになるわけだ。

　一方でもし銃をダムに投げ入れるとするとだ。銃ってヤツは何日も水に浸つかっていれば当然サビてくるわけだ。そうなれば俺たちがヤスリで削るなんてことをしなかったとしても、旋条痕なんかの痕こん跡せきは当然識別できなくなる。だがダムの底から錆さびた拳銃を発見したとなれば、『錆びていたので旋条痕は検出できなかったが、犯人が犯行の発覚を遅らせるために銃をダムに投げ入れたのは明白だ』と主しゆ張ちようするだろう。つまり、事件を立証する余よ地ちを与えちまうことになる。

　いずれにせよこっちに容よう疑ぎが降りかかるようなことはないだろうが、わざわざ警察の手助けになるようなことをする必要もない。だろ？」

「……なるほど。おっしゃる通りです」

　うーむ。ホントにこういうことだけは知恵が回るヤツだわ……。




　　　　◆




　そんなわけで──。

　四人が薬莢と銃をその場に捨てて戻ろうとしたので、あたしも慌あわてて車のトランクに戻った。

　やがて四人も車に乗り込み、竜宮ダムを後にして山鹿法律事務所へと戻った。

　かくして警察が事件を立件できる見込みはなくなり、三人の依頼人たちはお礼を言って事務所を後にした。

　こうして事件は解決したかに見えた──のだが。

　善行はもらったばかりの札さつ束たばを何度も眺ながめては、にへら～とすけべそうな顔をしている。

　その様さまを見て、あたしは思った。

　これで本当にいいのだろうか？

　だってねえ、このまま本当に事件が立件されずに終わっちゃったらあまりに面おも白しろくない──もとい、善行の悪事がまかり通ってしまうことになってしまう。依頼人の権けん利りを守るためとか、そんなもの詭き弁べんだ。凶器の証しよう拠こ物ぶつ件けんをあそこまでいじるなんて、いくらなんでもやりすぎというか、犯罪そのものである。許されていいはずがない。

　おまけに、善行は本当にイブまでに依頼を終わらせ、資し金きんを得てしまった。このままだと雪奈に何をするか分かったものではない。

　となるとだ。

　ここはやはり、正義の体たい現げん者しやたるこのあたしが一ひと肌はだ脱ぬぐべきだろう。

　あらゆる悪事は裁さばかれねばならない。今ここであたしが制せい裁さいをくわえなければ、善行が今後一いつ層そう図ずに乗るだけというのは目に見えている。あんな悪事がまかり通ってはならない。あたしがやらねば誰がやる。キャシャーン？　いや、それは古すぎ。

　ましてや、今回の依頼人は誰あろう将来のあたしの天てん敵てき、自由経済党の国会議員なのだ。もしこれが共産推進党の人だったならば、あたしも放ほう置ちしてやってもよかったのだが……。

　なんにせよ、ここで善行を潰つぶせば海老山も潰れ、さらに雪奈は救われる。まさに一いつ石せき三さん鳥ちよう。

　しかし、どうすればいいのだろう？　警察に通報する？　竜宮ダムの近くで殺人事件があって弁護士と犯人がグルになって証拠をいじってましたよって。

　けれど現実問題として、中学二年生にして見るからに可か憐れんで純じゆん粋すいそうなあたしがそんなドス黒い内容の通報などしても警察は信じてくれないに違いない。ましてや、あたしが通報したと表ざたになるようなことがあれば、ねちっこくて邪じや悪あくで卑ひ怯きような凶きよう悪あく腹はら黒ぐろ弁護士に後でどんな復ふく讐しゆうをされるか分かったものではない。

　あたしは腕を組んで頭にツバを付けて考え込んだ。

　ぽくぽくぽく、ちーん。

　閃ひらめいた！……いや、まぢで。

　あたしが警察に密みつ告こくするようなマネはできない。なら、答えは一つ。

　そんなわけで、あたしは事務所から帰っていった三人のうち一人を、密ひそかに追いかけるのであった──。
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　　十二月二十三日午後二時十五分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




「ぐふ、ぐふふふ」

　サイフの中にぎっしりと詰つまったお札さつ。それを見る度たび、俺はこみ上げてくる笑いを堪こらえることができなかった。

　明日あしたはいよいよクリスマス・イブ。雪ゆき奈なとのデートの日である。

　すべてがうまくいっている。

　明日に向けての綿めん密みつなプランはすでに立て終えている。唯ゆい一いつの懸けん案あん事じ項こうがあったとすれば、それは懐ふところ具ぐ合あいだった。なにせ年の瀬せである。事務所の維い持じ費ひはもちろん、なんだかんだであれやこれやと出しゆつ費ぴが多くなることを考えると、決して余よ裕ゆうがあるとは言えなかった。ましてや最近の依い頼らい人にんは一いつ般ぱん庶しよ民みんが多く、弁べん護ご料りようもあまりふんだくることができなかった。

　だがその最大の懸案事項も、たった一ひと晩ばんばかり弁護士としてまっとうな活動をすることで簡かん単たんに解かい決けつすることができた。

　昨さく晩ばん持ち込まれた依頼。今思い返しても、あれはうまいこと簡かん単たんにカタがついた。

　なにしろ遺い体たいはダムの底である。真ま冬ふゆにダムでスキューバダイビングする変わり者でもいない限りそう易やす々やすと発見されることはないだろう。

　まあ十日もすれば死体は腐ふ乱らんガスがたまって浮うき上がってくるが、なにせあんな辺へん鄙ぴな場所だ、そうそう人が通りかかることもあるまい。仮かりに万が一遺体が見つかったとしても、現げん場ばにはあのエビ＆カニの甲こう殻かく類るいコンビが犯はん人にんであると関かん連れんづける証しよう拠こは何一つ残っていない。おまけに被ひ害がい者しやを殺害した凶きよう器きの拳けん銃じゆうは、二度と探さがし出すことが不ふ可か能のう──というかもうこの世には存そん在ざいしないことになっている。

　さらに、まだある。殺されたのは銃の密みつ売ばい人にんだ。商しよう売ばい仇がたきや揉もめ事ごとの種はいくらでもあるだろう。そんな密売人の遺体が上がったところで、甲殻類コンビに容よう疑ぎが降りかかる恐おそれは皆かい無むだ。

　さて、そんなわけで昨晩持ち込まれた案あん件けんはもはや完全に解決したといえよう。過去の出来事となった依頼のことなどもうどうでもいい。今やるべきは明日に向けての計画を細部に至いたるまで再さい確かく認にんし、ミスのないよう準じゆん備びすることである。

　一いち応おう、予定は決まっている。まず午後三時に雪奈と駅前で待ち合わせ。それから映画だ。映画とクリスマスなんてまったく関かん連れん性せいがないと異い議ぎを申し立てたくなるところだが、雪奈の趣しゆ味み嗜し好こうを考こう慮りよすると、これはやはり外せない。

　映画が終わればちょうど飯めし時どきだ。イブの晩ばん飯めしはフランス料理と決まっている。いや、なんでと言われても困るが、さすがに食べ放ほう題だいの焼肉屋に行くわけにもいかんだろうし。もちろん俺はテーブルマナーなんぞ知らんので、そういうことをあまり気にしなくていい気き軽がるに入れる店をすでに予よ約やく済ずみだ。

　そこでクリスマスらしいムードある食事をしながら、クリスマスプレゼントを渡わたす。モノはすでに仕入れ済みだ。銀の上品なブレスレットである。

　なぜブレスレットか？　これには大きな理由がある。雪奈が付けているであろう腕うで時ど計けいを外させるためである。

　とにかく食事が終わったら、次は教会だ。そこへミサを見に行く。

　ミサというのはあれだ。なんか聖せい歌かとか歌うヤツ？　別にカミやらホトケやらに目覚めたわけではないし、宗しゆう教きよう儀ぎ式しきのことなんぞさっぱりわからんのだが、予約さえしておけば金もかからずにクリスマスの雰ふん囲い気きをたっぷり味わえるとどこぞの既き婚こんヤブ医者が言っていたのをやや不ふ本ほん意いだが参考にしたのだ。実じつ際さいに行くとなればせいぜい眠ねむ気けに襲おそわれないように注意しなければならんだろうが。

　でだ。ミサが終わったら、まず公こう園えんを少し歩く。なにせイブの夜の公園である。カップルがうじゃうじゃいるだろう。そこを二人で歩いていれば、自分たちもカップルであるということを嫌いやでも認にん識しきさせられるというわけである。

　しかし十二月の公園を夜歩けば、たちまち体が冷えてくる。そこでいよいよ佳か境きようへと移うつって行くわけだ。

　まず、「体が冷えてきたし、少し飲み直さないか」ってなことを言って、高級ホテル最上階のラウンジへ行くわけだ。この際、雪奈がまだ十九歳であることは忘れる。

　クリスマス・イブの静かなラウンジ。眺ながめとムードがばっちりのこの場所で、お互たがいにグラスをカチンと合わせ、そしてアルコールに慣なれていない雪奈が適てき度どに酔よったところで、俺はトドメの一言を口にするのだ。

「君の瞳ひとみに、乾かん杯ぱい」

　これだ。

　完かん璧ぺきだよ。

　これで雪奈はもう色んな意味でメロメロになるに違いない！　ぐふはははは！




　……などと、明日の予定を綿めん密みつにシミュレートしている、そのときであった。

　この事務所の居候いそうろうことヘボ探偵と小こ悪あく魔ま中学生ども約二名の声が聞こえてきたのだ。

「おい、山鹿のヤツなんか拾ひろい食いでもしたのか？　さっきから明らかに様よう子すがおかしいぞ」

「何言ってんのよ、あいつの頭のネジが二、三本抜け落ちてるのはずっと前から知ってるでしょ」

「いや、確かに以い前ぜんから狂くるってたのは知ってるが、それにしたって突とつ然ぜん奇き声せいを上げるほどイっちゃってはなかったと思うが」

「大した違いはないわ、五十歩百歩ってゆーヤツよ。それによく言うじゃない、ローソクは燃もえ尽つきる寸すん前ぜんが一番明るいって」

　ふん、なんとでも吐ぬかすがいいさ。

　イブの夜を一いつ緒しよに過すごす相手もいない負け犬どもが何をほざこうと痛くもかゆくもない。

　さて、あんな負け組など放っておいて計画の確認に戻ろう。

　静かな夜のラウンジ。

　色々とメロメロになった雪奈。

　ここで、ブレスレットをプレゼントして腕時計を外させた効こう果かが出てくるわけである。すなわち、終電を乗り逃のがさせるのだ。そして終電がなくなってしまったことに気付き、困っている雪奈にこう切り出すのである。

『実は、部へ屋やを予約してあるんだ』

　これだ。これだよ。

　そもそもこのイブのデートは雪奈から持ちかけてきたわけで、となると雪奈も多少はそのつもりであるに違いないわけだ。

　そして──酔った雪奈を介かい抱ほうすると見せかけて、一流ホテルのスイート・ルームに連れ込んで、連れ込んで──ぐふ。

「ぐふははははは！」




「うーん、確かにこれはかなりやばくなってきてるわね。そろそろ救きゆう急きゆう車しやでも呼んだ方がいいかもしれないわ」

「何を言ってやがる。昔むかしから言うだろ、バカにつける薬はないってな。通つう報ほうするなら救急車より一一〇番の方がいい」

「それもそうね。何かよからぬことをしでかす前に引き渡しといた方が社会のためだわ」

　くっくっく、負け犬どもめ、なんとでも言うがいいさ。今日だけは何を言ったって許してやる。

　よし、とにかくこれで計画はバッチリだ。必要なクリスマス・ドラマチック・ステイコースもすでに予約済み。資し金きん面めんも問題なし。あとは明日が来るのを待つだけである。

　と、そのとき。

「おはようございます……」

　入ってきたのは誰あろう、雪奈ではないか。

　……はて。しかし妙みように様子がおかしい。

　挨あい拶さつの声には張はりがないし、おまけに顔もうつむき気ぎ味みだ。一体どうしたというんだ？　つい昨日きのうまでは顔を合わせる度に「クリスマス、楽しみにしてますね！」と嬉うれしそうに言ってくれたものなのだが。

　雪奈は事務所へ入ってくると、コートもかけずに俺の方へやってきた。

「善ぜん行こうさん、残ざん念ねんです……。伊い予よちゃんから聞きました。またお仕事なんですよね？」














「…………へ？」

「いえ、私分かってますから。そうですよね、やっぱり無む実じつの罪つみを着せられた人を放っておくことなんて善ぜん行こうさんにできるわけありませんしね」

「…………は？」

「来年だってありますし、きっとまた機き会かいはありますから。私、待ってますから」

　いや何を言っているんだ雪奈。あのクソガキに何を吹ふき込まれたか知らないが、その案あん件けんはもう完かん了りようしたのだ。事件が発はつ覚かくするのは当分先になるだろうし、ましてやクリスマスに俺の手が煩わずらわされることなどない──。

『では、次のニュースです』

　……と、説得しようとした、そのときであった。

　誰だれかが付けっぱなしにしていたテレビ。ほとんど内容は聞き流していたが、その聞き覚えのある固こ有ゆう名めい詞しが聞こえたときばかりは、さすがに聞き逃のがすわけにはいかなかった。

『──竜りゆう宮ぐうダムから遺い体たいが発見されました』

「……へ？」

　俺は反射的にテレビの方を向いていた。

　おかしい。今なんて言った？　竜宮ダムといえば、確たしか昨日行ったあのダムのことである。しかしそれにしたって変だぞ、なんであんなところから遺体が見つかるんだ？　いやまあ、確かに人は沈しずんでるわけだが、けれどあれが見つかるとしたら少なくとも十日は先のことになるはずじゃなかったか？

　まさか本当に真冬のダムでスキューバダイビングをやりたがるような変わった趣しゆ味みの人間でもいたのか？　いや、まさかな。そんな変人はせいぜい小説の中ぐらいでしか有り得ないだろう。

『──遺体を発見したのは竜宮ダムの管かん理り人にんで、ダムを見回っていた際さいに偶ぐう然ぜん発見したということです。遺体には銃じゆうで撃うたれた痕こん跡せきがあったことから、警けい察さつは殺さつ人じん事じ件けんとして捜そう査さを開始すると共に、被ひ害がい者しやの身元の特定を急いでいます』

「な、なんだって──────!?」

　マジかよおい！　ダムの管理人!?　ふざけるな、なんでそんなに仕事熱ねつ心しんなんだ！　ダムの底に沈んでる死体を見つけるほど真しん剣けんに仕事するなよ！

　いやまあ待て。落ち着け俺。別に遺体が見つかったからといってどうにかなるわけではない。結けつ局きよくは容よう疑ぎ者しやを特とく定ていすることすらできずに迷めい宮きゆう入いりしてしまうのがオチではないか、何をあせる必ひつ要ようがある。こんな事件のことなど忘れ、このままクリスマス・イブで夜明けのモーニングコーヒーだ。

　……などと、油ゆ断だんしていたのがいけなかったのかもしれない。

　ルルルル、と突然電話が鳴なり出したとき、思わず俺はびくっと身をすくめてしまった。

　ただの電話──とは思えなかった。どうもイヤな予感がする。

　そして、その予感が外れているとはなぜか思えなかった。思えばここ最近、雪奈との距きよ離りが縮ちぢまろうとする絶ぜつ好こうのチャンスが到とう来らいする度に、必ずなんらかの横ヤリが入ってきた。あまりにもしょっちゅうあるので、〝横ヤリの呪のろい〟と命めい名めいしたぐらいだ。確かに俺ぐらい場ば数かずをこなした弁べん護ご士しともなれば、どうしても人から恨うらみを買うことが多く、呪いの一つや二つかけられても不ふ思し議ぎではないが……。

　そして明日はクリスマス・イブでデート。あまり考えたくないことだが、呪いが再さい発はつするなら今をおいて他にないだろう。

　とするとだ。ルルルルと鳴っているこの受話器を取ると、きっと取り返しの付かないことが起こるのではないだろうか。そんな気がしてしまう。

　もし今、受話器を取らなかったらどうだろう。だが、正直そんなことぐらいで〝横ヤリの呪い〟が回かい避ひできるとは思えない。それどころか、もし今受話器を取らなければ、俺の弁護士免めん許きよに羽はねが生はえてどこかへ飛んでいってしまいそうな、そんなあまりにも具ぐ体たい的てき過ぎる未来が見えてしまうようでならない。

　いや、落ち着け俺。運命とは自分の手で切り開くものである。電話に出ないぐらいで弁護士免許が剝はく奪だつされるようなことなどあってたまるか。やはりこんな電話、放ほう置ちしてやろう──と、そう思い始めたのだが、しかし。

「はい、山鹿法律事務所です」

　あっさり雪奈が電話に出ていた。

「はい、分かりました。少々お待ちください」

　そして俺に受話器を差し出す。

「……誰からだ？」

「海え老び山やま春はる彦ひこさんって方からです」

　……イヤな予感が年末大売出しキャンペーンを開始したような気がした。

　春彦ということは、あのダメ男の父親、国会議員の方だ。俺は恐おそる恐る受話器を受け取った。

「代わりました、山鹿ですが」

『ああ、山鹿先生！　私です、海老山です。実は大変なことになってしまいまして』

「一体どうされました。何があったんで？」

『それが……先ほど、警察が来て、』

　俺の本能がこれ以上話を続けるな、今すぐ受話器を叩たたっ切れと言っている。

　だが、わずかな逡しゆん巡じゆんのうちに次の言葉は告つげられてしまった。

『逮たい捕ほされてしまったんです、秋あき男おが。殺人の容よう疑ぎで』

「…………」

　やはり運命というのは、すでに定まっているものなのだろうか。

　俺は一つ仮か定ていを立ててみた。仮かりに今すぐ海老山との関係を断たち切り、雪奈とのイブのデートを優ゆう先せんさせたとしよう。

　すると海老山はどうするか？　当然、他ほかの弁護士を任にん命めいするしかないよな。

　で、そうなるとだ。その新しい弁護士が海老山に詳くわしい事情を聞くわけだ。裁さい判ばんに必要だからと言われれば、もちろん海老山も答えるだろう。とある弁護士の指し示じで、証しよう拠この拳けん銃じゆうや薬やつ莢きようを改かいざんしたことを。

　さて、ここでだ。ここにもう一つ興きよう味み深い要よう素そがある。

　俺は正義の弁護士として日々戦っている関係で、どうしても無む数すうの悪人どもから恨うらみを買っている。そしてその無数の悪人というのには、弁護士会と警察と検けん察さつ庁ちようが含ふくまれている。これはもう周しゆう知ちの事じ実じつだ、どんな弁護士でも知っているだろう。

　仮に俺がこの弁護を辞じ退たいしたら、新たに海老山に雇やとわれる弁護士はどうするだろうか？

　決まってる、検察にこう持ちかけるのだ。本件はただの正せい当とう防ぼう衛えいだったにもかかわらず、前ぜん任にんの弁護士が事件を複ふく雑ざつにし、依い頼らい人にんを不ふ利りな立場に追い込んだ。よって処しよ罰ばつされるべきは私の依頼人ではなく、その前任の弁護士である。そこでもし検察が正当防衛を認みとめて依頼人の罪つみを軽くしてくれるのであれば、前任の弁護士の罪を暴あばくために海老山に違い法ほう行こう為いの証しよう言げんをさせることを約やく束そくしよう──と。

　何度も言うが、俺はあらゆる司し法ほう組そ織しきと仲が良くない。そんなことになれば弁護士会と検察庁はタッグを組んで俺の料理に取とり掛かかるだろう。弁護士免許剝はく奪だつは確かく定てい。その上、検察は国家反はん逆ぎやく罪ざいで俺を起き訴そし、市中引き回しの上はりつけ獄ごく門もんの刑けいが下くだされるに違いない。

　……いやまあ、そんな嫌いや過すぎる想像はひとまず置いておこう。

　そうだ、なによりも仮にこの状じよう況きようで困っている依頼人を放り出してデートを優先させたとしたら、それで雪奈が果たして喜んでくれるだろうか？　いや、雪奈の性格と境きよう遇ぐうからみてもそれはないだろう。うん、そうだ。俺は弁護士免許が剝奪されようが国家反逆罪の罪に問われようが構かまいやしないが、雪奈の期き待たいを裏切るわけにはいかない。弁護士免許なんて惜おしくないぞ。いやほんとに。マジでマジで。

　今、俺が何をすべきか。結けつ論ろんは、結局のところ一つしか用意されていなかったわけだ。電話が鳴り出した時点ですべては決まっていたのだ。

　運命を受け入れろ、と。

　しかし腑ふに落ちん。昨晩やった細さい工くは完かん璧ぺきだったはず。犯行を立りつ証しようできる証拠なんてもうないはずなのに、なんで逮捕なんてできたのだろうか。

　だが現実問題として、海老山秋男は逮捕された。こうなると昨晩の行動を後こう悔かいしたくなる。あのことがある限り、俺は海老山の弁護士として口くち封ふうじのための監かん視し──もとい弁護活動をし続けなければならないのだ。ああ、できることなら今すぐどこぞの小人ホビツトよろしく富士山の火口にあの拳銃と薬莢を投げ込む旅に出たい。

　なにはともあれ、これで今俺がやらなければいけないことはまとまった。俺は受話器に向かって口を開いた。

「今あんたの息子むすこは留りゆう置ち場じようだな？　俺はすぐそっちに行くから。あんたは警察に何か訊きかれても絶ぜつ対たいに答えるんじゃないぞ」

『わ、分かりました』

　受話器を置く。

　……さて。俺は留置場に行く前にやらなければならないことがある。

　おそるおそる、雪奈の方を向く。

「す、すまない、雪奈。その、明日はやっぱりちょっとダメそうだ」

「いいんです。お仕事じゃ仕方ありませんよ」

　雪奈はやんわりと微笑ほほえんで言った。

　……それがちょっと怖こわそうに見えるのはなんでだろう。

「こ、この埋うめ合わせは必ずするから！　そ、そうだ、クリスマスはダメそうだが、正月あたりにでもどこか行かないか？」

　しかし雪奈の反はん応のうはそっけなかった。

「すいません、二十九日にはお父さんが家に帰ってくるんで、正月は家にいるつもりなんです」

「そ、そうか。じゃ、じゃあどうせ裁判なんて三日もあれば終わるし、二十八日ぐらいならどうだ？」

　雪奈はなぜか「はぁ」とため息を吐ついた。

「そうですね、その日でしたら……。でも、無む理りしなくていいですよ。善ぜん行こうさんだって年末はまた忙いそがしくなるんでしょう？　師走しわすっていうぐらいですし」

「い、いや、そんなことはない！　雪奈のためだったらスケジュールぐらいいくらでも空あけてやるさ！」

「えっ……」

　今のセリフは我われながらちょっとクサかったかもしれない。でもその効こう果かは確かく実じつにあったらしく、雪奈は反はん射しや的てきに少し頰ほおを赤らめた。

　これはチャンス──かと思った。このときに、

「でも、結局はお仕事を優ゆう先せんするのよね～」

　などという、クソガキのツッコミが入らなければ。

　途と端たんに雪奈はトーンを落とし、義ぎ務む感かんバリバリの口く調ちようで、

「……分かりました。二十八日ですね。一応、待ってますから。あ、それから善ぜん行こうさん。実は大学の方で人ひと手でが要いるって言われまして、三日ぐらいそっちを手伝いに行きたいんですけど。少し事務所を空けていいですか？　明日の予定がなくなっちゃったものですから」

　なんか最後の一文にやたらとドスがこもってたように聞こえたのは気のせいだと思いたい。

　それはようするに、しばらく俺と顔を合わせたくないということではないのか。まあ仕方ないのか、前から約束してたイブのデートを一方的にキャンセルしたわけだし。怒ど鳴なりつけられないだけマシというところかもしれない。

　とにかく一方的に俺が悪いわけで、雪奈の要よう望ぼうを断ことわる権けん限げんなどこれっぽっちもなかった。

「わ、分かった。じゃあ事務所のことはいいから大学を優先してくれ」

「すいません、ありがとうございます。じゃあ今日は、私、大学に用事がありますからもう帰りますね。それじゃあまた」

「ああ。じゃ、じゃあ二十八日に」

　止める間すらなく、雪奈はさっさと事務所を出て行ってしまった。

　そして部屋に残ったのは、雪奈を見送るために手をあげたままの姿し勢せいで呆ぼう然ぜんとしている俺と、どう見ても笑いを堪こらえているようにしか見えないロクデナシどもが二名。

　……誰か答えて欲しい。

　俺のクリスマスは？　優ゆう雅がなディナーは？　君の瞳に乾杯は？　雪奈と二人で飲む夜明けのモーニングコーヒーは一体どこへ行ってしまったのだ。

　神さま。俺はなんか悪いことしましたか。いやしてません。俺がやったことといえば、依頼人に最大限の便べん宜ぎを図はかっただけです。それなのにこの仕し打うちはあんまりじゃありませんか。俺はミサに予約を入れるほどにあんたを信じていたのに！














　それとも、神さまばかりえこひいきしていたから仏ほとけさまの恨みでも買ったのだろうか？　あるいは、ミサへ行く目的が不ふ埒らちだったからこんな目に遭あわされたのか？

　ああそうさ、不埒さ！　不埒だとも！　不埒で悪いか！　男なんて所しよ詮せんその程てい度どの生き物なんだよ畜ちく生しようめ！

　はあ、はあ。

　それに、もう一つ。さっきから、どうしても気になることがある。

　なぜ皐さ月つきのクソガキは、さっきからずっとニヤニヤしっぱなしなのだ？　まるでこうなることが分かっていたかのように……。

　いや、あんなガキに俺を陥おとしいれるほどの悪わる巧だくみができるわけがない。きっと俺の被ひ害がい妄もう想そうなのだ、そうに違いない──。




　　十二月二十三日午後三時　留りゆう置ち場じよう




　透とう明めいな壁かべに隔へだてられた面めん会かい室しつへ行くと、そこにはすでに意い気き消しよう沈ちんしている海老山秋男の姿すがたがあった。

　だが俺がその前に座すわると、途と端たんに海老山はエビの身のようにプリプリと怒おこり出した。

「山鹿先生！　どういうことですか、なんで俺が逮捕されなきゃならないんです！　昨日言ったじゃないですか、俺が逮捕されることはもうなくなったって！」

「落ち着け。大声で余よ計けいなことをしゃべるな、どこで誰が聞いているのか分からんぞ」

「う……」

　渋しぶ々しぶと言った感じで、海老山は黙だまり込んだ。

「少しは頭も冷えたか？　じゃあ話をするとしよう。確かにお前が逮捕されたのは俺にとっても予想外のことだ。だがこの状じよう況きようで過ぎたことをウダウダ言っても仕し方かたがない。そうだろ？」

「……ええ、そりゃまあ」

「よし。とにかくこうなった以上、俺たちにできることは一つずつ状況を確かく認にんして対たい策さくを立てることだけだ。まず最初に聞くが、どういう状況で警察に引ひっ張ぱっていかれたんだ？」

「どうって……。二時間ぐらい前に警察が来て、竜宮ダムで発見された死体のことについて事情を聞きたいから署しよまで来てくれって言われたんすよ」

「それで？　警察署まで行ったのか」

「ええ、まあ」

「ったく、なんで素す直なおに付いて行ったんだ？　逮捕状もないんだから拒きよ否ひしたっていいし、俺に相談するとか他に方法はあっただろうに」

「だ、だって昨日あれだけ逮捕されることはないって力りき説せつしたじゃないっすか。だから俺も、逮捕なんてされないんなら自じ慢まん話ばなしのタネに付いて行ってみようかな、って思っただけで……」

　ええいくそ。これだから世せ間けん知しらずの学生は。なんで自分の存そん在ざいが捜そう査さ線せん上じように浮うかんだのかとか、少しは疑うたがえっつーの。

「分かった、もういい。それからどうなった？」

「それが……突とつ然ぜん、警察署の取とり調しらべ室しつみたいなところに入ったら、刑けい事じの態たい度どが急きゆう変へんしたんです。ものすごいヤクザみたいな目で俺を睨にらんで、俺には殺人の容疑がかかっている。もし何か言いたいことがあれば今のうちに話せって」

「それから？」

「それで俺も少しだけビビっちまって、『黙もく秘ひする、山鹿弁護士に電話させろ』って言ったんすよ。そしたら、なんかこう急に興きよう味みを失っちまったみたいになって、電話はさせてやるから少し待ってろって言われたんす。ところが三十分ほど待たされたら今度はいきなり……その、逮捕状を出されて」

　うわ、わけわかんねー。逮捕するならもう少しぐらい根こん拠きよになってることを話して脅おどすとかしてくれよ因幡いなば刑事！　あるいは海老山が俺の名を出したから、もう尋じん問もんしても何も聞き出せないと悟さとったのだろうか。

　まあそれはいい。それよりも、今の話で一つ分かったことがある。

　なぜだか分からないが、警察はすでに海老山の自じ供きようなど必要としないほどに、事件を立りつ証しようする証しよう拠こが揃そろっているということだ。

　しかし妙みようだ。そんなことは有り得えないはずなのだ。そのためにこそ昨晩クソ寒い中、車を走らせて郊こう外がいのダムにまで行き──色々とやってきたのだから。

　たとえば、本人も気付かないうちに現げん場ばに海老山の血けつ痕こんなり髪かみの毛なりが残っていて、それを警察が見つけたのだということは考えられなくもない。そうなれば海老山が事件現場にいたと証明することができ、なんでそんな場所にいたのかという観かん点てんから容疑をかけるということは充じゆう分ぶんに考えられる。

　ところがだ、そのためにはまず海老山本人のＤＮＡを採さい取しゆしておき、現場で見つかったかもしれない毛や血と照てらし合わさなければならない。現場から髪の毛が見つかった程てい度どでは意味がないのだ、まず捜査線上に海老山の存在が浮ふ上じようしていなければならない。だがあんな人ひと気けのない山やま奥おくで、そうそう海老山の存在が知られるはずはないのだ。

　しかし、警察はそれをやった。一体どうやって？　そもそも、屋内ならともかく風の吹きすさぶ野や外がいで血や毛髪などそう見つかるものではない。あの現場、かなり落ち葉も積もっていたし。血痕が見つかるとすれば、〝売ばい人にん〟のものだけだろう。

　何よりもう一つ。仮かりになんらかの方法で海老山とこの事件を関連付けられたとしても、凶きよう器きはどうしたのだ？　あれだけ念ねん入いりに細工した拳銃が凶器と認にん定ていされることがあるとは思えない。いくらなんでも凶器が判はん明めいしていなければ逮捕状なんてそうそう請求できるものではない。しかし実際、海老山は逮捕されているのだ。銃に施ほどこした細工が不完全だったのか？

　あるいはもしかすると、海老山と蟹かに丘おかの犯はん行こうを目もく撃げきしていた人物がどこかにいて、そいつが警察に通つう報ほうしたのだろうか？　これなら証拠などないはずの状況で海老山が逮捕された理由もわかる。

　しかしだ。山奥のダムでだぞ、仮に海老山たちの犯行を目撃していた人物がいたとしても、そこから逮捕へ繫つなげるにはその目撃者が海老山たちと面めん識しきがなければならない。そんな偶ぐう然ぜんがあるものだろうか？　あるいは走り去っていく海老山たちの車のナンバーを覚えていたとか？

　と、そこまで考えたところで俺はふとあることに気付き、再ふたたび海老山に訊たずねた。

「そういえば逮捕されたのはお前だけなのか？　蟹丘はどうした？」

「さあ？　あいつが逮捕されたなんて話は全然聞いてないっすけど」

　うぬぬぬ。それはまた奇き妙みようだな。仮に警察が蟹丘も逮捕しているのなら、そのことを絶ぜつ対たいに言うはずだ。そして尋じん問もんのときにこう脅おどすはずだ。

『さあ、もう蟹丘は吐はいたぞ。あいつが吐いた以上、お前が黙だまってたって無む駄だなことだ。それよりも今のうちに素す直なおに吐けば少しは罪つみが軽くなるぞ？』

　共きよう犯はん者しやがいるときの常じよう套とう手しゆ段だんである。

　この決まり文もん句くが出ていないということは、やはり蟹丘はまだ逮捕されていないということなのだろう。奇妙な話だ。仮に目撃者がいたのなら、二人とも逮捕されて然しかるべきだ。一体どういうことなんだ？

　いやまあ実じつ際さいのところ、蟹丘の方は銃を撃うったわけでもない。現げん場ばに付いていってガツンと殴なぐられただけだ。もっとも、人が一人死んだ事件を通報もせず、死体をダムに遺い棄きするのを手伝っていたぐらいなのだから、共犯扱あつかいされてもおかしくないはずだが。

「それで山鹿先生、俺はこれから一体どうなるんですかねえ？」

　不安そうにそんなことを訊ねてくる。

　──いい方法があるぞ。後で俺が長いタオルを一枚差し入れしてやるから、それを首に巻まいて高いところに吊つるすんだ、そうすりゃ後あと腐くされなくすべて丸く収おさまる。

　と、言ってやりたいのをぐっと堪こらえる。

　もし今海老山が自殺でもしてくれたら、俺が指し示じした悪事──違った、弁護活動が表おもてざたになる可能性はぐっと低くなり、しかもクリスマス・イブも晴れてフリーに──。

　……なんてことはもちろん全然これっぽっちも考えてない。

「まあ逮捕されちまったもんは仕方ない。こうなったら多た分ぶん明後日あさつてには始まる予よ備び審しん問もんを待って適てき当とうに向こうの出で方かたを見るしかないだろうな。まあ安心しろ、検けん察さつにも大した証拠があるわけないだろうから、証拠不十分で棄き却きやくさせることだって不可能じゃないだろうし、それがダメなら正当防衛を主しゆ張ちようすることもできる。まあ当分は留置場暮ぐらしだろうが、そう将しよう来らいを悲ひ観かんする必要はないだろうよ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　当分こんなブタ箱暮らし!?　冗じよう談だんじゃない、明日は俺デートの約やく束そくしてるんすよ!?　どうしてくれるんすか！」

「ほう。そりゃ奇き遇ぐうだな。俺もだ」

「……ひっ!?」

　別に俺は睨にらんだり脅おどしたりした覚えはないのだが、なぜか俺と目を合わせていた海老山は短く悲ひ鳴めいを上げた。

「そうなんだよなぁ。俺は明日のためにこの数日、寝ねる間も惜おしんでデートコースを考えて、ホテルに予約いれて必死に金稼かせいでプレゼントまで用意してたんだがなあ。あんたの裁判のおかげで全部パアだ。いやいや勘かん違ちがいしないでくれ、別にあんたが悪いと言ってるわけじゃない。そうだよな、あんたも若わかいんだから銃の一発も撃ってみたくはなるよな。そのおかげで俺のデートプランも全部おじゃんになっちまったわけだが、いやいや勘違いしないでくれ、別にあんたを恨うらんでるわけじゃない。俺は弁護士だからな、あんたみたいなヘタを踏ふんだ人間の尻しり拭ぬぐいをするのが仕事だ。たとえそのおかげでせっかく考えたデートプランが予約金ともどもパアになっちまっても、まあしかたがないよな。いやいや勘違いしないでくれ、別にあんたのせいだと言ってるわけじゃないんだ、これも俺の仕事だからな。とにかくそういうわけだ、俺も我が慢まんするからあんたも我慢する。問題ないだろ？」

「は……はい」

　俺の真しん摯しな説せつ得とくが功こうを奏そうしたのだろう、海老山は大人しく頷うなずいた。

　正当防衛成せい立りつの余よ地ちがありそうな今回の事件の場合、明日にでも保ほ釈しやくが許可されそうな可能性は充じゆう分ぶんにあるのだが、それを今教えるのはすっげーシャクなので黙っておくことにする。




　そしてこの事件は、あっさりとイブを通り越こして裁判へと舞ぶ台たいを移すのであった──。







[image: ]










　　十二月二十五日午前十時　地ち方ほう裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい




「周しゆう堂どう裁判長の入にゆう廷ていです。全員起き立りつ！」

　廷てい吏りの大きな声が法廷に響ひびく。

　がやがやと観かん客きやく一同および出しゆつ演えん者しや一同が立ち上がり、監かん督とく役やくともいうべき裁判長が席せきに着くのを待つ。

　弁べん護ご席には俺おれと被ひ告こく人にんの海え老び山やま。検けん察さつ側がわの席には堀ほり内うち検けん事じと名前も知らない助じよ手しゆ役やく。そして裁判長には周堂判事。

　いつも思うんだが、顔ぶれがこうも毎回同じなのはなぜだろう。いやまあ弁護側の席が同じになるのはともかくとして、なんでこう検察は俺に連れん敗ぱい中ちゆうのあのチビ検事以外の検察官を出してこないのだろうか。これ以上敗はい北ぼく者しやを量りよう産さんしたくないってことか？　うん、有り得る。間ま違ちがいない。

　しかし検察官はそれで理り由ゆうがつくとしても、裁判長まで毎回同じなのはなぜなのだろう？　俺が出ている裁判が余あまりにも面おも白しろいから、周堂判事が独どく占せんしたがっているとか？　まあそんなところだとは思うが。

「ではこれより被ひ告こく人にん・海老山秋あき男おの殺さつ人じん罪ざいに関する予よ備び審しん問もんを始めたいと思います」

　まあそんなわけで今回も、裁判開始の幕まくが上げられた。

「堀内検事、準じゆん備びは整ととのっていますか？」

「もちろんです裁判長！」

　やたらと背の低い検事は、妙みように張はり切って答えた。

「弁護人、よろしいですね？」

「ええ、まあ」

　どこぞの負け犬検事ほど無む駄だなエネルギーが余あまっていない俺は適てき当とうに答えた。

　俺のやる気がいささか枯こ渇かつしていたのには、無む理りからぬ理由がある。今日は二十五日、何を隠かくそうクリスマスである。サンタが良い子にプレゼントを持ってきてくれる日だ。そしてここに無む実じつの罪つみを着せられた可哀かわい想そうな人々を救うために全すべてを投げ打って尽じん力りよくしてきた良い子がいるにもかかわらず──サンタの野や郎ろう、何一つ俺の喜びそうなものを持ってきやがらなかったのだ。

　そう、俺のクリスマスはあっけなく過ぎ去ってしまった。俺の立てていた計画通りなら、この時間はまだホテルにいて朝のラウンドワンが開始されるはずだったのだ。ところが現げん実じつはこの通り、殺さつ風ぷう景けいな法廷でチビオヤジの出で方かたを待っている身である。ふざけんなちくしょうめ。

　なお、昨日のイブのことについては何一つとして語りたくない。

「では堀内検事、始めてください」

「分かりました。では検察側最初の証しよう人にんとしまして、木もく毛げ岸きし谷やさんを喚かん問もんしたいと思います」

　証言台に立ったのは、年ねん齢れいは見たとこ三十歳ぐらいで中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、これといった特とく徴ちようのない風ふう貌ぼうの男だった。仮に脇わき役やくＡと認にん識しきしておこう。私は真実のみを証言しますと宣せん誓せいするときも中ちゆう途と半はん端ぱに緊きん張ちようした面おも持もちのままで、まさしく脇役っぽい。

「では最初の質問です」と、堀内検事が口くち火びを切った。「あなたは竜宮ダムに勤きん務むしていますね？」

「はい。ダムの運営や管かん理りといった仕事に従じゆう事じしております」

「では今月二十三日に起こったことを順じゆんを追って説明していただけますか？」

「はい、ええと、その日の朝九時ごろのことです。私が詰つめている管理所に匿とく名めいの電話があったんです。いわく、ダムの北の方で人が沈しずんでいるのを見たとかで。もちろん私は不ふ審しんに思いましたし、最初はイタズラの類たぐいかと思ったんですが、やはりダムを管理する立場の人間としては放ほう置ちしておくわけにも──」

「ちょっと待ってください」と、チビ検事がさえぎる。「どう思ったとか、あなたの考えを述のべる必要はありません。あなたが見たままを話すだけにしてください」

「はあ、分かりました」不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずく脇役Ａ。

「で、あなたはダムを見回りに行ったんですね？」

「ええ、そうです」

「その結果、何か見つかりましたか？」

「はあ。私はダムの底を注意深く観かん察さつしながらぐるっと歩いていたんです。それでダムの北の辺あたりまで来たんですが、確たしかに底に人が沈んでいるのが見えたんです」

「なるほど。で、あなたは警察へ通つう報ほうしたというわけですね？」

「はい。すぐに詰つめ所しよに戻って一一〇番しました」

　こいつだったのか、あの通報者は！　脇役Ａではなく、木もく毛げ岸きし谷やだけに目もく撃げき者しやＡだったのか！　くそう、こいつが変な電話に惑まどわされてダムの見回りなんて行かなければ、俺も今ごろは……！

　ええいくそ、過ぎたことを何度も思い返しても仕方あるまい。今は裁判に集中しなければ。

「よろしい。では最後に、あなたが遺体を見つけた場所について具ぐ体たい的てきに証言していただけますか？」

「分かりました。えー、場所というのは先ほどから申し上げている通り、竜宮ダムの北に位置する場所です。正確に言うと北北東ですが。ダムの北側にキャンプ場があるんですが、そこから少し離はなれたダム湖このすぐそばです。ダムの反対側は急きゆう峻しゆんなガケになっておりまして、この時期ですとまったく人ひと気けもありません」

「質問は以上です」

　ふーむ。どうもいくつか気になる点がある。

　まずなにより、匿名の電話って一体何だ？　その通報者が誰だれかというのはもちろん疑ぎ問もんだが、死体を見つけたなら堂どう々どうと警察に通報すりゃいいだろう。それをなぜ、わざわざダムの管理人に知らせたんだ？　その通報者が、堂々と警察に連れん絡らくできる身分ではなかったから──とか？

　そもそも、どうやってダムに沈んでいる死体を見つけたんだ？　どうやら夜ではなく昼間に湖面を覗のぞき込めば死体は発見できるようだが、このクソ寒いなかダムの湖面を覗き込むのが趣しゆ味みの変わり者なんていないだろう。

　はっ、まさか──合ごう理り的てきな推すい理りが一つ浮かんでしまったぞ。

　実は事件のあった晩、ダムの近くには殺された銃の〝売人〟の仲間がいたのではないか。そしてあの甲こう殻かく類るいコンビの犯行を見ていた。だから死体の場所が分かった。しかし銃の売人の知り合いとなれば、きっと警察に後ろめたいことがあるヤツに違いない。だから警察ではなく、ダムの管理人に匿名で通報した──とか。

　考えられる話だ。そう考えるとロクな物的証拠がないはずのこの裁判を検察が強きよう行こうした理由も分からなくはない。

　だがしかし。もし甲殻類コンビの犯行を目撃していたヤツがいたとしたら、なぜ蟹丘のヤツが被告になっていないのだろう？

「弁護人、反対尋じん問もんを行いますか？」

「ああ、ええ、行います」

　俺は静かに立ち上がった。

　えーい、ウダウダ考えていても仕方がない。とりあえず匿名電話について少々問とい詰つめておくとしよう。

「それではお尋たずねします。木毛さん、いくつかの状じよう況きようをハッキリさせてください。まず、あなたの勤きん務む場所にかかってきたという匿名の電話のことですが、相手はどんな声をしていましたか？」

「さあ、性別も年ねん齢れいも分かりかねます。ボイスチェンジャーっていうんですかね、なんか機き械かい的な声に変わってましたので」

　うは、ベタな手だ。有ゆう効こうだが。

「では、あなたが勤つとめているというダムの管理所ですが、そこの電話番号というのは一いつ般ぱんの人でも知ってるものなのですか？」

「いやあ、さすがにそう知られてるものではないと思いますよ。ただまあ、電話帳を調べればちゃんと番号は載のってるそうです。水の放流時間なんかを問い合わせる電話がときどきありますし」

　ぬう。こりゃどうにもならん。

「では最後にもう一つだけ。あなたはダムの底に沈んでいる死体を発見したとのことですが、そのとき水すい深しんは何メートルぐらいあったのですか？」

「そうですね。まあダムですから水深は結けつ構こう深いんですが、隅すみの方はそれほどでもありませんし、大体三、四メートルぐらいだったと思います」

「それでも結けつ構こう深いですね。ところで、私の記き憶おくが確たしかならば、竜宮ダムの透とう明めい度どは決して高くなかったはずですが」

「ええ、確かにその通りですね。水も濁にごってますし」

「にもかかわらず、よくあなたは沈んでいる死体を発見することができましたね？」

「確かにおっしゃるとおりです。ですがねえ、三メートルぐらいの深さのところで人間の黒い髪かみの毛がマリモみたいにうねうねとしてると、結構目立つものなんですよ」

　それはまた、あまり想像したくない光こう景けいだ。

「……反対尋問は以上です」

　淡たん々たんと終える。だめだ、こいつは単なる目撃者だ。これ以上尋問を続けても恐おそらく何も得えられないだろう。あまり収しゆう穫かくはなかったと言わざるを得ない。まあこれからか。

「堀内検事、次の証人はどなたですか？」

「はい。事件の捜査を担たん当とうした因幡刑事です」




　証言台に立ったのは、仏ぶつ頂ちよう面づらをしたヤクザ風ふう味みのおっさん刑事。

　堀内検事と同じく、毎回毎回俺を相手に敗北記録を増ふやし続けている可哀かわい想そうな刑事でもある。もっとも、ヤクザ風味という顔立ちさえ別にすればわりと優ゆう秀しゆうそうだし、実じつ際さい強ごう盗とう相手に大おお立たち回りをして見み事ごとな逮たい捕ほ劇げきを演じたとか、いい評ひよう判ばんは聞こえてくるのだ。俺の前に立ってしまったことが運のツキだったということか。

「因幡刑事、あなたは今回の事件の捜査を担たん当とうしましたね？」

「はい」

「では、捜査のあらましを証言していただけますか」

「はい。我われ々われが実際に事件の捜査を開始したのは、二十三日の十一時ごろのことです。我々はまず現場を確かく保ほし、それからダムに沈んでいる遺体を引き上げ、司し法ほう解かい剖ぼうに回しました」

「よろしい。では初しよ期き段だん階かいの捜査で分かったことについて証言してください」

「分かりました。まず現場は落ち葉や草に覆おおわれており、足あし跡あとなどを検けん出しゆつすることはできませんでした。ただ、その辺あたりの地面にはかなりの量りようの血けつ痕こんが残ってましたし、ずいぶんと踏ふみ荒あらされたような痕こん跡せきも見られました。それから事件現場の草むらの中に、拳けん銃じゆうが一いつ挺ちようと使用済ずみと思われる空からの薬やつ莢きようが二つ、落ちていました」

「その拳銃と二つの薬莢を今お持ちですね？」

「はい」

　因幡刑事はビニール袋ぶくろに入った拳銃と薬莢、計三つを取り出した。

「裁判長、この拳銃を検察側証拠物件Ａ、二つの薬莢をそれぞれＢ、Ｃとして提てい出しゆつしたいと思いますが」

「弁護人、なにか異い議ぎは？」

　裁判長の問いかけに、俺は腰こしを浮かせて答えた。

「その拳銃と薬莢が今回の事件とは関係ないことが判はん明めいした場合、ただちに証拠から削さく除じよされるという条件が付ふされるのであれば、特に異議はありません」

「もちろん、この事件との関かん連れん性せいはすぐに立りつ証しようして見せましょう」

　堀内検事が自信満々に答え、拳銃と薬莢は証拠として提出されることとなった。

　はて。あれだけヤスリで削けずっといたのだから、事件との関連性など立証できるはずはないのだが。

　検察も旋せん条じよう痕こんを照しよう合ごうすることが不可能だということぐらいとっくに承しよう知ちしているはずだ。にもかかわらずここまで強気で出てくるとは……。何か企たくらみでもあるのか？

「ではあらためまして因幡刑事。先ほどの証拠物件Ａは、一体どのような拳銃なのですか？」

「あれは一いつ般ぱんにトカレフと呼ばれている拳銃です。いわゆるオートマチック式の拳銃で、直ちよつ径けい七・六二ミリの銃じゆう弾だんを発射することができます。日本でも一昔前に拳銃を使った事件が多た発はつしたことがありましたが、そのときに多用されたのがトカレフです。主にロシアや中国などで生産され、中国産のものを中心に日本にもかなりの数が輸ゆ入にゆうされたといわれています。今回使われたのはロシア製せいのようですが」

「そのトカレフには、何発の銃弾を装そう塡てんすることができるのですか？」

「はい。弾だん倉そうに七発、極きわめて貫かん通つう力りよくの高い銃弾が装塡可能です」

「現場で発見されたその拳銃に、銃弾は残っていましたか？」

「はい。弾倉に四発、薬室に一発の計五発が残っていました」

「ありがとうございます。では最後に、因幡刑事。あなたは当然被害者についても詳くわしく調べたと思いますが」

「それはもちろんです」

「分かったことを教えてください」

「はい。まず我々は身元を調べました。実のところ、これは簡かん単たんに判はん明めいしました。被害者には前ぜん科かがあったんです。ですので指し紋もんを採さい取しゆして照合しただけで、被害者が貝かい柴しば伸しんという名前であることがすぐに判明したんです」

「被害者には前科があるとおっしゃいましたね？　どのような前科なのですか？」

「銃の違い法ほう所しよ持じと麻ま薬やくの密みつ売ばいです」

「なるほど。では他に何か分かったことはありますか？」

「はい。被害者の所持品を調べたところ、トカレフ用の銃弾が九十二発ほど見つかりました」

　九十二発？　またえらく中ちゆう途と半はん端ぱな数だな。まあ五十発以上ならいくらあっても別におかしくはないが。

「質問は以上です。弁護人、反対尋問したまえ」

　堀内検事の挑ちよう発はつ的てきな口調。

「いえ、現時点では特にありません」

　やや不本意だが、俺としてはそう答えるしかなかった。

「では堀内検事、次の証人を」

「はい。では次に、遺体の司し法ほう解かい剖ぼうを行った江え星ぼし博士はかせを喚かん問もんいたします」




　色白でビール腹ばらのおっさんが証言台に立つ。通つう称しよう白ブタくんである。

「あなたは今回の事じ件けんの被ひ害がい者しや、貝柴伸という人物の司法解剖を行いましたね？」

「あい、行いました」

「ではまず最初にお訊たずねします。まず、被害者はどのような状じよう態たいでしたか？」

「あい。まず被害者はダムの底で見つかったとのことでしたが、水すい死ししたと見られる兆ちよう候こうは一切ありませんでした。ただ、外がい傷しようがいくつかありました。まず、背中に銃で撃うたれた痕あとがあり、それから左のこめかみに裂れつ傷しよう、頭にも何かをぶつけたような打だ撲ぼく傷があり、顔や上半身には殴られたことが原げん因いんによると思われるアザがいくつか見られました」

　……ちょっと待て。今なんて言った？　背中に銃で撃たれた痕？　ちょっと待てよ、被害者が撃たれたのは頭じゃなかったのか？

「では、まず被害者の死因について明らかにしていただけますか？」

「えー、ようするに銃殺です。先ほども申し上げましたが、被害者は背中を銃で撃たれていました。こ……ここ、ここですここ」

　江星は自分の背中に右手を回そうとしたが、やや肥ひ満まん気ぎ味みな体型のせいかその試こころみはうまくいかなかった。結けつ局きよく、その様さまを見かねた堀内検事の指し示じで助手の若わかい検察官が江星博士の傍そばに立つ。

　江星はその若い検察官の背中のやや右寄りを指で示した。

「ここです。ここに銃弾の入り口──我々の用語でいうところの射しや入にゆう口こうがあり、これが致ち命めい傷しようとなったようです。それで、詳くわしい死し因いんについてですが……。まず、みなさんもご自分の胸むねの周まわりを少し触さわってみれば分かると思いますが、人間の胸の周りは肋ろつ骨こつでかご状に囲まれ、保ほ護ごされています」

　江星博士の手が検察官助手の背中を撫なで回す。「ひっ」とかいう短い悲鳴と共に、助手の表ひよう情じようがどことなく青ざめたことはいうまでもない。

「被害者に撃ち込まれた銃弾は、まず背中の肋骨を一本打ち砕くだいて胸部へと侵しん入にゆうし、そのまま中で暴あばれまわりました。そして胸の前面を覆おおっている胸きよう骨こつに当たってようやく止まったという次し第だいです。今回使われた拳銃の弾たまというのは、鉄の芯しんが入っているタイプのもので、これは堅かたい物にぶつかっても壊こわれず、また簡かん単たんに人間の体を貫つらぬくだけのエネルギーがあります。それが貫かん通つうしたのであればまだ良かったのですが、そうはならずすべてのエネルギーが体内で放ほう出しゆつされてしまったわけです。おまけに人間の胸部というのは心しん臓ぞうや肺はい、それを繫つなぐ血管など、とにかく重要な器官が詰つまっておりまして、だからこそ大だい胸きよう筋きんや肋骨といった硬かたい守まもりがあるわけです。そこを銃弾がムチャクチャに荒らしまわったわけですから、もう被害者は即そく死しだったでしょう」

「つまり、被害者は後ろから飛んできた銃弾で背中を撃たれ、即死したというわけですね？」

「そういうことです」

　おかしい。本当におかしいぞ。被告人の海老山が撃ったのは被害者の左頭部だろう。背中の致ち命めい傷しようになんて、全然関かん与よしていないはずだ。

　ところがである。江星博士は、

「ただ、被害者の傷口についてはもう一つ付け加えておきたい事実がありまして」と続けた。

「どのようなことですか？　証言してください」

「あい。実は被害者の背中の傷口──射入口ですが、ここに大きな特とく徴ちようがありました。一つ想像してみてください。銃弾というのは丸くできてるわけでして、それが撃ちこまれれば、当然丸い射入口ができるわけです。ところが被害者の背中にあった射入口は、円形ではなくナイフでも刺さされたような、縦たてに裂さかれる形になっていたのです」

「それは何を意味しているのですか？」

「あい。これは飛んできた銃弾が、真まっ直すぐではなく斜ななめ、あるいは横を向いた状態で飛ひ来らいし、命中したことを意味しています。だから射入口は丸ではなく縦に裂かれるような形になったのです」

「なぜそのようなことが起こったのでしょう？　法医学の専せん門もん家かとして、考えられるもっとも合ごう理り的てきな理由を挙あげていただけますか？」

「あい。まず、兆ちよう弾だんというものが挙げられます。たとえば、銃弾が岩などに当たり──つまり兆弾した場合、銃弾は真っ直ぐではなく傾かたむいて飛ぶことになります」

「つまり、その傾いた弾が人に命中すれば、傷口は今回のように縦に裂かれた形になるわけですね？」

「その通りです」

「では、そのご説明を裏うら付づける証しよう拠こはありますか？」

「ええ、ありますとも。被害者の体内から摘てき出しゆつした銃弾です。銃弾には何か硬いものにぶつかったと見られる痕こん跡せきが残っていたんです」

　むむむむむ。

　つまり、被告人が発射した銃弾がどこかに当たって兆弾し、それが被害者の背中に命中したと、そう主張したいわけか？　そういえば事件現場は大きな岩がごろごろしている斜しや面めんのすぐ傍だった。確かにヘタに撃うったら兆弾ぐらいしそうな気はするが……。

　しかし、これはおかしなことになってきた。被害者は頭部を撃たれて死んだとばかり思っていたが、どうも検察の見けん解かいは違うらしい。いやまあどっちにしろ、被告人の殺人容疑は動きそうにないわけだが。どうでもいいが、検察といい江星博士といい、よくもまあ丁てい寧ねいに死体を調べてくるものだ。毎度のこととはいえ。

「江星博士、その被害者の体内から摘てき出しゆつした銃弾を今日ここにお持ちいただけているはずですが」

「あい、もちろん持って来ました」

　ビニール袋ぶくろ入いりの銃弾を取り出し、堀内検事の手に渡す。

「裁判長、これを検察側証拠物件Ｄとして提てい出しゆついたします。また、この銃弾を陪ばい審しん員いんのみなさんのお手元に回し、今証言されたとおりの痕跡が残っていることを確かく認にんしていただきたいと思いますが」

「弁護人、何か問題はありますか？」

「……まず、私にもその弾たまを見せていただけますか？」

　要よう請せいは受け入れられ、俺の手元に銃弾が回ってくる。

　小さい弾だ。まあ七・六二ミリともなればこんなものだろうが。こんな弾ッコロ一発で命を奪うばわれてはたまらんだろうなあ。

　銃弾には確かに、江星博士の証言どおり何か硬いものにぶつかったようなへこみがあった。結局、俺は銃弾を黙って廷てい吏りの手に渡すことしかできず、銃弾は証拠として受じゆ理りされることとなった。

　堀内検事の尋じん問もんはさらに続く。

「では江星博士。被害者の負おったその致命傷について、他に何か判はん明めいしたことはありましたか？」

「ええ、もう一つだけあります。

　拳銃というものは、弾が発射されると未み燃ねん焼しようの火薬や一いつ酸さん化か炭たん素その高熱ガスなどが銃口から一いつ緒しよに噴ふん射しやされます。そのため、至し近きん距きよ離り──具ぐ体たい的てきに言うと数十センチ以内の距離から撃たれると、射入口の中やその周囲にヤケドや煤すすが残るんです。ところが被害者の射入口にはそういった痕跡が一切見られませんでした」

「つまり、被害者はある程てい度ど離れた距離から撃たれたということですか？」

「ええ、この致命傷となった傷については仰おつしやる通りです。ただ、被害者には背中だけではなく、左のこめかみにも裂傷があったと前ぜん述じゆつしましたが、どうやらその裂傷については、至近距離から銃で撃たれたことが原因だと思われます」

「至近距離から発射された銃弾がこめかみを掠かすめ、裂傷を負ったというわけですか？」

「ええ、その通りです。拳銃の弾というものは秒速三二〇メートル以上、特にトカレフの銃弾は秒速四〇〇メートル以上という音おん速そくより速い速度で飛ぶわけです。その銃弾が被害者の骨を削けずるほどの至近距離を掠めたわけです。もう五ミリずれてたらこちらの方が致命傷になっていたかもしれませんな」

「それでそのこめかみの裂傷には、至近距離から撃たれたことを示す煤が残っていたわけですか」

「その通りです。よほど近距離から撃たれたことは間ま違ちがいないでしょう」

　なるほど。この辺は揉み合ってる最さ中なかに撃ってしまったという海老山の証言と合がつ致ちしている。

　となると、そうか。やはり被害者は兆弾で死んだということか？

　トカレフに装そう塡てん可能な弾は七発。凶きよう器きのトカレフには五発の弾が残っており、現場には二つの空から薬やつ莢きようが残っていた。海老山の証言も、現場で発射したのは二発。この辺の数勘かん定じようは合致している。

　そして一発目の銃弾は誰にも当たらずにあさっての方へ飛んで行ったという。するとこめかみを掠めた二発目の銃弾が、岩にでも当たって兆弾し、貝柴の背中に当たったということか？　事実、証拠もそれを裏付けているようだし。

　もしそうだとすれば──また運の悪い。たまたま弾が兆弾してしまったばっかりに、貝柴は死んでしまい、海老山は殺人犯となってしまったわけか。

「なるほど、結構です。では次に、そのこめかみと背中以外にもいくつか外傷があったとのことでしたが、それらの外傷についても証言していただけますか？」

「あい、分かりました。まず被害者の顔や体に、いくつかのアザがありました。ケンカしたときによく殴られる場所──頰ほおや腹はらなどの上半身に集中してましたから、やはり誰かと殴り合ったのではないかと思われます。それからもう一つ、被害者の頭部に何かで殴おう打だ──いえ、正確に言うなら叩たたかれたような痕あとがありました」

「頭のどの辺りですか、正確に証言してください」

「丁ちよう度どこの辺です」

　江星は自分の頭を指差した。頭とう頂ちよう部ぶのやや後ろ、どちらかというと後頭部に属ぞくする辺りだ。

「どのような傷なのか、もう少し具体的に証言していただけますか？」

「そうですね。たとえば転ころんで床ゆかや壁かべなどの平べったいものに頭をぶつけると、そういった打だ撲ぼく傷しようができます」

「その傷は被害者の死後にできたものですか？　それとも生前ですか？」

「生前です。患かん部ぶは少々出血していた上に、少し腫はれて赤くなっていました。心しん臓ぞうが動いていて血が巡めぐっていた証拠です」

「たとえば、人と揉み合っている際さいに地面に頭をぶつけたりすると、そういう傷跡が残りますか？」

　すかさず机つくえをぶん殴なぐる。

「異い議ぎあり！　誘ゆう導どう尋問！」

「認みとめます」

　しかし堀内のクソ野郎は余よ裕ゆうぶった態たい度どを崩くずさない。

「では質問は取り下げましょう。江星博士、最後に被害者の死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくについて分かったことを証言していただけますか？」

「あい。ただ、これについてはまったくよく分からないのです。死亡推定時刻を調べる際さいには、被害者の体温の下がり具ぐ合あい、体の硬こう直ちよく具合、それから死し斑はんという体内の血が固まることで生しようじる斑点の出来具合などからある程てい度ど算さん出しゆつすることができるのですが……。

　まず、被害者は水の底に沈んでいました。水の中ですと空気中より早く体温が奪うばわれていきますし、死後どれだけ経たってから水に投げ入れられたかということも分からないものですから、正確な体温の下がり具合が検出できないんです。

　死後硬直の度ど合あいも遺体周辺の温度に左右されますし、死斑も体の姿し勢せいが安定している状況で生じたものでなければ参考にはできません。水の中ですと体位が変化しやすいものですから。

　ただ、被害者の皮ひ膚ふのふやけ具合から言えば、恐おそらく十二時間以上は水の中にあったとは言えると思います」

「江星博士が司法解剖を行ったのは何時ごろでしたか？」

「ああ、言い忘れておりましたな。大体二十三日の正午ごろだったと思います」

「つまり、被害者は十二月二十二日の内に殺されたということですね？」

「ええ、その点は間ま違ちがいないと思います」

「以上で質問を終わります」

「弁護人、反対尋問を」

「了りよう解かいしました」

　ついにこのときが来た。俺はニヤリと薄うすら笑いを浮かべて立ち上がった。

　殺人事件の証拠として、拳銃が提出された。銃弾も提出された。となれば、すでに証言されていて然しかるべきある証言がある。にもかかわらず、堀内検事はその質問をしなかった。検察がそれをしないのであれば、親切なこの俺がしてやらなければならないではないか。

「江星博士。まずお訊たずねしたいのですが、旋せん条じよう痕こんというものがありますよね？」

「ええ、ありますが」

「では、旋条痕とはどのようなものか解かい説せつしていただけますか？」

「……はあ」

　白ブタ博士は心しん底そこ煩わずらわしそうな口調で、旋条痕とはようするに銃の指し紋もんみたいなもんですよ、みたいな解説をした。

「ありがとうございました博士。では、それを踏ふまえた上でお訊ねします。あなたは被害者の体内から銃弾を摘出したんですよね？」

「先ほど証言した通りですが、何か」

「事件現場からは拳銃が見つかったと因幡刑事も証言しました。検察側証拠物件Ａとして提出された銃です。当然、あなた方は被害者の体内から摘出された銃弾が、その拳銃から発射されたかどうかを調べるため、旋条痕の照合を行ったと思いますが」

「ぅぐ」

　白ブタ博士は小さくうめくと、チビ検事の顔色を窺うかがった。しかしチビ検事はこんな質問大したものではないと言わんばかりに、堂々と静せい観かんしている。それを確認した白ブタ博士は、幾いく分ぶん気が進まぬ様子で頷いた。

「ええ、確かに行いました」

　俺はニヤリと唇くちびるの端はしを釣つり上げた。

「そうですかそうですか。先ほどの検察側の尋問でこのことに触ふれられなかったのは私としてはとても疑問なのですが、その照合結果をお教えいただけますか？」

「二つの旋条痕は一いつ致ちしませんでした」

　江星博士は意外とあっさり答えた。

　どよどよと、途と端たんに傍聴人たちのどよめきが起こる。

「では次の質問。旋条痕の他に、撃げき針しん痕こんというものがありますよね？」

「……ええ、ありますが」

「では、撃針痕とはどのようなものか解説していただけますか？」

「……ええ、分かりましたよ」

　白ブタ博士はヤケ気味に、撃針痕とはようするに薬莢の方に残る銃の指紋みたいなもんですよ、ただし旋条痕ほど正確なものではありませんがね、と解説をした。

「ありがとうございます博士。では、それを踏ふまえた上でお訊ねします。あなたは検察側証拠物件Ａの拳銃、およびＢとＣの薬莢について、撃針痕が合致するかの実験を行いましたか？」

「……ええ、まあ」

「その結果、撃針痕は一致しましたか？」

　白ブタ博士はヤケ気味に、

「いいえ。しませんでしたが」

「結構です。つまり、事件現場で発見された拳銃と薬莢、そして被害者の体内から検出された銃弾は、まったく関連がないということですね？」

「い、いえ、関連がまったくないとは言えません。被害者の体内から検出された銃弾は、トカレフから発射できる銃弾と同じ種類でしたし」

「しかし、旋条痕は一致しなかったんですよね？」

「ええ、まあ」

「とすると、証拠物件Ａの拳銃で、被害者の体内から検出された証拠物件Ｄの銃弾を撃ったという証拠は何一つないというわけです。となると、やはり拳銃とこの事件との関連性はないと言うべきではないでしょうか？」

「ま、まあ、旋条痕が一致しなかった以上は、そういう解かい釈しやくもできるでしょうが」

「それ以外に解釈の仕し様ようなんてあるんですか？」

　俺はいつも通り、ダメ押おしのようにネチネチやった。だが、今回ばかりはややそれが裏うら目めに出た。

「そ、そうですね。たとえば、誰かが拳銃の銃身内をヤスリで削けずったりするようなことがあれば、当然旋条痕は一致しなくなりますが」

　……このときばかりは、俺も少しばかり顔に力を込こめなければならなかった。

　これだけグサリと真実を言い当てられると、さすがに動どう揺ようが表おもてに出そうになる。

「な、なるほど。では江星博士。あなたは検察側証拠物件Ａたる拳銃が、誰かに細さい工くされたと立証することはできますか？」

「いいえ、それは私にはできません」

　ふう、それでいい。

　俺はニヤリと笑うと、とどめとばかりに裁判長に向き直った。

「裁判長、ここであらためて私は弁護人の権けん利りを行こう使ししたいと思います。お聞きの通り、検察側証拠物件Ａの拳銃は、本件と何ら関連性がないことが証明されました。つきましては、同物件を証拠品から削さく除じよしていただくのが妥だ当とうだと思いますが」

　ざわざわと、法廷が一気にざわめき始める。

　誰がどう見たって俺の主張は妥当だろう。確かに拳銃は事件現場に落ちていた。しかしそれが実際に使われたことを示す証拠は何もない。削除は当然である。

「異議ありぃ！」

　どんっ、と机つくえを叩たたく音が響ひびいた。

　もちろん俺ではない。堀内の仕し業わざだった。慣なれないマネをしたせいだろう、机を叩いた痛みに顔を引きつらせている。

「裁判長閣かつ下か。我われ々われ検察には検察側証拠物件Ａが本件と極きわめて重大な関連性があることを証明する準じゆん備びがあります。つきましては、次の証人の喚かん問もんをご許きよ可か願いたい」

「ふむ。そういうことでしたら別に却きやつ下かする理由はありませんが。弁護人、構かまいませんね？」

「ええ、どうぞご自由に」

　余よ裕ゆうをもって答える。

　チビ検事も相あい変かわらず諦あきらめが悪い。どんな証人が出てくるのか知らないが、あれだけ細さい工くを施ほどこしたあの拳銃をこの事件と関連付けることなど不可能に決まっているのに。

「よろしい。では弁護人、この証人には他に何か反対尋問しておくことはありますか？」

「いえ、もう特には」

「よろしい、では堀内検事。再直接尋問がなければその証人を喚問してください」

「了りよう解かいしました」

　堀内検事が立ち上がり、そしてなにかとてつもなくいやらしい目つきで俺を見た。

　過去のパターンからいくとそれはつまり、次の証人が俺にとってよほど致ち命めい的てきな人物であるということで、俺としても少しばかり背せ筋すじが冷たくなるところだが、今回に限ってはどんな証人が出ようと怖くはない。無む駄だ無駄。

「では次の証人としまして、被告人の友人である蟹丘裕ひろ信のぶさんを尋問したいと思います」

　な、なんだってぇえぇええええええ───────!?




　やがて証言台に立ったのは、三日前の夜に俺の事務所をおとずれた気き弱よわな青年、蟹丘裕信その人であった。

　……そうか。物ぶつ証しように乏とぼしく、おまけに海老山本人の自じ供きようすらないこの事件で、あっさりと逮たい捕ほ・起き訴そに至いたった理由がようやく分かった。蟹丘コイツが裏うら切ぎって全部しゃべりやがったからか。確かに海老山の犯はん罪ざいを立りつ証しようする上で、これほど最さい適てきな証人はいない。

　しかし、これはまずい。あまりにもまずい。蟹丘のヤツ、一体どこまでしゃべりやがったんだ？　あの日の夜、俺が指示したことについてもしゃべったんだろうか。だとするとまずい。バレてはいけないことがバレてしまう。

　動どう揺ようしていたのは俺だけではなかった。被告人海老山もまた、信じられないような顔をしながら証言台に立つかつての友人に視し線せんを注そそいでいた。事じ態たいの重大さが分かってないのは傍ぼう聴ちよう人にんと五人の陪ばい審しん員いんのみである。

　そんな少し奇き妙みような空気が流れ始めた法廷で、堀内は胸を張はって尋問を開始した。

「まず最初に、あなたと被告人・海老山氏との関係を証言してください」

「はい。僕は彼と同じ大学の同じサークルに所しよ属ぞくしていました」

「つまり、被告人とは非ひ常じように親しい間あいだ柄がらにあったということですね？」

「はい」

　過か去こ形けいで聞いているのが何気に皮ひ肉にくっぽい。

「では十二月二十二日の午後五時ごろのことについてうかがいます。あなたはそのとき、どこで何をしていましたか？」

「はい。この裁判で被告人となっている海老山さんと、竜宮ダムの近くに行っていました」

　どよっと一いつ瞬しゆんだが傍聴席がどよめいた。

　ちくしょう蟹丘め、こいつはもう間ま違ちがいなく検察と何か司し法ほう取とり引ひきでもしやがったな。どうやら本当に容よう赦しやなく俺たちを裏切るつもりらしい。海老山とは同じ甲こう殻かく類るい仲間だと思っていたんだが、どうやら同じ種類だからこそ仲は悪かったらしい。

「最近の午後五時ごろともなればもう真まっ暗くらだと思うのですが、なぜそんな時間にあなた方お二人は竜宮ダムなどという場所まで行ったのですか？」

「僕ぼくは『面おも白しろいことができるぞ』と海老山さんに誘さそわれて付いていっただけでしたから、目的については知りませんでした。ですが道すがら海老山さんから聞き出したところによれば、ネットで知り合った人から拳銃を借りて撃うたせてもらうことになっていたらしいんです」

「なるほど。それで人ひと気けのない竜宮ダムの北にあるキャンプ場の近くへと向かったわけですね？」

「ええ、その通りです」

「現場に着いたのが午後五時ごろでしたね？」

「はい。正確に言えば五時より十分ぐらい早かったと思いますが」

「では現場に着いてから、どうなりましたか」

「はい。その待ち合わせ場所には、すでに一人の男が僕たちを待っていました」

「今回の事件の被害者である貝柴氏のことですね？」

「ええ、そうです。ただ、そのときは名前は明かしてはくれませんでした。自分のことは単に〝売ばい人にん〟と呼べと言ってました」

「よろしい。ではそれからどうなりましたか？」

「はい。最初の話では、海老山さんが五万円を払はらうことで銃を五十発撃たせてもらえることになっていました。ところが、土ど壇たん場ばになってその売人が約束を翻ひるがえし、もう五万円払はらわなければダメだと言い出したんです」

「なるほど。で、被告人はどうしましたか？　十万円を支払ったのですか？」

「いえ。実を言うと、海老山さんは自分の思い通りにならないとすぐ怒おこる性格なんです。ですからこのときも海老山さんが怒り出して、絶ぜつ対たいに十万円も払わない、約束どおり五万で撃たせろと抗こう議ぎしたんです。そしたら──突とつ然ぜん売人が僕たちに銃を突つきつけたんです」

「つまり、脅おどされたわけですね？　十万円払えと」

「はい」

「それで、どうなったんですか？」

「スキをついて海老山さんが売人に飛とび掛かかって揉み合いになったんです。さっきも言いましたが、海老山さんはそういう脅されるとかいったことに我が慢まんのできない人ですから」

「続けてください。それからどうなりましたか？」

「はい。二人は揉み合いになって、激はげしく殴なぐり合いました。僕も海老山さんに加か勢せいしようとしたんですが、顔をガツンと殴られ、あっさりと返り討うちにされてしまいました。でもなんとか海老山さんが売人から銃を奪うばい取ることに成功したんです。ところがその拍ひよう子しにパンって音がして、弾たまが一発発射されてしまったんです」

「その一発目はどうなりましたか？　誰だれかに当たったのですか？」

「いえ。誰にも当たりませんでした。どこへ飛んで行ったかも分かりません」

「結けつ構こうです。それから？」

「弾が発射されて、二人とも一瞬ひるんだのですが、揉み合いは止むどころか激はげしさを増ましました。それでとうとう海老山さんが押おし倒たおされ、売人がマウントポジションを取る形になったんです。海老山さんは激しく顔を殴おう打だされ、気を失う寸すん前ぜんでした。でもそのとき、彼の手にはまだ拳銃があったんです。海老山さんはとっさに拳銃を売人の顔に向けて、また撃ったんです」

「売人はどうなりましたか？」

「ばったりと、体の右側を下にして横に倒れこみました」

　例によってここで堀内検事は沈ちん黙もくの時間を作り、今の証言によりインパクトを持たせようとした。

「それからあなた方はどうしたんですか？」

「はい。僕はまずほとんど意い識しきを失っていた海老山さんを助け起こしました。それから売人の様よう子すを確かめました。売人は左のこめかみ辺あたりから血をダラダラと流したまま、もうピクリとも動かなかったんです。その大量の血を見て僕たちはすっかり気が動どう転てんして、彼を撃ち殺してしまったのだと思いました」

「そのとき、売人の背中を見ましたか？」

　背中にあった致ち命めい傷しようのことを言っているのだろう。

「いえ。見ていません。辺りはもう真っ暗でしたし、頭を撃って殺してしまったものだと思い込んでいたものですから」

「それで、あなたたちはどうしたんですか？」

「僕たちは、その……。恐きよう怖ふに駆かられてしまったんです。だって仕方なかったんです、銃を突きつけられて脅されて、揉み合いになった挙あげ句く、ほとんど暴ぼう発はつみたいな形で銃を撃って人を殺してしまったんですから」

「蟹丘さん。おっしゃりたいことは分からなくもないのですが、私はそのときあなたがどう思ったかは訊きいていません。何をしたのかと、具ぐ体たい的てきな行動について訊いているんですが」

　蟹丘は一いつ瞬しゆんむっとしたが、逆さからっても何にもならないことを悟さとったのか大人しく答えた。

「僕たちは事件の発はつ覚かくを恐おそれました。それで、二人がかりでその売人の手足を持ってダムに投げ入れたんです」

　法廷を沈ちん黙もくが支し配はいする。

　これで被告人の殺人罪は決定的だ。誰もがそう思っているに違いない。

　でもまあ、その程度なら俺にとってはそんなに大したことではない。なぜなら最悪海老山が有罪になるだけで、俺の弁護士免許が剝はく奪だつされるわけでもないからだ。

　問題はこの後だ。どうにもイヤな予感がする。蟹丘は俺たちを裏切り、事件の詳しよう細さいについて躊ちゆう躇ちよなくすべてを証言した。その証言がこれで終わりになるとは思い辛づらい。蟹丘がまだ知っている事実といえば──ま、まさかとは思うんだが……。

「あなたたちは売人を撃ち、そして湖みずうみに投げ込んでしまったわけですね。ではそれからどうしましたか？」

「はい。僕たちはこのまま黙だまって帰れば警察に捕つかまるようなこともないと思いました。けど、もし万が一のことを考えると決して安心はできませんでした。それで海老山さんが、彼の父親の元へ相談に行こうと持ちかけたんです」

「被告人の父親と言うと、衆しゆう議ぎ院いん議ぎ員いんでもある海老山春はる彦ひこ氏のことですね？」

「そうです」

「なぜ彼に会おうとしたんですか？」

「異い議ぎあり！」と、ここでガツン。「事実ではなく証人の考えを訊ききだそうとしています！」

「では質問を変えましょう。国会議員ならこの事件をもみ消す手伝いをしてくれるんじゃないかと、あなた達はそう思ったんじゃないんですか？」

「異議あり！」またガツン。「誘ゆう導どう尋じん問もんです！　記録からの削さく除じよを要求します！」

「弁護側の要求を認めます。陪ばい審しん員いんのみなさんは先ほどの堀内検事の発言は一切考こう慮りよに入れてはいけません」

　うぐぐぐぐ、これで被告人への印いん象しようが三割はダウンである。

「では質問を変えて再さい度どお尋たずねしましょう。蟹丘さん、あなたと被告人は海老山春彦氏に会い、事情を話したんですね？」

「はい」

「ではそれからどうすることになりましたか？」

「これはまず弁護士に相談する必要があるということになって、海老山春彦さんが知っている一番やり手の弁護士の元を訪おとずれることになったんです」

「その弁護士の名前は？」

「山鹿善行弁護士です」

　……覚かく悟ごしていた展てん開かいとはいえ、やはりこの場面で自分の名前が出てくるのは心臓に悪い。

　幸か不幸か現時点ではまだ傍聴人たちにそれほど驚おどろいている様子はない。それはそうだろう、実際に俺が今こうして海老山の弁護人を務めているのだ、俺に会いに来たということ自体は大したことではない。

　だが問題なのは、チビ検事が引き出すであろう次の証言だ。

「山鹿善行弁護士というと、今そこの席に座すわってる、あの、山鹿弁護人のことですね？」

「ええ。あの、山鹿弁護人のことです」

　今すぐあのチビ検事を殴りに行ったらどれだけスカっとするだろうか。

「それで、あなた方は実際に山鹿弁護士と会ったわけですね？」

「ええ」

「それは何時ごろのことでしたか？」

「ダムでのできごとが終わってからほぼ一時間後の午後六時ごろのことでした」

「そして彼に事情を話したんですね？」

「ええ」

「事情を聞いた山鹿弁護人はあなた方に何らかの助じよ言げんを行いましたか？」

「はい」

「どのような助言でしたか？」

「異議あり！」

　この証言だけはさせてはならない。俺は思い切り机をぶん殴って証言を中ちゆう断だんさせた。

「私と依い頼らい人にんとの間で交わされた会話にはすべて秘ひ匿とく特とつ権けんが保ほ証しようされており、その内容を聞き出そうとする質問はすべて却きやつ下かされるべきです！」

「裁判長、そうではありません」と、堀内も抗こう議ぎに出た。「この証人は弁護人に相談を持ちかけた当とう事じ者しやなのです。私が山鹿弁護人本人に会話を聞き出そうとするならともかく、相談を持ちかけた当事者が自らの意い思しで証言することは自由のはずです」

「ふーむ」

　法ほう律りつ的な問題になったからだろう。

　裁判長は五秒ぐらい考え込んでから、

「堀内検事。私としてはやはり弁護人と相談者の間で交わされた会話には充じゆう分ぶんな秘匿特権が保証されるべきだと考えます。この場でその相談内容が持ち出されることはあまり好ましくはないと言うべきでしょう。しかしかといってあなた方検察側の主張にも納得すべき点がないわけではありませんし、はて、どうしたものでしょうか」

　うーむ、どうにも今ひとつ反はん応のうがよろしくない。ここはダメを押しておく必要がありそうだが……。

　と、俺ははっとなった。よく考えたらもっと単たん純じゆんな言い分が成り立つではないか。

　俺は再さい度ど立ち上がって裁判長に向き直った。

「裁判長。言い直します、先ほどの検察側の質問は伝でん聞ぶんを求めるものであるとして、あらためて異議を申し立てたいと思います」

「ああ、そういうことでしたら異議は認めます。堀内検事、質問を変えるように」

「むぐぐぐぐ」

　ざまあみろチビ検事め。

　……と言いたいところだったが、残念ながら俺のピンチはまだ全然回かい避ひできていなかった。

　堀内は持ち前の立ち直りの早さを発はつ揮きして、質問を続けた。

「蟹丘さん。とにかくあなたは山鹿弁護人から今回の事件に関してなんらかの助言を受けたわけですね？」

「ええ、そうです」

「ではその助言を受けた後、あなた方はどうしましたか？」

「はい。山鹿弁護士の指示に従って、竜宮ダムに戻ることになったんです」

　どよどよという雑ざつ音おんが強くなった。

「なぜあなた方はまた現場に戻ることになったんですか？」

「異議あり！」

「質問を変えます。では、あなた方が現場で行おこなったことについて詳くわしく証言してください」

　俺は顔面の筋きん肉にくに対ショック姿し勢せいを発令した。

　もう回避は不ふ可か能のうだ。間もなく、俺の思い描えがいていた中でも最悪の状じよう況きようがこの場に具ぐ現げんすることになる。もしそのことで俺が少しでも頰ほおを引きつらせるようなことがあれば、図ず星ぼしを突つかれて動どう揺ようしていると解かい釈しやくされることになるだろう。そうなれば終わりだ、とにかくこの場は耐たえて耐え抜くしかない。反はん論ろんのチャンスはすぐに来るのだから。

　そしてとうとう、蟹丘の口からその証言が飛び出した。

「僕たちは竜宮ダムの殺人現場まで戻り、山鹿弁護士の指示でその場に置いていった拳銃の指紋を拭ぬぐい、旋条痕を検出できないようにするために銃口にヤスリを突っ込んで中を削りました。それから、今度は同じく撃針痕を検出できなくするために、その場に落ちていた二つの薬莢の周囲をヤスリで削ったんです」

　どよどよざわざわどよどよざわざわ。

　どよどよざわざわどよどよ──ってああああうるせえ！　黙れお前ら！　弁護士が依頼人を守るために最さい善ぜんを尽つくして何が悪い！　これは法律で認みとめられた権けん利りなんだぞこの無む知ち蒙もう昧まいな愚ぐ民みんどもめ！

　……と、心の中で罵ば声せいを浴あびせる。もちろん表向きは泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度を崩くずさない。この程度の芸げい当とうができなければ弁護士なんてやってられない。

「それはつまり、その拳銃とこの事件との関連性を立証することができないように細工した、ということですね？」

「そうです」

「ありがとうございます。もう一度確認しますが、それらはすべて山鹿弁護士の指示だったわけですね？」

「その通りです。山鹿弁護士の指示で、海老山さんがすべてやりました」

「よろしい。ではその後、どうなりましたか？」

「いえ、それだけです。その後、僕たちは一いつ旦たん山鹿弁護士の事務所に戻り、そのまま家に帰りました」

「もうこれで何も心配することはないと、山鹿弁護人が言ってくれたからですか？」

「異議ありいぃぃぃ！」

「質問は以上です」














　チビ検事はニヤニヤとした表情のまま、そう切り上げた。

　くそう、声を張はり上げて異議を申し立てるのは堀内の役目のはずなのに！

「さて──」

　と、ここで堀内は心底嬉うれしそうな顔をして裁判長に向き直った。

「裁判長、お聞きになった通りであります。山鹿弁護人が指示し、行った行こう為いは刑けい法ほう第一〇四条『刑事事件に関する証拠を変へん造ぞうした者は二年以下の懲ちよう役えきまたは二十万円以下の罰ばつ金きんに処しよする』という証しよう拠こ隠いん滅めつの罪つみに該がい当とうします。もちろん我々はこの裁判が終了し次し第だい、山鹿弁護人を起き訴そし正義の鉄てつ槌ついを下す予定でありますが、さしあたりましては証拠を変造し、本審理の進行を著いちじるしく妨ぼう害がいしたという理由で同弁護人に法廷侮ぶ辱じよく罪ざいが課かせられることを強く要求したいと思います」

　ぐがあああああああああああああああああああああ！

　誰か検察側証拠物件Ａと弾たまを一発持ってこい！　あのチビのドタマにブチ込んでやる！

　……などと内心でブチ切れている場合ではない。

　ええい堀内め、好き勝手に主張しやがって！　そりゃまあ根こん拠きよがないとは言えないというか実際堀内の言う通りなのだが──って、いや違う違う！　俺は悪いことなど何もしていない！　弁護士として最善の行動を取っただけだ！

「ふむ……。確かに、堀内検事の要求が不ふ当とうなものであると直ただちに断だんじることはできそうにありませんな。弁護人、何か言っておきたいことがあれば聞いておきますが」

　裁判長までそんなことを言い出しやがった。

　これはやばい。証拠隠滅の罪はひとまず置くとして、法廷侮辱罪は裁判長の決けつ断だん一つで今すぐに適てき用ようされてしまう。前ぜん科か持ちの弁護士なんてゴメンだ、ここはなんとしても抗こう議ぎしなければならない。

　俺はとにかくまず必死に平へい静せいを保った。対たいショック姿し勢せいを長く続けていたせいか、段だん々だんと頰ほおの辺りが引きつっている。えーい、耐えろ俺の顔。

　こういうときこそ怒おこってはならない。怯おびえてもならない。

　笑うのだ。

　俺はおおげさに肩をすくめると、「はんっ」と鼻で笑って淡たん々たんと抗議を始めた。

「裁判長、堀内検事の要求に耳を貸かす必要などまったくございません。堀内検事はなんら根こん拠きよのない言いがかりをつけて私を陥おとしいれようとしているだけです。なにしろ堀内検事は法廷で私に敗やぶれること数知れず、その恨うらみたるや相そう当とうなもので──おっとっと」

　わざとらしく口を押さえる。

「失礼、事実とはいえ関係のないことを申し上げてしまいました。ウダウダと申し上げることはいたしません、ただ弁護側の当然の権利として、まずはこの証人に対して反対尋問を行わせていただきたいと思います。それで私への濡ぬれ衣ぎぬはすべて晴らして見せましょう」

　適てき当とうな言葉をつらつらと並ならべ立てる。

「確かに、弁べん明めいの機き会かいは与あたえられるべきでしょうな」と、裁判長は頷うなずいた。「よろしい、ひとまず審しん理りを続ぞつ行こうしましょう。その上で、堀内検事の言ったように弁護人が証拠を改かいざんしたことが明めい確かくになったのであれば、あらためて法廷侮辱罪の適用を考えましょう。では弁護人、反対尋問を行ってください」

　ほらほら、もうこっちも一歩も引けなくなってきたぞ。

　こうなったらやるしかあるまい。蟹丘を陥おとしいれ、辱はずかしめ、やっつけ、へこませ、証言の価か値ちを無くさせる。それしか俺の生き延のびる道はあるまい。たとえ蟹丘の証言が真実そのものであったとしてもだ！

　しかし、どうも一つ気になることがある。

　なぜ蟹丘は俺たちを裏切ったのだ？

　蟹丘の証言がない限り、物証が乏とぼしいはずのこの事件で海老山秋男が逮捕・起訴されるどころか、捜査線上に浮上することすらなかったはず。ということはだ、警察の方から蟹丘に接せつ触しよくし、「海老山を差し出せばお前は無む罪ざいにしてやってもいいぞ」と取引を提示したというのはありえない。蟹丘が自ら進んで海老山を警察に売り渡したのだろう。

　だが、なぜそんなマネをしたんだ？　三日前の事件のあった晩、海老山に対して蟹丘が何か敵てき意いを抱いだいているようには見えなかったし、なによりあの日は間違いなく蟹丘も安心して帰っていったはずだ。

　それがなぜ突然心変わりして海老山を警察に売り渡したのだ？

　……まさか。

　まさかとは思うが──さっきから傍聴席で俺に向かってあっかんべーをしているあの不良中学生となにか関係があるんじゃないだろうな。

　そういえばあの晩ばん、ダムから事務所へ戻って三人の訪ほう問もん客きやくを帰した後、あのクソガキは一人で事務所を出て行きやがったな。そのすぐ後で雪奈の晩ばん飯めしを食いに戻もどってきやがったが。

　まさかとは思うが、そのときに皐さ月つきが蟹丘の後を追い、海老山を警察に売れば自分は助かるぞ、と助じよ言げんしたとか……。

　は、はははっはは、まさかな。たかが中学生に、そんなわけのわからん知ち恵えが回るとは思えん。大体、そんなことをやる動どう機きが──いや、あのガキなら伊だ達てと酔すい狂きようでそこまでしたっておかしくないかもしれないが。

　ええい、そんなことを考えても仕方がない。

　とにかくはっきりしてることは一つ。もし蟹丘の証言がまかり通るようなことがあれば、確実にどこぞの弁護士会副会長がやってきて、喜びいさんで俺の弁護士免めん許きよを奪うばい取っていくことになるだろう。もちろん、海老山の有罪も確かく定てい。俺は〝無む敗はい〟と〝弁護士〟という二つの称しよう号ごうをいっぺんに失うわけである。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだ。

　なんとしても、いつわり、たばかり、丸め込んで蟹丘の証言を単なる戯ざれ言ごとにしてやらなければならない。俺は追い詰つめられると実力を発はつ揮きするタイプなのだ。多分。

　余よ裕ゆうぶった態たい度どでゆっくりと立ち上がり、悠ゆう然ぜんとした足取りで証言台のすぐ傍そばまで歩いて行く。そして真横から蟹丘に話しかける。正面からではない。横からだ。その方が威い圧あつするには向いている。

「さて、では伺うかがいますが蟹丘さん──」

「は、はい？」

　元々こうして証言台に立っていることに後ろめたさも感じていたのだろう、蟹丘の口調にはあっさりと動揺が見て取れるようになった。

「まず、被害者と被告人が揉み合いになったときのことからお伺いします。確か被告人が被害者に銃を突きつけられ、それで揉み合いになったんでしたよね？」

「はい」

「では、そのときあなたは何をしていたんですか？」

「だから言ったじゃないですか。僕も海老山さんに加勢しようとしたんですが、顔を思い切り殴られたって」

「それは分かっています。ですが、別にあなたはそれで気き絶ぜつしてしまったというわけじゃないんですよね？　その後のことも詳くわしく証言されてましたし」

「え、ええ」

「だとするとですよ、あなたは一発殴られた後は、二人が揉み合ってるところをただじっと見てただけということになりますよね？」

「え、ええ、まあ」

「ちょっと待ってくださいよ。あなたと被告人は親しい仲にあったんでしょう？　そのあなたの親友である被告人が、銃を持った男と揉み合いになっていたんですよ。一歩間違えれば生死にかかわります。にもかかわらず、あなたはぼーっと静せい観かんしてただけなんですか？」

「い、いや、それは、つまり、ほら、僕は顔を思い切り殴られたんですよ。それでかなり意識が朦もう朧ろうとしてたんです。到とう底てい助けに入ることなんて無む理りですよ」

「いえ、それは考えられませんね」俺はきっぱりと断だん言げんした。「だってあなたは事件の成り行きについてあんなに詳しよう細さいに証言してたじゃないですか。意識が朦朧としてたらそんなことは無理でしょう」

「そ、それは……そうかもしれませんけどですが」

　俺はこれみよがしにニヤリと笑った。

「それとも、今までの証言は翻ひるがえしますか？　今までの証言は朦朧とした意識の中で見た妄もう想そう同然の記き憶おくであったと」

「いえ！　違います、あれは妄想なんかじゃありません！　その、僕は一発強く殴られて怯ひるんでしまったんです！　それに、二人は銃を取り合って揉み合いをしていたんですよ、そんなところにヘタに割って入ったら、いつ銃が暴ぼう発はつするかも分からないじゃないですか！」

「なるほど。一発殴られて怯んでしまい、それで被告人を助けに入ることができなかったというわけですか」

「ええ、そうです！」

「しかし、あなたは先ほどは確かに、意識が朦朧としていたから助けに入ることができなかったと証言しました。その証言についてはもう翻すわけですね？」

「う……」

　途と端たんに蟹丘はトーンダウンした。

「そ、それは、まあ、ちょっと記憶が曖あい昧まいになっていたというか──あ、いえ、違います！　ちょ、ちょっと戸と惑まどって咄とつ嗟さにそう言ってしまったんです。なにせ裁判なんて初めての体験なものですから」

「蟹丘さん、余よ計けいなことは言わなくて結けつ構こうです。もう一度質問しますよ、あなたはさっき、意識が朦朧としていたから助けに入れなかったと証言しました。ですがその証言についてはもう翻すわけですね？　イエスかノーでお答えください。その他ほかに何かを口にする必要は一切ありませんから」

　蟹丘は散さん々ざん逡しゆん巡じゆんした挙あげ句く、とうとうその答えを口にした。いや、口にせざるを得えなかった。

「イ、イエス」

　してやったり。ニヤリと笑って次の質問へ。

「ではここで質問です。そんなにあっさりと証言を翻してしまうあなたを、どうやれば我々は信しん頼らいすることができるのですか？」

「い、異議あり！　証人を不当に陥れることを目的とした不必要な質問です！」

「弁護人、控ひかえてください」

「失礼しました裁判長。では次の質問に移りたいと思います」

　裁判長に向かって深ふか々ぶかと頭を下げ、再び証人に向き直り、横からささやくように次の質問を飛ばす。

「では蟹丘さん、次の質問です。先ほどあなたは、事件のあった夜、私に証拠を改ざんしろと指示されたと証言しました。なぜあなたはこんなウソの証言をしたのですか？」

　俺の質問に、誰だれもが呆あつ気けに取られたようにポカンと口を開けた。

「い、異議あり！　根こん拠きよのない言いがかり同然の質問です！」

「それはひどいですね堀内検事。根拠のない言いがかりをつけられたのはむしろ私の方だと思いますが」

「こ、この証人は貴き様さまが証拠を改ざんするよう指示した場面を実際に見聞きしておるのだ！　それを根拠がないなどと、一体どの口でほざくつもりだ！」

「では、同じくその場面を見聞きしていた私が断言します。私は証拠を改ざんしろなどと指示したことなどただの一度もありません。ゆえにこの証人が言っていることは単なる言いがかり以外の何なに物ものでもありません。堀内検事、もし反はん論ろんしたいのであれば、証言だけではなく物証によって示しめしてもらいたいものですな」

「う、うぐぐぐぐ……！」

　へっ、ざまあみろ。

　俺が指示したあの証拠改ざんの恐おそろしさはここにもあったのだ。たとえこのように裏うら切ぎり者ものが出ることで事が露ろ見けんすることがあっても、銃口が削られたと物証で立証することは不可能。証言だけなら、反対尋問で存ぞん分ぶんに反論してやることができる。

「ちょっと待ってください、弁護人」

　と、そこで俺を制せい止ししたのは裁判長だった。

「あなたの仰おつしやることは分からなくもありません。しかしこの証人の証言がウソだったかどうか、それを判断するのはあなたでも堀内検事でもありません。ですからこの証人の証言がウソであると断定するようなあなたの質問は却きやつ下かせざるを得ません。いいですね、弁護人？」

「了りよう解かいしました」

　まあ仕方がない。

　気を取り直して証言台の蟹丘をまた真横から睨にらみつける。

「では、次に──ここで一つ重要な質問をさせていただきたいと思います」

「な、なんですか？」

「蟹丘さん。あなたは今日ここで証言台に立つにあたり、検察側と何か司し法ほう取とり引ひきを行いましたよね？」

　そしてまたバタバタと堀内検事が立ち上がり、

「い、異議あり！　それは本件とは関係のないことです！」

「と、堀内検事がムキになって異議を申し立てるところを見ると、やはり司法取引はあったようですね」

「な、何を言うか！　推すい測そくで物事を語るんじゃない！」

「では堀内検事ご本人にお伺いしましょう。この証人と司法取引をしたんですか、しなかったんですか」

「ふ、ふん！　私に答える義ぎ務むなどないわ！」

　と、そこでガンガンと木き槌づちが鳴らされ、俺たちの議ぎ論ろんは中ちゆう断だんさせられてしまった。

「二人とも慎つつしんでください。この予よ備び審しん問もんにおいて、あなた方お二人が直接議論を交わす必要などまったくありません。ついでに、毎回毎回こんなくだらないことで注意をしなければならない私の身にもなって欲しいところですな」

　俺と堀内検事が口々に「申もうし訳わけありませんすいませんもう二度とやりません」と誓ちかったことは言うまでもない。いやマジで。

「しかし裁判長」と、俺は続けた。「いずれにせよ、検察側の異議は却下するべきでしょう。司法取引があったかどうかで、この証人がどのような立場にあるかを明めい確かくにすることができるわけですから」

「……ふむ。それは確かにもっともです。よろしい、証人は質問に答えるように」

　蟹丘は追おい詰つめられた顔で堀内検事の方を見やった。そしてもはや答えるしかないことを悟さとり、ゆっくりと口を開ける。

「え、ええ、確かにしましたが……」

「それはつまりこういう取引なんでしょうね？　あなたの証言によれば、あなた自身が直接被ひ害がい者しやの死に関係したわけではないことになります。ですが、被告人と共に遺い体たいをダムに投げ込むなどといった共きよう犯はん同どう然ぜんの行こう為いにはおよびました。もし被告人の有ゆう罪ざいが確かく定ていすれば、あなたも罪つみは免まぬかれないところでしょう。その罪を免めん除じよしてもらう代わりに、検察側証人として今その場に立っている。そういった取引を行ったんですよね？」

「ま、まあ、そういうことですが……」

「では次に。その取引は、あなたから自じ主しゆ的てきに警察に持ちかけたんですよね？」

「…………う」

「証人は質問に答えなければなりませんよ」と、裁判長。

「た、確かにその通りです」

「なるほど、そうですか。これはよく考えると大変なことですよ。これまでの審理を聞いた限り、警察や検察はあなたの証言を最大限に重じゆう視しし、今回の事件を起き訴そするに至いたったようです。この裁判はあなたの証言によって成り立っているも同然です。すなわち、あなたが裏切ったことで──と失礼、あなたが警察に取引を持ちかけたことで被告人が逮たい捕ほ・起訴され、裁判が始まったといっても過か言ごんではありません。となるとです、もしも被告人が有罪にならなかった場合、この裁判を始めるきっかけを作ったあなたは相そう当とう厳きびしい目で見られることになるんでしょうねえ？」

「……そ、そんなこと、知りませんよ」

「言い換かえると、検察と取引までしたあなたは、どんな手しゆ段だんを使ってでも、どんなバカげた証言をしてでも、被告人を有罪にしなければメンツが立たない。そういうことになりますよね？」

「ちち違います！　そんなことはありません！　言いがかりです！」

「ではここで質問を変えましょう。あなたは被告人とごく親しい関係にあると答えました。そんなあなたがなぜ、被告人を裏切ったのですか？」

「ぼ、僕は被害者も同どう然ぜんなんですよ！　強ごう引いんに海老山さんに連れられて、それでこんな事件に巻き込まれて！　裏切るも何もありません、僕は僕の身を守るためにできることをやったんです！」

「なるほど、よく分かりました。つまりあなたは強引に自分を連れて行った被告人に悪意を持っている証人であるということですね？」

「……い、いや、そ、れは……」

　俺はニコリと笑って最後の質問をぶつけ、息の根を止めてやることにした。

「ここでこれまでの証言を総そう合ごうしてみましょう。あなたは自分の証言をあっさりと翻ひるがえすことになんらためらいを持たず、親友として連れ添そってきた人物を警察に売り渡すことにも一切躊ちゆう躇ちよがなく、そしてこの審理においてはご自分を巻き込んだ被告人を深く恨うらんでおり、またもし被告人を有罪とすることができなければメンツを丸つぶれにされてしまう。あなたはそんな立場にある証人なのですね？」

「い、異議あり異議ありぃ！　こ、こんな悪意のこもった質問は許されるべきではありません！」

　うるせえぞチビ検事。

「以上で反対尋問を終了します」

「……よろしい」と、疲つかれた顔で裁判長。「なお、陪ばい審しん員いんに申し上げますが先ほどの弁護人の発言は不ふ適てき切せつなものであり、一切考こう慮りよの参考とする必要はありません。忘れてください」

「さ、裁判長！」ここで堀内検事が立ち上がった。「い、いずれにせよ、今の反対尋問だけでは弁護人が証拠改ざんを指示したという疑ぎ惑わくはまったく晴れておりません！　あらためて検察は法廷侮辱罪の適用を要求します！」

「裁判長！」と、負けずに俺も立ち上がった。「ただ今の堀内検事の発言通り、私が証拠を改ざんしたというのは、堀内検事とこの証人のみが主張しているただの疑ぎ惑わくに過ぎず、なんら信用できる物的根拠はありません！　法廷侮辱罪の適用など論ろん外がいです！」

　裁判長は、さも困ったような苦にが々にがしげな顔をして、

「まあ落ち着いてください弁護人。確かにあなたの言うとおり、弁護側が証拠を改ざんしたと断言できる証拠が提出されているとは思えません。ゆえに、私も現時点で法廷侮辱罪を科かすつもりはありません。しかし一方で、検察側の主張通り、疑惑が完全に晴れたとも言えないでしょう。よって法廷侮辱罪の適用については、今後の審理の動向を見み据すえた後、あらためて考こう慮りよすることとします」

　ようするに先さき延のばしにする玉たま虫むし色いろの判はん断だんということである。

　まあ今はこれでいいだろう。これ以上俺が証拠を改ざんしたと断言できる証拠が出てくることはない。改ざんの場面を見ていたのはもう海老山親子だけである。そしてあの二人が裏切ることは絶対にない。

　さて。だがそれはそれとして、俺はもう一つの点で堀内に復ふく讐しゆうしてやらなければなるまい。

「裁判長。弁護側としてもう一つ訴うつたえたいことがあるのですがよろしいでしょうか」

「……なんですか」

　微び妙みようにイヤそうだった。

「検察側がこれまでに証拠物件として提出した拳けん銃じゆうと薬やつ莢きよう、および銃じゆう弾だんについてですが、体内から検けん出しゆつされたという銃弾についてはともかく、現げん場ばに落ちていたというだけで未いまだ本件との関連性がなんら証明されていない拳銃と薬莢については、あらためて証拠から削さく除じよされるべきだと思うのですが」

「さ、裁判長！」と、今度は負けずに堀内検事が立ち上がる。「本件との関連性は先ほどの蟹丘氏の証言で明めい白はくとなったはずです！」

「しかし堀内検事」と、裁判長が口を挟はさむ。「山鹿弁護人が反対尋問で指し摘てきしたように、彼の証言だけでは決して充分な関連性が明めい示じされたとは言えないのではないですかな？」

「い、いえ、そんなことはありません！　そもそも、被告人が銃で被害者を撃うち、事件現場にその銃を投とう棄きしたという事実については弁護人もまったく否ひ定ていしようとはしていないではないですか！　となれば、我われ々われが後に現場で回かい収しゆうしたあの拳銃が今回の事件で使われた凶きよう器きであることは明白です！　た、確かに旋せん条じよう痕こんといった物ぶつ証しようで裏付けることはできませんが、状じよう況きようから見れば事件との関連性は明白です！」

「では堀内検事」と俺は口を挟んだ。「あなたは何者かが事件現場から銃を持ち去り、まったく別の銃を置いて立ち去ったという可か能のう性せいを否ひ定ていすることはできますか？」

「そっ──そんなことを言い出せばキリがなくなるわ！」

「ですが、まさしく刑けい事じ裁さい判ばんというのはそういったあらゆる可能性を検証して進めていくものでしょう。〝合理的な疑うたがいを差し挟はさむ余よ地ちなく犯はん罪ざいを立証すべし〟というあなた方検察に課された義務のことを、もうお忘れですかな？」

「ぬ、ぐぐぐぐぐ……」

　堀内検事がうめき、裁判長はため息を一つ吐ついてから裁さい定ていを下した。

「ではこうしましょう、検察側証拠物件ＡおよびＢ、Ｃとして提出された拳銃と薬莢は、一いつ旦たん検察に返へん却きやくします。堀内検事、あなたはもう一度詳しよう細さいにそれらの物件を調査し、何か関連性がないか調べてみてください」

「そ、それは構いませんが、ではそれでもし何も関連性を示すものが発見できなかったらどうなるのでしょう？」

「そのときはあらためて検察側証拠物件ＡＢＣとして受じゆ理りしましょう。ここは予よ備び審しん問もんであって公こう判はんではありません、〝被告人が犯罪を犯おかしたと疑うたがうに足る証拠〟が提てい出しゆつされればそれでいいのですから。しかし予備審問は後に行われる公判をスムーズに行うために、提出される証拠を吟ぎん味みする場でもあるのです。あなた方検察が拳銃と薬莢について今一度捜そう査さをやり直し、新たにこの事件との関連性を示すものを見つけることができれば、予備審問にしろ公判にしろ大きなプラスになります。そうは思いませんか？」

「い、いえ、まあ、仰おつしやるとおりですが」

　裁判長もなんだかすっかり口がうまくなったものだ。

「よろしい、ではそのように裁定します。弁護人、よろしいですね？」

「はあ、まあ結構です」

　ちっ。どっちにしろ証拠としては採さい用ようされちまうってわけか。まあいい、どうせ検察もこれ以上関連性を示しめす証拠など見つけられるわけがない。そのことが判明してからあらためていたぶってやれば、また活かつ路ろを見出すこともできるだろう。

「では審理を再開しましょう。堀内検事、次の証人をどうぞ」

「い、いえ裁判長」と、堀内検事が苦々しく言う。「本日予定していた証人はこれですべてとなるんですが……」

「そうですか。では本日の審理はこれまでとしましょう」

　そして裁判長は、陪審員たちにこの裁判のことは誰とも相談してはいけませんうんぬんとお決まりの約やく束そく事ごとを説明した後、今日の審理の終しゆう了りようを告つげる木き槌づちを鳴らすのであった。




　　十二月二十五日午後一時　山鹿法律事務所




「……どうもいくつか引っかかるな。おかしい」

　事務所に戻った俺は、自分で淹いれた緑りよく茶ちやを飲みながら一人つぶやいた。

「え？　あんたの頭がおかしい？　そりゃ前からじゃない？」

　すかさずいらんツッコミを入れる不良女子中学生。

「余よ計けいなことを言うな！　誰だれも頭の話なんかしてねえだろ！」

「ああ、ごめん、頭じゃなくて顔のことだったの？　いやでもどっちにしろ諦あきらめた方がいいと思うけど。その顔と頭だけはどんな名めい医いにも修しゆう理りはできないわよ」

「いい加か減げんにしろ！　顔と頭から離はなれろ！　ってか俺の顔と頭はそんなに変か!?　いや答えるな、答えなくていい！　ってか、そもそも俺はこんなしょーもない問もん答どうやってる暇ひまはねえんだ！　裁判のことだよ裁判の！」

「……忙いそがしいヤツね、あんたも。今日の裁判？　別にうまいことやってたじゃない。あたしは今度こそあんたの弁べん護ご士し免めん許きよもおしまいだと思ったんだけど」

「ふん、俺が免許を失うようなヘマを踏ふむわけがないだろ。ああそれよりもだ、お前のくだらんヘリクツを聞いて思い出したぞ。皐さ月つき、お前に聞いておきたいことがある」

「ん？　なによ？」

「今日出てきた蟹かに丘おかって証人がいただろう？」

「ああ、あんたたちを裏うら切ぎったヤツね？」

「そう、あいつだ。あいつが突とつ然ぜん俺たちを裏切った理由がどうしても分からないんだが……」

「そんなの、あたしに聞かれたって分かるわけないでしょ」

「まあそうだろうな。ところで皐月。少し話は変わるが、雪ゆき奈なのヤツ、二十四日のデートがダメになったって話をお前から聞かされてたっつってたよな？」

「へー、よく覚えてたわね」

「そんなことはどうでもいい。俺が聞きたいのは、なんで二十四日のデートがダメになることをお前が知ってたかってことだ」

　まさか──とは思う。

　だが、もしあの二十二日の晩ばんにこいつが何らかの悪わる巧だくみを実じつ行こうに移うつし、その結果、二十四日のデートが実行不可能になると知っていたのだとすれば、つじつまが合うのだ。

　そして、皐月は──ニヤリと笑ったのだ。

「ほーっほっほ、善ぜん行こーにしてはいいところに気付いたわね。じゃあたとえばこんなお話はどうかしら？　実はね、その晩はどこぞの悪あく徳とく弁護士が証しよう拠この改ざんなんて悪あく事じをしでかしていたのよ。でも、ある一人の美少女がそれを目もく撃げきしてたの。こっそり車のトランクに忍しのび込んで付いていってね。当とう然ぜん、正義の美少女としちゃあそんな悪事は見み逃のがせないでしょ？　だからその美少女は今回の事件で一番ワリ食ってそうな大人しい青年にこう持ちかけるのよ。あんたはこれから一生、人間をダムに放り込んだ罪つみに苛さいなまれ、パトカーの音に怯おびえる日々を送ることになる。でも、もしあんたが警察に行って洗いざらいしゃべる代わりに無む罪ざいにしてもらうっていう司し法ほう取とり引ひきを持ちかければ、罪つみに問われることもなくなって気も楽になるわよ、ってね」

「てっ！　てめえ！　やっぱりあれは全部てめえの仕し業わざだったのかよ!?」

　今回ばかりはブチ切れそうになった。おかげで俺は弁護士免許を失う一歩手前まで行ったのだ。堪こらえきれぬ怒いかりを視し線せんに託たくし、クソガキに叩たたきつける。今度という今度ばかりは許せん。

　しかし。当のクソガキには、まったく俺を恐おそれた様子すらなかった。

「おーっほっほっほ！　早とちりもいいとこね善ぜん行こー。今のは単なるあたしの考えを述のべただけよ、デタラメよデタラメ。裏うら付づける証拠の一つもないわ。でもまあ、なんだったら是ぜ非ひ今のあたしの話が本当だと証明して欲ほしいところよね。そうすればあんたが証拠を改ざんしたってことも事実になるわけだし！」

「う、うぐっ!?」

「ま、とにかくあたしにはなーんの関係もないことだわ。あたしに変な疑うたがいをかけてる暇ひまがあったら、明日あしたからの裁判の対たい策さくでも練ねってた方がよっぽどためになると思うけど」

　……なんてことだ。

　この俺が、こんなガキに言いくるめられてしまうとは。今日ばかりは敗はい北ぼくを認みとめざるを得ない。

　いや！　いやいやいや、違うぞ！

　そうだ、さっきこのガキがほざいたことは本当にただのデタラメ、蟹丘が裏切ったこととこいつはまったく関係などないのだ。そうだ、そうに違ちがいない。俺の完かん璧ぺきな策さく略りやくが、こんなガキに邪じや魔まされるわけがないではないか、はっはっは。

　蟹丘はただ後ろめたいことをした人間が抱いだく感情、すなわち罪ざい悪あく感かんに苛まれた結果、すべてを自白する代わりに自分だけは助かりたいという気になって警察へ駆かけ込んだのだ。うん、よし、これで解かい決けつ。過ぎたことはもう忘れて頭を切り替かえるべきだ。

「さて、と。あー、緑茶がうまいな」

「うわ、なんか白しら々じらしいこと言ってる」

　聞こえない。聞こえない。

　そんなことよりも明日の裁判に備そなえなくては。そう、今日の裁判をやっていて、どうしても腑ふに落ちないことがあったのだ。

「おい影かげ野の。お前は今日の審しん理りを聞いててなんか妙みように思うことはなかったか？」

「…………」

　返へん事じがない。

「おい影野、聞いてるのか？」

「…………ぐう」

「事務所に戻って早そう々そう寝てるんじゃねえ──────!!」














　はあっ、はあっ。まったくどいつもこいつも。

「ふあぁ。なんだよ、うるせえな。別にいつどこで俺が寝ようと俺の勝手だろう」

　俺の事務所で寝るときはせめて仕事の話を終わらせてからにしろ！……そう怒ど鳴なりつけてやりたいのは山々だったが、もうこれ以上関係のない議論で脳のう細さい胞ぼうを浪ろう費ひしたくもなかった。

「…………分かった、俺が悪かった。もういい、一人で考えるから」

　こんな居候いそうろうどもを頼たよろうとした俺が悪い。

　こんなとき唯ゆい一いつの常じよう識しき人じんである雪奈がいてくれたら──と思うが、雪奈のことを考え出すとまた君の瞳ひとみに乾かん杯ぱいで夜明けのモーニングコーヒーの後こう悔かいが襲おそい掛かかってくるので諦あきらめることにする。

　そう、そんなことよりもだ。

　今日の裁判が終わってからというもの、俺はどうも何か忘れているような気がしてならないのだ。

　今回の事件では、被ひ告こく人にんを逮捕・起訴に直接結び付けられるだけの証しよう拠こ物ぶつ件けんは出ていない。あるのは裏切った蟹丘の証言だけだ。

　そしてその蟹丘の証言もあれだけやりこめてやった以上、このままうまく審しん理りを続ければ、正せい当とう防ぼう衛えいなど主張しなくとも予よ備び審問成立の必ひつ須す構こう成せい要よう素そである「被告人が殺人を犯おかしたと疑うたがうに足る証拠」が提出されていないということでなんとか勝利まで持っていけるかもしれない。

　……はずなのだが。

　なんか引っかかるんだよな。何か見落としていることがあるような気がする。しかしそれがなんだか分からない。おかげでどうも嫌いやな予感が頭から消えない。

　ええいくそ、分からん。証拠が少なく、本来なら成立しないはずの裁判。その裁判を成立させることとなってしまった蟹丘の裏切り、そして今日出てきたすべての証言。それらを総そう合ごうすると、やはり何か重大なことを見落としているような気がしてならない。その見落としは、蟹丘の証言以上にこの裁判の趨すう勢せいを決めてしまうのではないか──そんな気さえする。

　ええい、くそ。考えても分からないとあってはもうどうにもならん。

　こういうとき、弁護士として用意しておく手段は一つ。たとえ今後どれほどやばい証拠や証言が出てきたとしても、裁判をひっくり返せるような保険をかけておくことだ。

「影野、起きてるな？」

「……できれば寝てることにしたいんだが」

「いいから聞け。お前に一つ手に入れてもらいたいものがあるんだが」

「影野に頼むってことは、確かく実じつにロクなものじゃないわね」

　クソガキがまた余よ計けいなことを言うな。

「お前らは俺に変な偏へん見けんを持ちすぎだ。別に違い法ほうなものじゃない、トカレフ用の銃じゆう弾だんを一発仕し入いれてもらいたいだけだ。いくらかかっても構わんぞ、どうせ必ひつ要よう経けい費ひで落とすしな」

　影野は体を起こすと、寝起きの不ふ機き嫌げんそうな目で俺を見た。

「……充じゆう分ぶん違法じゃねえか。銃じゆう刀とう法ほうだかなんだか知らないが、いいのか？　弁護士が許きよ可かなく銃弾なんぞ手に入れて」

「早とちりするな。俺が欲しいのは火薬も薬やつ莢きようも付いてない使用済みの銃弾だ。金きん属ぞくの塊かたまりを持ち歩くぐらいじゃ処しよ罰ばつの対たい象しようにはなんねーよ」

「なるほど。それなら確かに違法じゃないかもしれんが……一体何に使うつもりだ？　使用済みの銃弾なんぞ」

　俺はニヤリと笑った。

「そいつはもっともな疑ぎ問もんだが今の時点で答えるわけにはいかないな。なーに、俺の依い頼らい人にんを無む罪ざいにするのに使うだけだ、犯罪の片かた棒ぼうをかつぐようなことにはならんさ」

　すると影野は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように顔をしかめ、

「お前がそういうふうに理り路ろ整せい然ぜんと答えるときは大たい抵ていロクでもない結果が待ち構かまえてるような気がするんだが……。まあいい、確かに事件とはなんの関係もない金属の塊を渡わたすぐらいで俺が罪になるようなことはないだろうからな。分かった、なんとかしてやる」

「頼んだぞ、それも適てき度どに錆さびてるヤツにしてくれ。なんとしても明日の夜までには用意してもらいたい」

「相あい変かわらず注文が多いな。ま、トカレフが少し前に日本で流は行やったのは確かだからな。使用済みの弾たまの一発ぐらいなんとかなるだろう」

　よし。これでどうにか保険はかけられそうだ。

　とはいえ、いくら保険をかけたってすべてのリスクが軽けい減げんされるわけではない。そもそもこの保険をかけること自体が、新たなリスクを背負うということと同どう義ぎでもあるのだ。できることなら使いたくはないが……。

　とにかく、明日の裁判が何なに事ごともなく済めばそれでいいのだ。

　だが不ふ本ほん意いなことに、俺の記き憶おくが正しければ何事もなく終わった裁判などただの一度もないのだが。
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　　十二月二十六日午前九時五十九分　地ち方ほう裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい




　昨日きのう、ずっと俺が抱かかえていた嫌いやな予感。それが単たんなる予感で終わってくれたらどんなに良かっただろう。

　しかし法廷に入ってきてからというもの、ずーっとニヤニヤとしている堀ほり内うち検けん事じの面つらを見ると──やはり単なる思い過すごしであるとは到とう底てい思えない。チビ検事め、昨日裁判が終わったときはあんなに苦にが虫むしを嚙かみしめていたくせに。

　そんなわけで、俺は裁判長が審しん理りの再さい開かいを宣せん言げんするに至いたっても、不安を拭ぬぐい去ることができないでいた。

　そしてとうとうチビ検事が、その証人の名を呼ぶ。

「本日最初の検察側証しよう人にんは、烏い賊か村むら博ひろしさんです」

　……誰だれだそれは？　そんな固こ有ゆう名めい詞し、まったく聞き覚えがないぞ。




　証言台に立ったのは、年のころなら三十代後半、紺こん色いろのネクタイ・背せ広びろ・スラックスの三点スーツをきちっと着こなした渋しぶめのおっさんだった。履はいてる靴くつも渋い茶色をした革かわ靴ぐつだ。

　ただ、着こなしはともかくとしても、雰ふん囲い気きからしてサラリーマンにはまったく見えない。しかし、そのどことなく暗めで世せ間けんから爪つま弾はじきされたような雰囲気には、どことなく見覚えがあった。

　そう、まるで……どこぞの社会不ふ適てき応おう探たん偵ていのような。

　そしてもう一つ、少し気になることがあった。

　左足に怪け我がでも負おってるのか、少し足を引きずるような格かつ好こうになっている。まるで陸おかに上がった烏イ賊カのような。いや、陸に上がった烏イ賊カなんて見たことはないが。

「早さつ速そくですが烏賊村さん。まずあなたの職しよく業ぎようについて証言していただけますか？」

「は。私し立りつ探偵をやっています」

　む、やはり影かげ野のの同どう業ぎよう者しやか。

「では、今回の事件のあった十二月二十二日、あなたはどこで何をしていましたか？」

「はい。その日、私はとある方からの依い頼らいで、この事件の被ひ告こく人にんである海え老び山やま秋あき男お氏を一日中ずっと尾び行こうしていました」

　…………は？

　尾行してた？　被告人を？　それも、一日中ずっと？

　…………。

　……………………。

　な、なんだって───────!?

「あなたは事件のあった日、一日中ずっと被告人を監かん視ししていたわけですね？」

「はい」

「では、その日被告人の周囲でどんなことがあったのかもすべて知っているわけですね？」

「その通りです」

　なんてこった。

　世の中の探偵っつーのはどいつもこいつも暇ひま人じんばかりなのか？　何が悲しくて海老山秋男みたいな単たんなる大学生の尾び行こうなんてしていやがったんだ。

　……いや待てよ。そうか、考えてみればそれほど不ふ思し議ぎなことではないかもしれない。あいつの父親の海老山春はる彦ひこは有名な政せい治じ屋やである。敵てきはいくらでもいるはずだ。共きよう産さん推すい進しん党とうとか、同じ選せん挙きよ区くの他ほかの候こう補ほ者しやとか。そんな連中が、父親を失しつ脚きやくさせるために息子むすこを探偵に尾行させてスキャンダルのネタを探す──ありそうな話ではないか。

　しかしいずれにせよ、こんな証人が出てくるとなると、情じよう勢せいはよろしくない方向へ転ころげ落ちてしまう。

　昨日の裏うら切ぎり者もの・蟹かに丘おかの証言は俺が散さん々ざんけなして信用を地に落としてやった。しかしあれは、事件の詳しよう細さいを証言できるのが蟹丘一人しかいなかったからこそ有ゆう効こうだったのだ。もしここにもう一人、昨日の蟹丘の証言を裏付けることができる証人が出てくれば、証言の信用度はグンと増ますことになる。人間の心しん理りとはそんなものなのだ。

「では、二十二日にあなたが見た被告人の取った行動について詳くわしく証言していただきたいところですが──」と、チビ検事はこれみよがしに俺を見て笑いやがった。「この事件と関係ないことを証言させると審しん理りが無む駄だに長引いてしまいますので、その日の午後五時ごろのことに話を絞しぼりましょう。そのときあなたが目もく撃げきしたことについて証言してください」

「はい、分かりました。そのとき私は、尾行対たい象しよう者しやを追って竜りゆう宮ぐうダムに行っていました」

　その後、烏賊村が語ったことは、ほとんど……というか全部、蟹丘が昨日証言したことと同じだった。いわく、自分は三十メートルほど離はなれた岩の陰かげから見ていた上に、辺あたりは暗かったので細さい部ぶまではまったく分からない。ただはっきりしていることは、被告人と被ひ害がい者しやが揉もみ合いになり、とうとう被告人が銃じゆうを奪うばい取ったこと。その直ちよく後ごに一発の銃声が聞こえ、しばらくしてから二発目の銃声が聞こえたこと。その二発目の銃声の直後、被害者はばったりと倒たおれて動かなくなったこと──。

　見み事ごとなまでに蟹丘の証言を補ほ強きようするものだ。あらかじめチビ検事と綿めん密みつな打ち合わせをしていたのだろう、これでは反対尋じん問もんをさし挟はさむ余よ地ちもない。なにせ昨日の蟹丘の証言のときも、海老山が被害者と揉み合いの末、銃を撃うってしまったという経けい緯いについては、俺も一いつ切さい否ひ定ていしなかった。状じよう況きようによっては後のち々のち正せい当とう防ぼう衛えいを主しゆ張ちようする必要があったからだが、そこへきてこの証言とあっては、もはやどのように今回の事件が発生したかについては疑うたがいを差し挟む余地もない。

「──では、被告人が被害者の遺い体たいをダムに投げ入れるのを見てから、あなたはどうしましたか？」

「はい。まずは二人が立ち去るのを待ちました。その後、私も車に戻もどって彼らへの尾行を再さい開かいしようとしたのですが、これほどの大だい事じが起こったんですから一度依い頼らい人にんに報ほう告こくすべきだと思い、電話をかけました。その結果、尾行はいいから報告のために一いつ旦たん戻って来いという指し示じを受けましたので、尾行を中ちゆう断だんして依頼人の元へ戻ったんです」

　ほっ、それは良かった。ということは、この探偵は少なくとも証拠改かいざんの場面は見ていないようである。

　しかし堀内検事は、ここでさらなる驚きよう愕がくの証言を引き出すための質問を飛とばした。

「ところであなたは、今回の事件がダムの管理所へかけられた一本の匿とく名めいの電話により発覚したということをご存ぞん知じですか？」

「ええ、もちろんです。なにしろその電話をしたのは私ですから」

　……。

　…………。

　そうか。何か忘れている、引っかかることがあると思っていたのだが、これだったのか。

　納なつ得とくした。蟹丘は俺たちを裏切って警けい察さつにこの事件を密みつ告こくしたらしいが、だとしたら何も匿名でダムに通つう報ほうする必要などまったくないではないか。

　おそらく、こういうことなのだ。海老山を尾行していたというこの烏賊村という探偵が、ダムに匿名で通報。そして今回の事件が発覚し、ニュースで警察が捜そう査さを開始したことが発表される。蟹丘はどうみても逆ぎやつ境きようとか困こん難なんといったものに抵てい抗こう力りよくがあるようには見えない。どこぞのクソガキの介かい入にゆうがあった可か能のう性せいも捨てきれないし。そして、世せ間けんで騒さわがれるようになったニュースに不安を覚えた蟹丘が、自分だけの身を守るために警察へタレ込みに──。こう考えると蟹丘の突とつ然ぜんの裏切りもいくらか納なつ得とくできる。

　蟹丘以外に事件の目撃者がもう一人いたということ──昨日の証言を聞いて引っかかっていたのはこれだったのだ。そしてこのことは、昨日の段だん階かいで気付いて然しかるべきだった。検察側唯ゆい一いつの証人とも言える蟹丘を散々潰つぶしてやったからと、すっかり安心しきっていた。

　……いやまあ、よく考えるともう一人の目撃者が出てくると予よ測そくできたからといって、何か対たい策さくが立てられたわけでもないが。

「なるほど、あなたが匿名の電話をした張ちよう本ほん人にんだったというわけですね」と、堀内検事は続けた。「では、事件を目撃していたあなたがすぐに警察にそのことを通報しなかったのはなぜですか？」

　そうだ、堀内の質問はもっともだ。明らかに不ふ自し然ぜん過ぎるではないか。

「私はあくまで雇やとわれた探偵です。警察への通報よりも依頼人のことを優ゆう先せんします。たとえそれがモラルに沿そった行動ではないとしてもです。調ちよう査さ対象である海老山秋男氏の周まわりで起こったことは、警察よりも先にまず私の依頼人に報告する義ぎ務むがありました。その上で私がこの事件を通報するかどうかも、すべて依頼人が決めることです。だから事件の起こった日は一切通報はしませんでした。ただ翌よく日じつになって、私は依頼人からこの件を通報しても構かまわないと言われましたので、匿名でダムの管理人に報しらせたのです」

「なぜ警察ではなくダムの管理人に電話したのですか？」

「警察に直接通報すると、通話記録などあまり好ましくない証拠が残ってしまいますから」

「では、警察との接せつ触しよくをそれほど嫌きらったあなたが、こうしてみずから証言台に立ち、証言に応じてくれているのはなぜでしょう？」

「実は私は昨日の裁判を傍ぼう聴ちようしていたんです。それで、この事件を立証するには私の証言も必ひつ要ようなのではないかと思ったものですから」

「し、質問は以上です」

　堀内検事はわずかに頰ほおを引きつらせながら尋じん問もんを終えた。

　まあ無む理りもない。この烏賊村とかいう証人はようするに「おまえら検察があまりにも無む能のうだから加か勢せいしにきてやったんだ、少しはありがたく思えコラ」と遠まわしに言っているのだから。

　しかし──なるほど、そういう事情か。確かに筋すじはきちんと通っているように感じられる。

「弁べん護ご人にん、反対尋問を」

　裁判長に促うながされ、俺は何を尋たずねるべきか考える時間を稼かせぐために時間をかけてゆっくりと立ち上がった。

「烏賊村さん。まず最初にお尋ねしたいのですが、あなたのその依頼人というのは誰のことなんですか？」

「私の依頼人のことに関しては一切何も申し上げられません」

　烏賊村は即そく座ざに力強く答えた。

「しかし烏賊村さん、ここは裁判であなたは証人としてそこにいるのです。探偵には秘ひ匿とく特とつ権けんが保ほ証しようされていない以上、質問されたことには答えなければなりません。さもなければ法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいに問われますよ」

「まったく構かまいませんとも。罪つみに問われるからといって依頼人クライアントのことを暴ばく露ろするような探偵には、今後二度と仕事は来ないでしょうからね。法廷侮辱罪にしたければしてくださって結けつ構こうです。ただし、私は絶対にしゃべりませんから」

　うーん、なんと頑がん固こな。

　だがまあ海老山春彦なんて国会議員のスキャンダルを探さがすような人物となると、かなりの大おお物ものである可能性が高い。絶対に口を割わらないというのは理解できなくもない。俺が烏賊村の立場だとしても、同じことをするだろう。

　とそのとき、裁判長がチラリと俺を見た。法廷侮辱罪の適てき用ようを要よう求きゆうするならさっさとしろ、と言っているようだった。

　うーむ、どう脅おどしたってこの証人が依頼人について口を割ることはないように思える。俺としてはどんな手しゆ段だんを使ってでも訊きき出してやりたいところだが、それは観かん客きやくたちからしてみれば単なる証人いじめにしか見えないだろう。今回の事件では正せい当とう防ぼう衛えいを主張しなければならなくなるかもしれないのだから、世せ間けん体ていも多少は気にしなければならない。

　となると結けつ論ろんは明めい確かくだ。現時点でこいつに質問すべきことはない。

　幸いなことに、この烏賊村という男、俺たちが事じ件けん現げん場ばに赴おもむいて証しよう拠こを細さい工くしたことについては何も見ていなかったようだ。つまり、これで被告人の立場については多少不ふ利りになってきたが、何より優先しなければならない俺の弁護士免めん許きよにはなんら影えい響きようがないということでもある。まあとりあえず烏賊村の依頼人とやらは影野にでも探らせればいいとして、目もつ下かのところはこれ以上突つっつく必要もあるまい。

「では結構です。質問は以上です」

「そうですか。では証人は下がっていただいて結構です、堀内検事、次の証人を」

「分かりました。では検察側最後の証人となります、今一度因幡いなば刑けい事じに証言台に立っていただきます」




　烏賊村が足をひきずるようにして証言台を去り、入れ替かわりにでかい図ずう体たいにいかつい面つらを貼はり付けた因幡刑事が証言台に立つ。

　そしてここでまた──なぜか堀内検事がニヤリと笑って俺を見た。

　……もう勘かん弁べんしてくれ。そうやっていちいち分かりやすい反はん応のうをしてくれるのは俺としては大だい歓かん迎げいなのだが、それでまた厄やつ介かいな証言が出てくるのはやめて欲しいものだ。

「さて、では因幡刑事、お伺うかがいします。まず、昨日のことですが、あなた方はある新しい証拠を発見しましたね？」

「はい」

　まだなんか出てくるのかよ!?

「その証拠物ぶつ件けんをお持ちだと思いますが」

「はい、これです」

　そういって因幡刑事が取り出したのは──検察側証拠物件Ａ、裁判長が見直してこいと命じた拳けん銃じゆうだ。

「因幡刑事。あなた方が新たに見つけた証拠というのは、一体どのようなものなのですか？」

「被告人がこの拳銃を使用したと断だん定ていすることのできる証拠です」

　ざわっ。傍ぼう聴ちよう席せきから聞こえる雑ざつ音おんが一いつ瞬しゆん増ます。

　同時に俺の背せ筋すじにもなんだかざわっと寒さむ気けが走る。

「よろしい。ではその証拠を発見した経けい緯いについてお話しください」

「はい。昨日、我われ々われは検察側証拠物件Ａ、Ｂ、Ｃすなわち事件現場で発見された拳銃と薬やつ莢きようについての再さい調ちよう査さを命じられました。そこで我々は拳銃について再度詳くわしく調べた結果、ある証拠が付ふ着ちやくしていることを発見するに至いたったのです」

「それは、一体何ですか？」

「被告人の血けつ痕こんです」

　どよっ。傍聴席以下略りやく。

　そしてまた同時に俺の胃いの辺あたりがなんだかどよどよとうごめく。

「因幡刑事。なぜその血痕は、昨日まで発見されなかったのですか？」

「それには理由があります。血痕は拳銃のとても奇き妙みような箇か所しよに付ふ着ちやくしていたのです」

「それはどこですか？」

「今回の事件で使われたトカレフという拳銃は、一いつ般ぱんにオートマチック、自動拳銃と呼ばれています。こういった自動拳銃は、一発弾たまを撃うつごとにその反動を利用して銃の上部にあるスライドという部品を後ろに動かし、空からの薬莢を排はい出しゆつして次の弾を装そう塡てんするという動作をします。被告人の血痕が付着していたのはこのスライドという部品の内側だったために、昨日まで発見することができなかったのです」

「なぜそのようなところに被告人の血が付着したのでしょう？　説明できますか？」

「それは簡かん単たんに説明することができます。スライドという部品ですが、これはかなりの重量があり、弾を発射した際さいには高速で前後に動く上に、角のところが鋭するどくなっているんです。その関係で、もし拳銃の扱あつかいに慣なれていない素人しろうとが正しくない構かまえ方で銃を撃った場合、このスライドが後こう退たいし、また前に戻っていくときに親指の付け根辺りの皮ひ膚ふを挟はさんでしまうことがあるんです」

「なるほど。それで皮膚が切れ、血が付くということですね？」

「そうです。銃犯はん罪ざいが多発しているアメリカなどでよく報告されている事じ例れいです」

　なんてこった──と俺が内心で頭を抱かかえているとき。

　俺の隣となりに座すわっていた海老山が、やってはならないことをしやがった。

　右手の親指の付け根辺りを、はっとしたように左手で押さえたのだ。陪ばい審しん員いんや傍聴人たちの視し線せんが集まっているこのときに！

　バカ野郎と怒ど鳴なりつけてやりたい。が、できない。

　もう遅おそすぎた。ヘタに動どう揺ようしているところを見せないためにも、このタイミングで俺が何か指示をするわけにはいかない。

　そういえば、ふと思い出す。こいつが俺の事じ務む所しよで氏うじ神がみの治ち療りようを受けているとき、なんだかよく分からんが親指の付け根のところも治療してたな。あのときはなんでそんなところを怪け我がしたのか不ふ思し議ぎに思ったが……まさかこういうことだったとは。

「因幡刑事。あなたは当然その血痕についてＤＮＡ鑑かん定ていを行いましたね？」

「はい」

「結果はどうなりましたか？」

「被告人と一いつ致ちしました」

　堀内検事が嬉うれしそうな、満足そうな顔をしてこれみよがしに俺を見る。くたばってしまえ。

「ところで因幡刑事。あなたは被告人が被ひ害がい者しやとどのように殴なぐり合ったのかを調べるため、被告人の外がい傷しようについて写真を撮とりましたね？」

「仰おつしやるとおりです」

「その中には、被告人の右手を写したものもありますね？」

「はい。ここに持ってきました」

「見せてください」

　因幡刑事が提てい出しゆつした写真には、下に向けた手が写っており、右手の親指の付け根部分に小さな裂れつ傷しようを負っていることは誰だれが見ても明めい白はくだった。

　まずったな。できることなら反はん対たい尋じん問もんで「その証拠は裁判を有利にするために検察がでっち上げたものだ！　昨日まで出てこなかった血痕が突とつ然ぜん発見されるのはあまりにも不自然過ぎるではないか！」と主張したいところなのだが……。

　事じ実じつ、被告人の右手には裂傷があるのだ。これではどう捏ねつ造ぞうを主張したって信じてくれるお人好しはいないだろう。

　まずい。これはまずいぞ。

「裁判長閣かつ下か」と、チビ検事は法廷正面に向き直った。「これで事件現場で発見された拳銃が本件と関連性があることは立証されました。また、関連性があるにもかかわらず、この拳銃と体内から検出された銃弾の旋せん条じよう痕こんは一致しませんでした。これはつまり、昨日の証人である蟹丘氏の『弁護士の指示で証拠を改ざんした』という証言を裏付けることになるものと考えます。

　検察側としましては、あらためて拳銃と薬莢を証拠物件として受じゆ理りしていただくと共に、被告人の手を写したこの写真を検察側証拠物件Ｅとして提出したいと思います。また、それとは別に、山やま鹿しか弁護人には当然法廷侮辱罪の適てき用ようがなされるべきだと思いますが」

「よろしい、証拠については受理しない理由はありません」

　裁判長は横目で俺を睨にらみながら、さっさとそう裁さい定ていしてしまった。

「ですが、法廷侮辱罪の適用については見送るものとします。確かにこれで証拠が改ざんされた疑うたがいは強まったと言えるかもしれません。ですがそれが弁護人の指示であったのかを、一証人の証言だけで断だん言げんすることはできませんので。残念ですが」

　…………。

　最後の一言はなんだよ。そんなにあんたも俺に法廷侮辱罪を科したいのか！……いや、答えは聞きたくないが。

　まずいな。これはもうとてつもないピンチである。せっかく凶きよう器きの拳銃にはあれほどの小こ細ざい工くをかましていたのに、それもこれでパアだ。それどころかどう見ても裏うら目めに出てるし！

　くそ、今回の裁判じゃ俺は何かに呪のろわれてるのか？　証拠を改ざんすればバレるし、検察が提出した拳銃が証拠としてふさわしくないと主張すれば、あっさりと新しい根こん拠きよを発見してきやがる。正直者はバカを見るとはまさしく俺のことか。

　因幡刑事の尋問はまだ続く。

「では因幡刑事、本ほん筋すじに戻りましょう。まだこの法廷で提出されていない証拠はありますか？」

「はい、あります」

　因幡刑事はまた何か大きく引き伸のばされた写真を取り出した。

　なんだかよく分からんが、写っていたのは岩だった。

「それは何を写している写真なんですか？」

「事件現場付ふ近きんに落ちている岩の写真です。現場はダムのすぐ傍そばですが、ダムの反対側はかなり傾けい斜しやの急な斜しや面めんになっており、その斜面には大小の岩が転ころがっているんです。それで我われ々われは現場を綿めん密みつに捜査した際さい、事件現場から数メートルほどの高さのところにあるいくつかの大きな岩に、何かが衝しよう突とつしたと思われる比ひ較かく的てき新しい傷を見つけたんです」

「それがこの写真というわけですね？」

「はい。そういった痕こん跡せきは三箇か所しよで見つかりました。どちらの痕跡も、比較的新しいものです」

　堀内検事が俺のところまでやってきて、ニヤニヤしながら写真を何枚か置いて行った。

　写っているのは因幡刑事の証言通り、落らく石せき防ぼう止し用のネットに包つつまれた大きな岩だった。確かに何かぶつかったような、白く粉を吹ふいているような部分が写っている。なるほど、まさしく比較的最近何かが衝突してできた痕跡という感じはする。

「では因幡刑事。それらの新しく提出された証拠物件から、どういったことが分かるのでしょうか？」

「はい、ご説明します。

　まず、昨日の江え星ぼし博士はかせの証言について思い出していただきたいと思います。被害者の背中に残っていた、縦たてに裂さかれるような形をした射しや入にゆう口こうのことです。これは銃弾が真まっ直すぐではなく不ふ規き則そくな弾だん道どうで命中した、すなわち銃弾が何かに当たって兆ちよう弾だんしたことを示しめしています。また、被害者の体内から検けん出しゆつされた銃弾には、このことを裏付けるように何かに当たったような痕跡がありましたし、また事件現場付近に落ちていた岩にも、写真の通り何か堅かたいものがぶつかったと見られるような痕跡が二つありました。そして今回の事件の二人の目もく撃げき者しやは、二発目の銃声がした直後に被害者が倒たおれて動かなくなったと証言しています。

　これらを総そう合ごうすれば導みちびき出される結論は一つしかありません。つまり、被告人が被害者と揉み合っている最中に二発の銃弾が発射され、一発目は外れましたが、二発目の銃弾が被害者のこめかみの傍そばを通つう過かし、岩に当たって兆弾、そして被害者の背中に命中したのです」

　うーむ、合ごう理り的てきだ。証拠に裏づけられた合理的な推すい理り。

　観かん客きやくたちもまた納得したといわんばかりに、無む言ごんのままうんうんと顔を上下させている。

　被告人が撃うった弾たまは二発、そして被害者が銃殺されているという事実。間ま違ちがいなく、因幡刑事の今の証言が、この事件の真しん相そうなのだろう。いや、俺が納得しても仕し方かたないが。

「因幡刑事、ありがとうございました。裁判長、最後に検察側証拠物件Ｆとしてこの岩の写真を提出し、検察側の立証作業をすべて終えたいと思います」

「弁護人、証拠物件について何か異い議ぎは？」

「……ありません」

「よろしい、証拠として受理しましょう。では弁護人、反対尋問を行ってください」

　黙だまっているわけにもいくまい。

　俺はとりあえず疑ぎ問もんに思ったことを問とい質ただすために立ち上がった。

「では、この写真に写っている岩の傷きずについてお伺うかがいします。まず因幡刑事、あなた方にはこれがいつできた傷であるかを証明することはできませんよね？」

「ええ、まあ。ですが比較的新しい傷であることは明白です」

「この写真を撮とったのは、あなた方が捜査を開始した二十三日のことですよね？」

「ええ」

「では、比較的新しいとはいつからいつまでのことを指すのですか？」

　因幡刑事は少し考え込む素そ振ぶりを見せた。

「……少なくとも一日以内、二十二日から二十三日の間であることは間違いないと思いますが」

「ところで、あなたは岩の専せん門もん家かですか？」

「……は？　いえ、そういうわけではありませんが」

「では、その岩に付いた傷が新しいものであるとあなたが考えた根拠はなんですか？」

「いや、ですからそれは……見ての通り、この写真の傷には白い粉のようなものが付ふ着ちやくしています。岩が砕くだけるとこのような白い粉状になりますし、それがまだ風や雨で吹き飛んでいないということは、新しい傷であると判はん断だんする証拠になると思いますが」

「なるほど。ところで、この写真にも写っていますが、あの辺りの斜面は落石が多いのか、ネットで一いつ帯たいが覆おおわれていますよね？」

「仰おつしやる通りです」

「ではそれを踏ふまえてお尋たずねします。あなた方にはその傷が銃弾が兆弾した際にできたものなのか、はたまた落石で岩同士がぶつかったときにできたものなのかを区別することはできますか？」

「はい。少なくとも落石によってできた傷であるとは考えられません」

　……なんだと。

「そ、それはなぜですか？」

「写真を見ただけでは分かりにくいと思いますが、それは斜面にある岩を下から撮さつ影えいしたものなのです。ようするに、その傷は岩の上部ではなく、下の方に付いているものなのです。仮かりに落石があったとしても、そんな下の方に傷など付かないでしょう。もし疑ぎ問もんがあるのでしたら、どうぞ事件現場まで行って調べてみてください」

　ちくしょうめ、それならそうともうちょっと分かりやすい写真を用意しておけ！

　そうか、言われてみればもっともだ。海老山は斜面の下で貝かい柴しばにマウントポジションを取られていた。その体たい勢せいから銃を撃うって弾が兆弾し、被害者の貝柴に当たったとなれば、岩の下の方に当たったとしか考えられないだろう。

「し──しかし因幡刑事、そうであったとしても、岩の傷が人じん為い的てきに付けられたものなのか、はたまた兆弾によるものなのかを特とく定ていすることはできませんよね？」

「ええ、それは確かに。ですがまあ、兆弾以外にあんなところに傷が残る理由なんて考え付きませんが」

「……質問は以上です」

「よろしい。では本日の審しん理りはこれまでとします。明日からは弁護側の反はん証しようとなりますので。山鹿弁護人、準じゆん備びの方をしっかりお願いしますよ」

「はい、お任まかせください」

　と、ウソをつく。

　ダメだこれは。

　拳銃と薬莢に施ほどこしたとっておきの細工は役に立たなくなり、実際に被告人が被害者を撃ち殺すところを目撃していた証人が二人もいやがる。

　もう正攻法ではどうにもならん。やはり、やるしかないようだ。昨日からずっと考えていた、一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんのあの方法を。




　　十二月二十六日午後一時五分　山鹿法律事務所




　事務所に戻もどった俺は、早さつ速そく影野に尋ねた。

「おい影野。昨日頼たのんだ例のブツは調ちよう達たつできたか？」

「ああ、一いち応おうな」

　影野はまるで証拠物件のようにビニールに包まれた銃弾を懐ふところから取り出し、俺に放り投げた。

「ご注文どおり使用済ずみのトカレフの銃弾、今回の事件で使われたのと同じものだ。使用済みだから少し傷が付いてるが、それでいいんだろう？」

「ああ。これで充じゆう分ぶんだとも」

　必要な小道具はこれでいい。となると、あとはもう一つ──

「影野、お前にもう一つ頼たのみがある。お前、刑けい事じにコネがあっただろう。そいつを使って今回の事件に加わっている捜そう査さ員いんの一人と渡わたりをつけて欲しいんだ。それも、手て柄がらを立てて出しゆつ世せしたがってるような捜査員がいい」

「渡りをつけろだと？　まさか買ばい収しゆうでもする気じゃないだろうな？」

「買収だと？　はっ、まさか！　俺がそんな違い法ほう行こう為いをするような弁護士に見えるか？……いや、答えなくていい。とにかく、こいつは捜査員にとってもいい話になるはずだ。なにせ手柄を一つ立てられるんだからな」

「うわ、ますますキナ臭くさくなってきたわね！」と、呼んでもいないのにこの場にいるクソガキが横よこやりを入れる。「善ぜん行こーが警察に手柄を立てさせる？　企たくらんでる、絶ぜつ対たい何か企んでるわよこのイカサマ弁護士は。もうやめときゃいいのに」

「うるせえ、部ぶ外がい者しやは黙だまってろ」

「むっ。何よそのセリフは。あんたもう証拠に小細工して難なんを逃のがれようって企みは一度失敗してるんでしょ？　ガキじゃないんだから、ウソをついたらそのウソをかばうためにまたウソをつくことになるってことぐらい分からない？　これ以上変な小細工してまたバレたら、今度こそ弁護士免めん許きよも終わるわよ？」

　余よ計けいなお世せ話わである。

　この事件が終わったら、是ぜ非ひ次は〝共産主義女子中学生殺人事件〟とか起きないものだろうかと、俺は心の底から願った。

「山鹿、俺としても一つだけ忠ちゆう告こくしておきたいんだがな」

　と、影野までいつになく静かな口く調ちようで言い出した。

「……突とつ然ぜんなんだよ？」

「確たしかに今回はそのガキの言うとおりだ。今回の裁判はもうダメだろ、あれは。あそこまで失敗しておいて、いまさらまた小細工でひっくり返そうなんざ調子が良すぎるってもんじゃないか？」

「ふん、甘あまいな。前回の小細工が失敗したからっつって、今回も失敗するとは限らねーだろが。それにな、どうせすでに俺はどっぷりと泥どろ沼ぬまに浸つかってるんだよ。結果はどうあれ、もしこのまま今回の予よ備び審しん問もんが終しゆう了りようしたらどうなると思うか？　間ま違ちがいなく堀内検事は証しよう拠こ隠いん滅めつ罪ざいで俺を起き訴そするだろうよ。ま、裁判になれば俺の独どく壇だん場じようだ、どうとでも誤ご魔ま化かしてやるが〝証拠隠滅罪で起訴された弁護士〟なんてことになれば、弁護士協会のカタブツどもに何をされるか分からんからな。もう俺に残された道はこれ以外にねーんだよ。裁判をうやむやにして勝利する道しかな」

　影野はため息を吐ついてあっさりと説せつ得とくを諦あきらめた。

「分かった、俺としちゃ別に金さえ払はらってもらえばとやかく言う義ぎ務むもないんだからな。お前の注文通りにはしてやろう、それがどういう結果になるかは知らんがな。で、その出世したがってる捜査官にどう話を持ちかければいいんだ？」

「ああ、そうだな。明日の審理が始まるのは午前十時からで、竜宮ダムから法廷までは三十分はかかるだろうから……」

　俺は新聞紙を引ひっ張ぱり出すと、そこに説明のためマジックで事件現場付近のおおまかな見み取とり図ずを描かいた。

　これまでに出てきた証言、そして海老山秋男本人から聞いた話を総そう合ごうし、あれが落ちていても不ふ自し然ぜんではないポイントを割り出す。なおかつ、事件現場から適てき度どに距きよ離りがあって警察もまだ念ねん入いりには捜そう査さしていないであろう場所で、さらに車で乗り付けるのも簡かん単たんな場所といえば──ここしかない。

　俺は事件現場から東にある国道の、さらに東側をマジックで囲かこった。

「こう伝えてくれ。明日の午前九時ごろから、金きん属ぞく探たん知ち機きを使ってこの辺あたりををよく捜そう索さくしろ、そうすりゃ出世できるいい材料が見つかるってな。おっと、理由は聞くなよ」

「……いや、いい。お前が何を企んでるのかは大体見けん当とうがついた。ただ、午前九時に指定する理由が分からんな。なんでだ？」

　ニヤリと笑う。

「理由は聞くなと言っただろ。明日になりゃ分かるさ」

「……知らんぞ、どうなっても。まあいい、とにかく適てき当とうな捜査員を見つけてそう伝えはしよう。ただし、お前の企み通り動いてくれるかは知らんからな」

「動くさ。考えてもみろ、これまでに俺の思い通りにならなかったことなんてなかっただろ？」

「…………もう好きにしてくれ」

　次に俺が仕し掛かける手しゆ段だんこそ完かん璧ぺきにこの事件をひっくり返すことのできる最高の奥おくの手なのだ。失敗などあるわけがない。堀内検事は右う往おう左さ往おうして何がなんだか分からないうちに審理の延えん期きを求め、そしてその後は二度と審理が再さい開かいされることはなくなるはずだ。間違いない。

「ああそうだ、それからな影野。今日出てきた烏賊村って探偵がいただろ？　あいつについて何か知らないか？　一応、同業者だろう？」

　と、俺はあんまりアテにしないで訊きいた。以前から分かっていたことではあるのだが、どうも影野の友ゆう好こう範はん囲いは非ひ常じように限られたものらしいのだ。

　しかし俺の意に反して、影野は首を縦たてに振ふった。

「知ってる。優ゆう秀しゆうな探偵だ」

「とびきりか？」

「ああ、とびきりだ。俺が探偵見習いだったころ、講こう義ぎを受けたこともある」

「……そりゃまた厄やつ介かいだな」

　検察側の証人はできる限り無む能のうな方が都つ合ごうがいいんだが。

「他ほかに何かあいつのことで知ってることは？」

「大したことは俺も分からんぞ。以前は立りつ派ぱな探偵社を経けい営えいしてたはずだが、何かトラブルがあったとかでたたんだらしい。その後のことは知らん」

「そうか。じゃあとりあえずそいつのことも調べておいてくれ。あいつは依頼人の名前が出ることを極きよく端たんに嫌きらってたからな。依頼人の素す性じようが分かれば、あいつを脅きよう迫はくするダシにはなるかもしれん」

「……あんたってヤツは、ほんとに……いや、なんでもないわ。あたしももう何も言わないから」

　何なんだ、こいつらは。

　とにかく、これでいい。下した準じゆん備びは整ととのった。

　後は──日が暮くれるのを待つだけである。

　そして明日裁判は結けつ審しんし、明後日あさつては予定通りデートだ。金もある。この時じ期きならホテルの予約も取り放ほう題だいだろうし。

　クリスマスを取り戻すのだ。







[image: ]










　　十二月二十七日午前十時　地ち方ほう裁さい判ばん所しよ第三法ほう廷てい




　この日、俺は朝から眠ねむかった。

　別に大たいした理由があるわけではない。昨日きのうの夜、深夜二時まで車を運転して色いろ々いろとやっておく必ひつ要ようがあったからだ。

　さすがにそのまま裁判を迎むかえるのはちと辛つらい。しかしこれもすべて今日中に事じ件けんにカタをつけ、年内最後のチャンスになるであろう雪ゆき奈なとのデートを迎えるために必ひつ要ようなことなのだ。ふんばりどころである。

「では、審しん理りを再さい開かいします」と、裁判長。「弁べん護ご人にん、始めてください」

「分かりました」

　眠気を抑え込んで気持ちを切り替かえる。さすがにこの正しよう念ねん場ばであくび交じりに裁判をするわけにはいかない。

　時計を確かく認にんする。午前十時。俺の言葉に乗のせられて、欲よくの皮の突つっ張ぱった捜そう査さ員いんがすでにあれを見つけていてもまったくおかしくない頃ころだ。場所もある程てい度ど指し示じしておいたし、なおかつ金きん属ぞく探たん知ち機きがあればまず間ま違ちがいなく見つけられるはずである。

　となると俺もそうゆっくりはしていられない。誘ゆう導どう尋じん問もんテクを見せ付け、早そう々そうに俺が思い描えがいている方向へと導みちびいてやらねばならない。

「では弁護側最初の証しよう人にんとして、まず因幡いなば刑けい事じを喚かん問もんしたいと思います」




　今日も変わらぬ獣じゆう面めん──もとい渋じゆう面めんを貼はり付けた因幡刑事が証言台に立つのを見み計はからい、俺はまず裁判長に言った。

「裁判長。この証人は検けん察さつ側がわに属ぞくする証人です。私の依い頼らい人にんを断だん罪ざいしようという悪意──失礼、言い過すぎました、意い思しを持っているのは明めい白はくですから、誘導尋問が許きよ可かされるべきだと思いますが」

「はあ。その要よう請せいについては、私も認みとめるのにやぶさかではありませんが──」と、裁判長はなぜか呆あきれ顔になった。「あなたの場合、許可などなくとも充じゆう分ぶん誘導的な尋問をしてると思うのですが」

「ほっといてください」

　自じ覚かくがあるだけに言い返せない。

　まあいい、些さ細さいなことだ。気を取り直して証言台に向き直る。

「さて、では因幡刑事。まず確かく認にんしておきたいのですが」

「はあ」

「これまでに検察側は証しよう拠こ物ぶつ件けんとして拳けん銃じゆうを一いつ挺ちよう、薬やつ莢きようを二つ、そして被ひ害がい者しやの体内から検けん出しゆつした銃じゆう弾だんを一発提てい出しゆつしました。そうでしたよね？」

「ええ、そうでしたが」

「何かが足りないとは思いませんか？」

　意外な質問だったのか、因幡刑事は目をしばたたかせ、

「……なんのことでしょうか？」

「なに、単たん純じゆんなことですよ」

　と、俺は指を二本立ててＶサインを作った。

「いいですか、現場には二つの薬莢がありました。つまり、銃弾は二発発射されていることを意味します。そうですよね？」

「ええ、そりゃそうですが」

　ここで中指を折おる。

「しかし一方で、銃弾は一発しか提出されていません。とすると、残りの一発は一体どこへいってしまったのでしょうか？」

「さ、さあ……？」

「さあ、じゃありませんよ。ではなぜあなた方はその銃弾を見つけられていないのですか？」

「なぜ……と言われても困りますが。二人の目もく撃げき者しやの証言で、その銃弾は誰にも当あたらずどこかへ飛んでいってしまったということも明白になってますし、さして重要な証拠というわけではないはずです」

「ほう。あなたは今、重要な証拠ではないとおっしゃられましたね？」

「ええ、まあ、はあ」

「そう断だん定ていなさる根こん拠きよはなんですか？」

「いえ、根拠も何も、すでに被告人の罪つみを立りつ証しようする証拠は充じゆう分ぶん揃そろっているじゃないですか」

「本当にそう思っているんですか？」

「も、もちろんです」

「ではここで、あなた方が提出された検察側証拠物件Ｄ──被害者の体内から検出された銃弾についてお伺うかがいしたいと思います。その銃弾と現場に落ちていた拳銃の旋せん条じよう痕こんを比ひ較かくした結果、二つは一いつ致ちしなかったんですよね？」

「……それは確かにそうですが、しかし旋条痕が一致しなかった原因はあなたが改かいざんさせたからで──」

「余よ計けいなことは仰おつしやらなくて結けつ構こう。一致したのかしなかったのか、それだけお答えください」

　因幡刑事はさらに渋しぶい顔をしながら、

「一致しませんでした」

「結構です。つまり、旋条痕が一致しなかった以上、被害者の体内から検出された銃弾が現場に落ちていた拳銃から発射されたものであると一〇〇％断言することはできないわけですよね？　イエスかノーでお答えください」

「……そう尋たずねられれば、イエスとお答えするしかありません」

「しかしあなた方は、拳銃の銃身の内部が何者かに削けずられてしまったために、銃弾と拳銃の旋条痕は一致しなくなってしまったと、そう主張したいわけですよね？」

「その通りです」

「しかし、それを立証できる証拠はないわけですね？　たった一人の証人の証しよう言げんを除のぞけば」

「それは……そうですが」

「さて、そこでですよ。もしあなた方警察が、まだ見つかっていないもう一発の銃弾を発見できたとしましょう。そうすれば、被害者の体内から発見された銃弾と旋条痕を比ひ較かくすることができます。もし二つの銃弾の旋条痕が一致すれば、当然二つの銃弾は同じ拳銃から発射されたことになるわけです。そうですよね？」

「……はあ、それはそうです」

「ところがですよ。もし逆ぎやくに、二つの銃弾の旋条痕が一致しなかったとしたら、それは二つの銃弾がそれぞれ違う拳銃から発射されたということになります。すなわち、今回の事件で使われた拳銃が、少なくとも二挺はあったことになるわけです。いえ、現場で発見された拳銃の旋条痕と一致している銃弾もまだ発見されてないわけですから、一発目の銃弾を撃うった銃、二発目の銃弾を撃った銃、そして現場に落ちていた銃の三挺があったという可か能のう性せいすら否ひ定ていできなくなるわけです。そうなれば今回の事件はまったく違った展てん開かいになってしまうでしょう。そうですよね？」

「異い議ぎあり！」と、チビ検事が立ち上がる。「こ、こんな根こん拠きよのない仮か定ていの質問に答える必要などありません！」

「異議に従したがい、質問は取り下げましょう。しかしですよ、今堀内検事は根拠がないと主張しましたが、もし事件現場付近からもう一つの銃弾が見つかり、しかもその旋条痕がいずれの拳銃や銃弾とも一致しなかった場合、根拠がないどころか私の主張を裏付けることにもなるはずです。因幡刑事、そうじゃないんですか？」

「い、異議あり！　同じ理由で異議を申し立てます」

「認みとめます。弁護人は質問を変えるように」

「仕し方かたありませんね。では因幡刑事に、あらためて別の質問を」

「…………」

　因幡刑事の顔がこわばる。

「因幡刑事。ひょっとしてあなた方は、もう一発の銃弾をすでに発見しているのではないですか？　しかしその銃弾に付いていた旋条痕は、私が今主張したようにいずれの銃や弾とも一致しなかったのではないですか？　それゆえにあなた方はその銃弾の存そん在ざいを否ひ定ていし、見つかっていないなどとウソをついているのではありませんか？」

　一気に法ほう廷ていがざわめく。

　検けん察さつに対し、証拠を隠いん匿とくしているのではないかと指し摘てきしてやることは非常にインパクトがあって効こう果か的てきである。

「さ、裁判長！　なんら根拠のない質問で、短たん絡らく的かつ侮ぶ辱じよく的、本件との関連性、重じゆう要よう性せいもない質問であるとして強く異議を申もうし立てます！」

　俺は負けずに言い返した。

「しかし堀内検事。私には不ふ思し議ぎでなりません。世界でもトップクラスと言われるわが国の警察が、たかが銃弾一発見つけることができないということがあり得るのでしょうか」

「か、重ねて異議を申し立てます！　拳銃の飛ひ距きよ離りは三百メートル以上にもなるのです。それだけでも捜そう索さく範はん囲いは面めん積せきにして二十万平米以上になりますし、さらに角度や風向きといった条じよう件けん次し第だいでこの範はん囲いはさらに広がるでしょう。おまけに事件現げん場ば付近は片かたやダム、片や森になっているのです。ダムの底に沈しずんでしまえばもちろん、木の上の方にめりこんでしまうだけでも探し出すことは困こん難なんです」

「しかしですよ堀内検事」と俺も即そく座ざに言い返す。「現実に二発の銃弾が発射されており、うち一発はまだ発見されておらず、そしてその銃弾に付いている旋条痕次し第だいでは、この裁判の趨すう勢せいがひっくり返りかねないということは明らかなのです。これほど重要な証拠が未いまだ発見されていない状じよう態たいで、この審しん理りを続ぞつ行こうするというのはあまりにも理り不ふ尽じんです。私としましては被ひ告こく人にんの権けん利りを守る当とう然ぜんの処しよ置ちとして、その銃弾が発見されるまで審理を延えん期きすることを提てい案あんしたいと思いますが」

　俺と堀内の議ぎ論ろんがヒートアップするにつれ、傍ぼう聴ちよう席せきからの雑ざつ音おんも強くなっていった。

「静せい粛しゆくに！　傍聴人は静粛にしなさい！」

　裁判長が木き槌づちを鳴ならす──このとき。

　法廷に新たな動きがあった。

　突とつ然ぜん、二人の人物が入ってきたのだ。

　一人は背せ広びろを、もう一人は作さ業ぎよう衣いを着こなしている。とりあえず不ふ審しん者しやには見えない。

　本来ならその物もの音おとで法廷中の視し線せんが集まるところだったが、雑音がひどくなっていたせいかあまり気付いた傍聴人はいなかった。

　そして法廷に入ってきた二人のうち背広を着た方が、関係者以外立ち入り禁きん止しである柵さくの中に遠えん慮りよなく入ってきて、堀内検事に近寄り何なに事ごとか耳打ちしたのだ。

　途と端たんに堀内の顔色が明るくなる。

「さ、裁判長！　たった今報告がありました。事件現場で新しい証しよう拠こが発見され、その鑑かん定てい結けつ果かが出たそうです！　ここは少し手て順じゆんが狂くるうことになりますが、今すぐ我われ々われに捜そう査さ員いんの一人に証言をさせていただけないでしょうか。そうすれば弁護側の主張をすぐに否ひ定ていすることができるでしょう」

「なるほど。そういうことでしたら多少手順が変わってしまうことも認みとめるべきだと思いますが……。弁護人、いかがですか？」

「ええ、元はといえば私が主張したことでもあります。後で反はん対たい尋じん問もんする権利を保ほ証しようしていただけるのであれば、なんの異い議ぎもありません」

「それはもちろんです。ではよろしい、いささか変へん則そく的てきではありますが、因幡刑事には一いつ旦たん下がっていただき、ここで検察にその証人を尋問していただきましょう。堀内検事、証人はどなたですか？」

「はい。それでは吉よし田だ捜査員を」

　俺はニヤリと笑いたくなるのをなんとか堪こらえた。

　堀内検事め、まんまと引っかかりやがったな。常じよう識しき的てきに考えて、こんな都つ合ごうのいいタイミングでそんな証拠物件がぽーんと出てくるわけがない。自分の日ひ頃ごろの行いを顧かえりみればすぐ分かることだろうに。




「あなたの名前は？」

「吉田正しよう一いちです」

「この事件の捜そう査さに加わっている一人ですね？」

「その通りです」

「あなたはついさっきまで、事件現場である竜宮ダムの近くにいましたね？」

「はい。現場での捜査は一通り終わっていたのですが、ある理由で今け朝さはずっと現場の再さい捜査をしておりました」

「ではその結果、新しく見つかったものがありましたか？」

「はい。まずはこれを」

　ポケットからビニール袋ぶくろ入いりの銃弾を取り出し、堀内検事が受け取る。

「この銃弾は事件現場で新たに見つかったものですね？」

「はい」

「具ぐ体たい的てきな位置について証言してください」

「遺い体たいのあった場所から少し東へ行って斜しや面めんを登ると、南北に通る道路に出ます。道路のさらに向こう側はうっそうとした森になっていまして、この銃弾はそこで見つけました」

「その銃弾について何か調ちよう査さを行いましたか？」

「はい。我々は現場に落ちていた拳銃、それから被害者の体内から検出した銃弾と、新しく見つけたこの銃弾から合計三つの旋条痕を採取し、照しよう合ごうしました」

「その結果はどうなりましたか？」

　堀内検事が自信満々に尋ねる。

　さあ、答えろ捜査員吉田。チビ検事の鼻はなっ面つらを根ね本もとからヘシ折る強きよう烈れつな証言を！

「いずれとも一致しませんでした」

　どよどよざわざわ。

　どよどよざわざわざわざわ！

　法廷が一気にさわがしくなる。同時に、よっしゃあと俺は内心でガッツポーズした。

　すべて狙ねらい通りだ。

　まずこの事件で使われたのと同じ銃弾を影かげ野のに調ちよう達たつさせる。そして昨さく夜や、宵よい闇やみに紛まぎれて竜宮ダムまで車を飛ばし、そして──この事件とはまったく関係のない、いくら旋条痕を調べても無む駄だな銃弾をその辺の森に放り投げてきたのだ。

　今回の事件では俺が弁護人を務つとめると知って、警察も現場には並なみ々なみならぬ警けい戒かいをしていただろう。しかしどれだけ警戒していようが、明かり一つない真夜中の山道を通りがかるすべての車をチェックすることなど不ふ可か能のうだろうし、ましてや通りがかる車から暗くら闇やみの森の中へと銃弾が投げ込まれたことに気付くことなど絶ぜつ対たいに不可能だ。

　もっとも、ただ銃弾を投げ込むだけでは意味がない。警察にそのニセ銃弾を発見してもらう必要がある。

　そこで警察にコネを持つ影野の登場である。影野を通して手て柄がらを立てたがっている捜査官にこう持ちかけるのだ。今日の午前九時ごろになったら、これこれこういう場所を調べてみろ、きっとまだ誰も見つけていない重要な証拠が見つかるぞ、と。

　時間を指し定ていしたのは、もちろん今日の審理のこのタイミングで証拠が出てくるようにするためだ。事実、堀内検事はまんまとこうして証拠を提出してくれようとしているわけだ。

　いやはや、危き険けんを冒おかした価値はあった。見つかった二発の銃弾は、検察側の主張によれば二発とも同じ拳銃から被告人が発射したということになっている。だが、なぜかその二つの旋条痕は一致しなかった。これで検察側の主張は根底から崩くずれ去ることになる。もうこの事件を立証することは不可能だ。

　ざまあみやがれチビ検事が。今回も散さん々ざん手こずらされたが、これでようやく俺の弁護士免めん許きよも安あん泰たい、晴れて明日からのデートに、デートに──

「静粛に！　静粛にしてください！　命令に従したがわなければ退たい廷ていさせますよ！」

　裁判長が木槌をガンガン鳴ならして法廷に秩ちつ序じよを取り戻す。

　……と、このときであった。俺が何か奇き妙みようなことに気付いたのは。

　さっきからどうもおかしい。

　検察側の主張を根底から覆くつがえすような強きよう烈れつな証言が飛び出したんだぞ。なのに、なぜお約束の「なんだってー!?」という堀内検事の悲鳴が聞こえてこないのだ？

　俺は真正面にある検察側の席へと視し線せんを向けた。

　するとそこには、まるでこの事じ態たいを予よ期きしてましたよと言わんばかりの、平へい然ぜんとしたチビ検事の姿すがたがあった。

「ところで、吉田さん──」

　その瞬しゆん間かん、なにかとてつもなく嫌いやな予感がした。

「これまで散々捜査しても見つからなかった銃弾が、今回簡単に見つかったのはなぜなんでしょうか？」

「はい、それには理由があるんです。昨日のことなんですが、私は素す性じようの知れない人物からこんな話を持ちかけられたのです。今日の午前九時ごろに、事件現場から東へ少し行ったところを調べてみろ、そうすれば新しい証拠が見つかると」

　ぴしりっ、と俺の面つらの皮が石せつ膏こうのように剝はがれ落ちた──ような気がした。

　まっ、まさか！　まさかまさか!!

「それを持ちかけた人物が誰かは分からないんですか？」

「ええ。どうもその人物も、他の誰かに頼たのまれただけのようでしたし」

「なるほど。それで、その話を持ちかけられたあなたはどうしたんですか？」

　すると吉田は胸むねを張はって、

「こんな得え体たいの知れない指示に従うわけにはまいりません。すぐさま上じよう司しに相談しました」

　おいおい！　何を言い出すんだお前は！　手柄が欲しくないのか!?

「その結果、どう対たい応おうすることにしたんですか？」

「はい。すでに充じゆう分ぶんに捜査した現場から、新しい証拠が見つかるというのはあまりにも不自然です。しかもその何者かは時間を指定していました。これはひょっとして何者かが証拠を捏ねつ造ぞうしようとしているのではないかと思い、我々はすぐさま警戒のため事件現場付近に人を配はい置ちしたんです」

　ヤメテ。ヤメテクレ。

　もうそれ以上証言するんじゃない。こんな無む駄だな証言をさせてなんになるというのだ。すでに事件現場からは二つ目の銃弾が見つかり、それによって検察側の主張は覆くつがえされたのだ。それでもういいじゃないか、審理は中ちゆう断だんしよう。何が悲しくて俺たちはこんなに無意味なけなし合いをしなければならないんだ？

　ああ、異議を申し立てたい。でもできない。

　そして、いよいよ吉田の証言は佳か境きように入ってしまった。

「では吉田さん。その後、起きたことをすべてお話しください」

「はい。昨さく晩ばん──いえ、今日の午前二時ごろのことです。我々の張はり込んでいるところに、一台の車がやってきたんです。そんな時刻に車がやってくるというだけでも不自然だったのに、その車は暗い山道でライトも点つけず、その上、事件現場付近でスピードを落として運転していたのです。これは怪あやしいと我々が思っていたところ、突とつ然ぜんその車の運転席から、森の中へと何かが投げ込まれたのです」

　……。それはタバコだきっと。うん。俺じゃない。俺じゃないんだ。きっと夜道をライトも点つけずに運転することが趣しゆ味みな人がいて、タバコを吸すおうとしたけど火がないことに気付いてむしゃくしゃしてそのままタバコを捨すててしまったに違いない。

　……だから傍聴人の皆さん、そんな疑うたがいのまなざしで俺を見るのはやめませんか。

「何が投げ込まれたのか分かりましたか？」

「残念ながら何なに分ぶんそのときは夜遅くだったものですから、確かめることはできませんでした。ただ、夜間用のカメラを使ったおかげで、その通りがかった車のナンバーを撮さつ影えいすることができました」

　……。

　…………ハッタリ……だよな？

「その写真をお持ちですね？」

「はい。ここにあります」

「裁判長。これは本件とは関連がありませんので証拠として提出はしませんが、とりあえずご覧らんください」

　そういって堀内検事は裁判長に写真を一枚手て渡わたし──そして、ニヤニヤと笑いながら俺にも一枚差し出す。

　写っていたのは、夜間にライトも点けず走行中の一台のセダン。そして、その車についているナンバーは、まさしく──

「吉田さん。あなたはそのナンバーから、車の持ち主を割わり出しましたか？」

「はい」

「では、その持ち主の名前を証言してください」

「山やま鹿しか善ぜん行こうという人物です」

　……傍聴席は、かつてないざわめきに包つつまれた。

　俺の分ぶ厚あつい顔の皮も、これでもかというほどに引きつりきっている。

「吉田さん。それはつまり、弁護側の席に座すわっている、あの、山鹿弁護人のことですね？」

「はい。弁護側の席に座っている、あの、山鹿弁護人のことです」

　なんとなく思った。

　今度という今度は、もうダメかもしれない。

「では吉田さん。その車以外に、何か怪あやしい動きを見せた通行人はいましたか？」

「いえ、昨晩から今朝までずっと現場で見張っていましたが、そもそもあの場所を通行した車はそれっきり一台もありませんでした。まあこの季節ですと元から人通りの少ないところでしたし」

「ではその山鹿弁護人の車が不ふ審しんな動きを見せて通り過すぎた翌よく日じつ、つまり今朝になってから、あなた方はまた現場を捜査したわけですね？」

「はい。くまなく。そうしたら、以前捜査したときには見つからなかったはずの銃弾が見つかったのです。ちょうど、山鹿弁護人の車から何かが投げ込まれた辺りです」

　堀内検事が俺を見た。

　今すぐ大笑いしそうなほど頰ほおが緩ゆるんでいやがった。

　俺はここで過か去こ堀内検事に無む実じつの罪つみを着せられた傍聴人が、突然立ち上がってヤツに切りかかる展てん開かいを期待したが、残念ながらそんな展開にはならなかった。

　絶ぜつ望ぼう的てき。圧あつ倒とう的に絶望的だ。

　もうどうしようもないじゃないか、これは。

「裁判長。検察側証拠物件として新たに見つかったこの銃弾を提出したいところですが──残念ながらこの事件とは関係がないようですので、提出はしません。ですがこの私の言葉を含ふくめ、すべて記録にとどめておいていただきたいと思います」

「……よろしい」

　返事をしながら、裁判長は俺を横目で睨んだ。なんだか頭から二本ばかり角が生えているようにさえ見えた。

　……まずい。今度という今度は、もう誤ご魔ま化かしきる自信もないぞ。一体どんな手を使えば、この窮きゆう地ちを脱だつ出しゆつできるというんだ？　まさか車の写真を撮とられているとは思いもよらなかった。本当にもう、八はつ方ぽう塞ふさがりではないか。

　だが、俺に後こう悔かいする時間はなかった。

　なぜなら、堀内の尋問はまだ終わってなかったからだ。

「では、次に吉田さん。少し思い出してください、あなたは先ほど銃弾を提出するとき、『まずこれを』と言いました。『まず』というからには、他にも何か見つかったものがあるんでしょうか？」

「はい」

　……は？

「それはなんですか？」

「銃弾です」

　…………は？

「銃弾の種類は？」

「被害者の体内から検出されたものと同じタイプでした」

「それはどこで発見されたものですか？」

「先ほどの銃弾を発見したところから随ずい分ぶん離はなれたところです。我々は今回の出来事に関連して、念のため事件現場を再捜査してみたんですよ」

「そのときに発見されたというわけですね？　その新たに見つかった銃弾について旋せん条じよう痕こんなどの調査を行いましたか？」

「はい」

「結果を教えてください」

「はい。被害者の体内から検出された銃弾の旋条痕と、見み事ごとに一致しました」

　………………は？　ちょ、ちょっと待てよ、おい。それってつまり──

「つまり吉田さん。あなた方が見つけたその銃弾と、被害者の体内から発見された銃弾は、同じ拳銃から発射されたということですね？」

「そうなります」

「被告人は二発弾を発射し、そのうち一発は外れ、もう一発が被害者の体内から発見されました。すなわち──新たに見つかったその銃弾こそが、弁護人が先ほどから要求してやまなかった被告人が撃った一発目の銃弾であるということですね？」

「そうとしか考えられません」

　な、なんだって──────!?

　なんてこった!!

　警察が見つけられなかった一発目の銃弾。その状じよう況きようを利用して、俺は事件とは関係のない銃弾を置いてきて、検察の主張を根底から覆くつがえそうとした。

　だが──裏うら目めに出た。俺が銃弾を置き、警察に現場を再捜査させたことがきっかけとなって、本当に一発目の銃弾が発見されてしまったというのだ。なんて運の悪さだよちくしょう。

　しかもその旋条痕は被害者の体内から検出された銃弾と一致。検察側の主張は見事に裏付けられ、俺が拳銃のライフリングをいじくった疑いはさらに強まることになる。

　おしまいだ。完かん璧ぺきにおしまいだ。もうどうやったって言い逃のがれなどできない……。

「裁判長。まずはこの銃弾を検察側証拠物件Ｇとして提出します」

「よろしい、受理します」

　裁判長も、もう俺に確認しようとすらしない。

　堀内検事は過去見たことがないほど勝ち誇ほこったような嬉うれしそうな顔をして、証人に尋問の終わりを告げた。

「ご苦労様でした吉田さん。質問は以上です」




　だが、異い変へんはそのとき起こったのだ。




「え？」

　と、吉田はなぜか驚おどろいた表情で言った。

「あの、これでもう終わり……ですか？」

　すると今度は堀内が目を白黒させる。

「ええ、終わりです。何か不ふ都つ合ごうなことでも？」

「いや、ですからあの、現場で新たに見つかったのは銃弾が二つと薬やつ莢きようが一つですよ？　薬莢の方は提出しなくていいんですか？」

「……………………は？」

　……………………は？

　……………。

　………。

　ヤッキョウ？　いや、ラッキョウと聞き間違えたかな？

「ちょ、そ、それは……何のことですか？　カレーでも食べてたんですか？」

　堀内が俺の疑問を代弁する。同じ発想をしてしまったことがちょっと虚むなしい。

「いえ。ですからあの、現場で新しく見つかった薬莢のことです。銃弾と一いつ緒しよに」

　ラッキョウではないらしい。間違いなくヤッキョウのようだ。

　ふむ。銃弾に続いて薬莢も見つかったのか。

　しかし妙みようだな。なんでそんなところに薬莢が落ちてたりするんだ？　おかしいじゃないか、俺が密ひそかに放り投げてきたのは間違いなく銃弾だけだ。だから現在三つの銃弾が存そん在ざいすることになる。そして被告人・海老山が撃うった銃弾は二発で、そのとき生じた二つの薬莢は裁判所が厳げん重じゆうに管かん理りしている。つまり、三つ目の薬莢など存在するはずが……するはずが──

　…………。

　海老山が撃った銃弾は二つで、現場には三つ目の薬莢。

　まさか。

　冷静に考えろ俺。三つ目の薬莢が見つかる理由。俺が置いたのではない。俺以外に証拠をでっち上げようと考えるヤツがいるとも思えない。

　つまり、その薬莢は事件が起こったときからずっと現場にあったのだ。今まで発見されなかっただけで。

　とすると──三つ目の薬莢が出てきた理由なんて、たった一つしかないではないか！

「さ、裁判長！」

　突とつ然ぜん堀内検事が叫さけんだ。どうやら俺と同じ推理をしたらしい。

「その、少しばかり想そう定てい外がいのことが起こりましたので、事じ態たいを正確に把は握あくし審しん理りをスムーズに進行させるため、少しばかり休きゆう憩けいする時間をいただけないでしょうか」

「異い議ぎあり！」

　俺はすかさず机つくえをガツンと殴なぐりつけた。

「新たに薬莢が発見されたという証言がなされ、記録されました！　休憩も結けつ構こうですが、その前にまず弁護側の当然の権利として反はん対たい尋じん問もんの機き会かいを与えていただきたい！」

　堀内検事のあの態たい度どを見る限り、今度こそ何か想定外のことが起こったのだ。検察側にとって不利なことは、すなわち弁護側にとっての有利。

　チャンスだ。これは恐おそらく、俺の弁護士免許を繫つなぎ止め得る最後のチャンスになるはずだ。逃のがすわけにはいかない。

「お二人とも、まずは落ち着いてください」と、この展開に至っても冷静さを保ち続けていた裁判長が言った。「確かにどうも検察側にとって想定外のことが起こったようです。しかしだからといって先ほどの証言の真しん意いを明らかにしないまま、休憩を与あたえてしまっては弁護側に不利というべきでしょう。ですが、このまま弁護側の反対尋問に移い行こうするのも適てき切せつだとは思えません。よって、ここは公こう正せいを期きすために本官が直接質問することとします」

　また微び妙みように灰はい色いろな決断を……。まあいい、せっかくの証言を逃にがしてしまうよりはマシだ。

「吉田さん、お答えください。あなたは今薬莢が見つかったと証言しましたね？」

「はあ」

「その薬莢をお持ちですか？」

「ええ」

「提出してください。余よ計けいな混こん乱らんを防ふせぐために、その証拠はこちらで管かん理りします。……よろしい、では次に吉田さん。この証拠が見つかった経けい緯いについて、詳くわしく証言してもらえますか」

「え、ええ。いえ、別に大したことじゃないんですが。先ほども申し上げましたが、山鹿弁護人が何かしたのではないかと思い、我々は今け朝さから現場を再さい捜そう索さくしていたんです。そうしたら、その薬莢が見つかって、それから先ほど提出した銃弾も……見つかったんです」

「あなた方は新たに見つかったその薬莢に付いている撃げき針しん痕こんについて調べましたか？」

「ええ、もちろんです。現場に落ちていた二つの薬莢、それから拳銃から採さい取しゆした撃針痕とも比ひ較かくしました」

「その結果は？」

「現場に落ちていた二つの薬莢とは一致しませんでしたが、拳銃の撃針痕とは一致しました」

　はあ!?　ちょ、おま、それはどういうことだよ!?

「なるほど。確か現場に落ちていた二つの薬莢に付いていた撃針痕は、証言によれば何者かに削けずられたということでしたが、拳銃の撃針が細さい工くされたという話はなかったはずです。となると、その薬莢は検察側証拠物件Ａの拳銃で撃たれたものと解かい釈しやくするのが妥だ当とう、ということになりますな？」

「え、ええ、仰おつしやるとおりです」

「ふーむ、それはまた面めん妖ような……。一体どうなってるんでしょう」

「さささ裁判長！」と、堀内検事が立ち上がった。「何も悩なやむことはありません、これは陰いん謀ぼうです！　山鹿弁護人が銃弾と一いつ緒しよに薬莢も置いてきた、それだけのことです！」

「しかし堀内検事、それはおかしくありませんか？　新たに見つかった薬莢には、拳銃と同じ撃針痕が付いていたんです。弁護人がそんな薬莢を手に入れられるとは思えませんが」

「うっ、ですからそれはその、弁護人が事件現場を訪おとずれたときとか、とにかくどこかで手に入れていたに違いありません！」

「それも妙ですな。そもそもあなた方の主張からすると、三発目の薬莢が存在することはないはずではないのですか？」

「うぐっ！　ですが裁判長！　あの弁護人は違い法ほうギリギリの手段を駆く使しし、法廷をしっちゃかめっちゃかにかき回してはそのドサクサに紛まぎれて依頼人を無む罪ざいにしてしまうという法廷戦せん術じゆつに長たけた弁護士なのです！　これはきっと弁護人が我われ々われを陥おとしいれるべく、仕し組くんだ罠わなであるに違いありません！　そもそも裁判長、吉田捜査員の証言によって、弁護人が銃弾という証拠を偽ぎ造ぞうしようとしたことは明らかです！　もう言い逃れもできないでしょう、今度こそ法廷侮辱罪を適用すべきです！」

　うわ、議論をすり替かえやがった。しかし裁判長はそのことを指し摘てきせず、俺の方をジロリと見下ろした。

「堀内検事の主張は一いち理りありますな。新たに見つかった薬莢のことは不明な点がありますが、それを解決するためにも弁護人、あなたからも正せい確かくな事情は聞いておくべきでしょうな。確かにこれまでに出で揃そろった証拠や証言を見る限り、私としても法廷侮辱罪の適用は避さけられないと考えていたところです。あなたから適切な弁べん明めいがあれば別ですがね」

　最さい後ご通つう牒ちようがきた。

　俺は悟さとった。

　これが最後のチャンスだ。

　せっかく手て柄がらを立てさせてやろうとした吉田とかいう捜査員に裏切られ、現場に行ったところを写真にまで撮とられていては、もう俺は銃弾なんぞ置いてないと主張したって絶対に無む駄だだ。

　はっきり言って事じ態たいは絶望的、裁判長を納なつ得とくさせられるだけの抗こう弁べんができない限り、法廷侮辱罪の適用は免まぬかれないだろう。そしてこのまま裁判が終われば確かく実じつに証しよう拠こ隠いん滅めつ等とうの罪つみで起き訴そされ、弁護士免許の剝はく奪だつどころか豚ぶた箱ばこ入いりになる可か能のう性せいすらある。晴れて俺は人生の負け組に仲間入り、今後は二度と日の下を歩けぬ人生を送るハメに──。

　ええい、そんなことになってたまるか！　せっかく手に入れた弁護士という名の権けん力りよく──もとい、職なのだ、こんなことで手放してたまるか！

　考えろ、考えるんだ俺。

　チャンスはもうここしかない。そう、唯ゆい一いつ手がかりがあるとすれば、堀内検事があんなに驚おどろいていた薬莢だ。あれにきっと突とつ破ぱ口こうがあるはずだ。

　なぜあんなところに三発目の薬莢があった？　なぜだ？　俺が置いたわけじゃない。堀内が置いたわけでもない。俺たち以外の誰かが置いたとも考えられない。

　被告人が撃った弾は二発。その二発分の薬莢はすでに見つかっている。

　では、三発目の薬莢が見つかるとしたら、その理由は──




　ぴっかーん。




　そのときだ。俺の黄こ金がね色いろの脳のう細さい胞ぼうが、きらっと光った。

　あった。

　ふっふっふ、やはり俺は天才弁護士だ。それも追い詰つめられたときに力を発はつ揮きする底力タイプだ。

　三発目の薬莢が存在した理由についてはひとまず置こう。一つだけある。法廷侮辱罪と証拠隠滅罪で前科はおろか懲ちよう役えきさえ科かせられかねず、弁護士免許はもはや風ふう前ぜんの灯ともしび、誰がどう見ても絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのこの最悪の状じよう況きようを脱だつし、それどころかさらに被告人を無罪にさえし得る、究きゆう極きよくの──ハッタリが。

　ふっふっふ、と俺は笑った。始めは静かに、やがて大きく。堀内検事を嘲あざけるように。

「……べ、弁護人？　どうかしましたか？」

「いえ、失礼しました裁判長。分かりました、納得のいくよう説明いたします。まず──認みとめましょう、確かに私は昨晩事件現場へと赴おもむき、車内から銃弾を外に投げ捨てました。そしてさらにそのことを捜査官の一人に伝え、現場を再捜査させ、銃弾を見つけさせたのです」

　どよっ、と法廷がどよめく。

　これには意外だったのか裁判長も目を白黒させた。

「み、認めるのですか弁護人？　そんなことを？」

「ええ、認めますとも。ですが、私は被告人の権けん利りを守るために、あえてそうしなければならなかったのです。

　なぜ私がそんなことをしたのか？　それをお答えする前に、まず先ほど提出された薬莢について申し上げます。あれは私が置いたものではありません。あの薬莢は、警察が今日見つけた二つ目の銃弾と同じで、最初からあの場所にあったにもかかわらず、警察が見つけることができないでいた証拠の一つだったのです！

　そして私は、そういったまだ発見されていない証拠が現場に存在することを予よ見けんしていたのです！　しかし警察・検察は共に証拠はすでに充分出で揃そろっていると主張し、それ以上なんら捜査を行おうとしませんでした。

　そこで私はあえて夜中に事件現場に銃弾を投げ込み、一方でそのことを警察に伝えるという手段に出たのです！　その理由は単純にして明白、現場を再捜査させ、まだ見つかっていなかった銃弾と薬莢を発見させるためだったのです！」

「なっ！　なにいいいいいぃぃぃぃぃ!?」

　おおおおおおおおおおお！

　傍聴席がどよめいた。いや、どよめくなどという可愛かわいげのあるものではない。それは怒ど号ごうであった。あの弁護人はそんなことまで考えていたのか──と。

　ふう。とりあえず、咄とつ嗟さに思いついたハッタリにしては最高の出来だったらしい。

　もうここまできたら引っ込みはつかない。

　俺は自じ信しん満まん々まんの笑えみを浮うかべながら続けた。

「では、なぜ三発目の薬莢が出てきたのでしょうか？　その理由は一つです。我々はずっと誤ご解かいしていたのです。現場で発見された拳銃からは、二発の銃弾しか発射されていないとね。違うのです。被告人たちですら気付かないうちに、三発目が撃たれていたのです！」

「べ、弁護人」と、裁判長が声を絞しぼり出した。「た、確かにあなたの主張どおりだったとしたら、あなたの取った行動も理解できなくはありませんが……。しかし、仮かりに三発の銃弾が発射されていたとしてですよ。それは一体何を意味するというのですか？　あなたは一体何を主張するおつもりなんですか？」

　もうこうなったら後には引けまい。俺はいくつもの事件を手がけてきた自分の経けい験けんを信じ、何も考えずに本能のまましゃべった。

「もちろん答えは明白です。そもそも、私が弁護人として行動するのはすべて私の依頼人のためなのです。今回も例外ではありません。私が主張したいことはただ一つしかありません。すなわち、被告人は無む実じつであるということです！　被害者を撃うち殺した犯はん人にんは、他ほかにいるのです！」

　ほんとかよっ!?

「だっ、誰なのですか弁護人？　その犯人とは!?」

　俺に聞くなよ！

　心底、自分で自分にツッコミを入れたいと思う。本当に真犯人なんているのかと。

　ええい、いずれにせよもう後には引けないところに来ているのだ、もうどうとでもなれ。今このときだけは俺のことを弁護士ハッタリ君と呼んでも許してやる。

「裁判長。もちろん私は真犯人をこの法廷で明らかにするつもりでおります。ただ……ですね裁判長、それはそれとしましてというか、ほら、先ほど堀内検事から休憩の提案があったじゃないっすか。証人尋問が一息ついた今、あらためて堀内検事のために、私はあんまり気が進まないんですがね、あくまで堀内検事のために、弁護側としても休憩に同意したいと思いますが」

「……は？」




　　十二月二十七日午前十一時三十分　弁護側控ひかえ室




　ふう。俺は控え室に戻ると、ようやく顔のこわばりを解といた。

　我ながら行き当たりばったりだったが、どうにか窮きゆう地ちは逃れることができた。一時的にかもしれないが。

　なんとか休憩を取ることはできた。本当に真の犯人がいるのか、この短い休憩時間でなんとしてでも合理的な説明を考えておかなければならない。

　だがその前に──俺はとりあえず最初に影野を問いつめることにした。

「おい影野、どういうことだよ！　お前が話をつけたっつー捜査員、あっさり裏切りやがったじゃねーか！」

　しかし当の影野は俺の抗こう議ぎなどどこ吹く風、小指を突つっ込んで耳掃そう除じなどをしつつ、

「ふん、知るかよ。俺はお前の指示通りにしただけだ、そんなところまで責任もてねーよ」

「そーよそーよ。今回のあんたの小こ細ざい工くはこのあたしから見ても穴あなだらけだったわ。あたしが直接手を加えるまでもなくこうなることは最初から明白だったわよ！」

「なっ……」

　よりによって中学生のガキに言われるのは心しん外がいである。

「俺の策さくのどこが穴だらけだってんだ!?　言ってみろよ！」

「ふっ、いいわ！　教えてあげるから耳かっぽじってよく聞きなさい！」

　皐さ月つきはざっと前まえ髪がみをかきあげ、そして俺に向かってびしっと指を突きつけた。

「いい!?　まずこれまでにもあんたは裁判のためにどう見ても犯はん罪ざいとしか思えないような行こう為いを繰くり返してきたわ！　自分がどれだけ検察とか警察の恨うらみ買ってるかぐらい知ってるでしょ!?　このタイミングでそんな得え体たいの知れない話を警察にもって行けば、誰だってあんたの関かん与よを疑うたがうわよ」

「うぐっ」

「それでもって、あんたが影野に話を持ちかけさせたのは手て柄がらを立てたがってる欲よくの皮の突つっ張ぱった捜査員だったんでしょ!?　その捜査員にしてみれば、たかが証拠を一つ見つけるよりどこぞの悪人弁護士を断だん罪ざいするきっかけを提供した方がよっぽど手柄になるに決まってるじゃない！　裏切られるのは当然の帰き結けつだったのよ！」

「なっ、なにいいいいぃぃぃ!?」

　な、なんてこった。

　悔くやしいがこのクソガキの言っていることはあまりにも頷うなずけてしまう。

　そーか、よく考えるとそうだよなあ。俺を断罪できる証拠なんて見つけた日には、警察と検察から山ほどの礼れい状じようが送られてくるに違いない。

「くっ、仕方がねえ。ま、まあ過ぎたことをウダウダ言っても仕方ねーよな、もう忘れるとしよう。とにかく三発目の薬莢って突とつ破ぱ口こうはできたんだ、後はなんとしても真犯人をでっち上げ──じゃねえ、見つけ出すしかない」

「話をすり替かえたわね」と、クソガキ。

「ああ、逃げたな」と、ヘボ探偵。

「うるせえっ、外がい野やは黙だまってろ！」

　ええい、どうせこいつらにとって俺の今の絶望的な立場のことなんざ完全に他ひ人と事ごとなんだろう。

　結局、最後に頼たよれるのは自分しかいないのだ。俺はとにかく考えることにした。銃じゆう弾だん偽ぎ造ぞう作戦は失敗した。まあそれについては仕方ない。問題は新たに見つかった三つ目の薬莢の意味、そして本当に真の犯人がいるのかということだ。

　いや、いるのか──ではない。俺の弁護士免許を救いたければ、いると仮か定ていするしかないではないか。

　では真の犯人がいたとしよう。だがそうなるといくつも問題が出てくる。

　一つ、海老山秋男本人の証言だ。あいつはこう証言した。揉み合っているうちに売人・貝柴から奪うばい取った拳銃を二度撃うってしまい、その二発目を発射した直後に貝柴がぐったりと動かなくなったということ。おまけに海老山はその直後に動かなくなった貝柴をダムに放り込んだと言う。まあ貝柴の死し因いんは水死とはまったく関係がなかったからいいようなものの、状況からすれば海老山が殺したと思うのが妥だ当とうだろう。

　さらに問題なのは検察の主張だ。あいつらはこう主張している。二発目の銃弾が被害者のこめかみを掠かすり、背後にあった岩に当たって兆ちよう弾だん、それが貝柴の背中に命中したのだという。

　状況からして有り得えない話ではないと思う。しかもその主張を裏付ける三つもの証拠がある。

　一つ、銃弾は真まっ直すぐな弾道ではなく縦たてに回転したような状じよう態たいで貝柴の背中に命中したということ。奇妙な形をした射しや入にゆう口こうがそれを物語っている。

　二つ、体内から検けん出しゆつされた銃弾には何かに当たったような痕あとがあるということ、三つ、事件現場付近の岩にも兆弾したとしか思えない痕こん跡せきがあるということ──。

　うーむ、まったく説明がつかない。

　説明がつかないといえば、さっき出てきた三発目の薬莢もそうだ。これは単たん純じゆんに考えれば、海老山が撃った二発とは別に三発目の銃弾を誰かが撃ったということになるわけだが、現場に落ちていた拳銃の弾だん倉そうには四発、薬室には一発の、計五発しか弾たまが残ってなかった。七発用の弾倉であるにもかかわらずである。数が合わない。

　あああああくそ、ええい、一度に色々考えてもどうしようもあるまい。一個一個問題を解決していくべきだ。俺はとりあえず──氏うじ神がみに電話をかけることにした。携けい帯たいを取り出し、あいつの携帯にかける。

『……なんだ、ハッタリ弁護士』

　電話に出た氏神は、やはりいつも通り機き嫌げんが悪そうだった。

「氏神、あんたに聞きたいことがある」

『おまえな、今何時だと思ってる？　今日は平日なんだぞ、勤きん務む時間中に電話をかけてくるんじゃねえ。ただでさえ公こう務む員いんはそういうのにうるさいんだからな』

「あと三十分もすれば昼休みだろ。この際さいだ、腹はらが痛いからとかなんとか言ってトイレにでも駆かけ込んでくれ」

『ふざけるな、俺がお前のためにそんなことをせにゃならん義ぎ理りがどこにある？　そういうわけだ、もう切るからな、じゃあな！』

「なんだって、親友が困ってるのに助けてくれないわけか。じゃあ仕方がないな、俺もこんなことはしたくないが、あんたの奥おくさんにでも頼たのむしかないか」

『……おい、ちょっと待て』

「もうすぐあんたの職場に奥さんから電話がかかることになるが──まあそれだけ仲がいい夫ふう婦ふってことだし、別に上じよう司しから注意されることもないよな。じゃ、また後でな」

『待て待て待て！　分かった！　分かった、なんでも答えてやるから家内にその薄うす汚ぎたない舌したを伸のばすのだけはやめろ！　汚けがれる！』

　……。

　こいつは一体どういう目で俺を見ているのだ？　まあいい、今はそれどころではない。

「最初からそう言ってくれればいいんだ。で、どうするよ、トイレにでも駆け込むなら一分後にかけ直してやってもいいぜ？」

『いや、いい。どうせ今は死体も来てなくて暇ひまだったんでな』

「おいっ！　暇だったんなら最初から素す直なおに相談に乗ってくれよ！」

『俺が貴き様さまにそんなことをしてやる義理がどこにある？』

　くああああああああ。

　ああ言えばこう言う……。どうして俺の周まわりにはこんなひねくれた連中しか集まらないんだ!?

　古こ来らいより、朱しゆに交まじわれば赤くなると言う。このままでは俺の性格も歪ゆがんでしまいそうだ。

「あー、分かった、もういい。それより質問に答えてくれ。これこれこういうわけで、どういう状況のときに細ほそ長ながい射入口ができるかを知りたいんだ」

『……いや、これこれこういうわけじゃ分からんのだが』

「分かれよ！　説明してる時間もねーんだ、今は！」

『分かるかよ！　時間がないならなおのこと無む駄だな時間を作らせるな！』

「くそったれ、分かったよ！　射入口って知ってるだろ、射入口！」

『あー、分かる。銃弾が人の体に命中したときにできる傷口のことだろ』

「そうだ。その射入口が円形じゃなくてナイフでも刺さしたみたいに細長い形になるときがあるだろ」

『あー、あるな。兆弾して弾道が歪んだ弾なんかが命中するとそうなる。つまり弾が縦とか横に傾かたむいて命中するときだな』

「……やっぱり兆弾したときにそうなるのか？」

『いや、別に兆弾したときだけってこともないぞ。そもそも銃弾ってのは以外ともろいからな、障しよう害がい物ぶつにぶつかると兆弾する以前に大たい抵ていは粉こな々ごなに砕くだけちまう』

「そ、そうなのか!?　じゃあ実じつ際さいはそんなに兆弾するケースって少ないのか!?」

『いや、それは銃弾の種類によりけりだな。たとえば最近のニュースでやってたが、どこぞのダムの近くで見つかったトカレフ用の銃弾なんかは、弾の速度も速い上に鉄の芯しんが入ってて相当頑がん丈じようにできてる。そういうタイプなら簡かん単たんに何度も兆弾するだろうな』

　がく。そういえば今回の事件で使われたのはまさしくそんな丈じよう夫ぶな銃弾だと言っていたな。

「まあいい、じゃあ他ほかにはどんな原因が考えられる？」

『別にいくらでもあるぞ。円えん錐すい形けいをした銃弾ってのはとにかくバランスが悪いからな、真まっ直すぐ回かい転てんしながら飛んでいかないとすぐに軌き道どうがずれるんだ。だからたとえば銃口内に小さなゴミが入ってたりしてもダメだ、すぐ回転が歪んじまう。一いつ旦たん回転が歪みだすと、高速で飛んでいくうちに空気抵てい抗こうを受けてどんどん弾だん道どうが歪んでくるわけだ。で、そのまま命中すると細長い射入口ができたりすることもあるな』

「……なるほどな。しかしなあ、銃口内にはゴミがあったはずなんです、とか言っても信用してくれんだろうしな。もっと他に分かりやすい原因はないのか？」

『別に難むずかしく考える必要はない。とにかく、飛んでいく弾がなんかの抵てい抗こうを受けりゃそれでいいんだ。突とつ風ぷうが吹いたとかそんなのでもいい。むしろそういうのはお前の得とく意い分ぶん野やだろ、適てき当とうにでっち上げればいいじゃないか』

　……。

　…………。

　飛んでいく弾がなんかの抵てい抗こうを受けりゃそれでいい？

　抵抗。抵抗か…………って。

「ああああああああああああああああああああ!!」

『っうるせえっ！　電話口でいきなり叫さけぶんじゃねえ！』

「んなこたどうでもいい！　見えたぞ！　事件の真相が！　氏神、もう一つ質問に答えろ！　いいか──」




　──この後、俺はもう一つばかり氏神に確かく認にんの質問をし、いっそう確信を深めてから電話を切った。




　分かった。これで分かったぞ。事件の概がい要ようは分かった。真の犯人は恐おそらくあいつだ。

　しかし──問題はどうやってそのことを問い詰つめるかだ。

　とにかく今は情じよう報ほうが足りない。俺はとりあえず影野に問とい質ただすことにした。

「影野、烏い賊か村むらってあの探偵のことは調べといてくれたか？」

「ああ、一応な。依い頼らい主ぬしのことも分かったぞ」

「教えてくれ」

「あいつの依頼主は章た魚こ田だ忠ただ邦くにって男だ。まあこの際さい、名前はどうでもいいだろうな。海老山春彦と同じ選せん挙きよ区くで戦って負けたヤツ──といえば大体分かるだろ」

「なるほど、まあそんなところだろうとは思ってたがな」

　やはり国会議員である海老山春彦の息子むすこのスキャンダルをつきとめ、イメージダウンさせようという腹はら積づもりだったのだろう。

「ただ、一つ気になることがある。裁判での様よう子すを見た限り、烏賊村って探偵の忠ちゆう誠せい心しんは並なみのもんじゃなかった。一体あいつはどういう経けい緯いで章魚田に雇やとわれたんだ？」

「いや、あれは忠誠心ってわけじゃないらしい。ようするにあいつは、海老山春彦の政治生命に関かかわるようなスキャンダルを見つけ出すことができれば、多た額がくの報ほう酬しゆうが支し払はらわれるって契けい約やくを結んでたのさ」

「ふーん。そういえば、運営していた探偵会社をたたんだとか言っていたな。だから依頼人の名前を口に出してせっかくの報酬を台だい無なしにするようなことはしたくなかったってわけか？」

「ああ、そんなところだろうな」

　なるほど、つじつまは合う。

「そういえばあいつ、証言台に立つときはずっと足を引きずってたな。あれはなんでだ？」

「さあ、そこまでは分からん。調べた限りじゃ足に障しよう害がいを負おった経けい歴れきはなかったが」

「ふーむ」

　さて、どうしたものか。

　とりあえず、海老山秋男に一つばかり証言をさせなければならないだろう。またちょっと偽ぎ証しようっぽいことを証言させることになるが──まあそれで真犯人が見つかって無む罪ざいになると言えば海老山も納なつ得とくするだろうし、しかも偽証罪で俺が追つい及きゆうされることもなくなるだろう。

　ああ、それにしてもウソがウソを呼んでるな。今回ぐらいは俺も少し反省するとしよう。形だけでも。

　さて、問題はそれからだ。あの男を問い詰める舞ぶ台たいは整ととのうにしても、アテになる目もく撃げき者しやも物ぶつ証しようもないこの状況では決め手に欠ける。

　物証。物証か……。

　……あれ？　ってか物証で思い出したが──。

　仮に、海老山秋男が真犯人ではなかったとしよう。そして検察の主張も無む視しするとしよう。

　そう考えると当然、海老山が撃った二発の銃弾はいずれも外れてしまったということになる。貝柴の背中に命中したのは、三発目の銃弾となるわけだ。今日新たに出てきた薬莢──恐らくあの中に入っていたはずの銃弾であり、被害者の体内から検出された銃弾のことでもある。

　一発目の銃弾は今日警察が見つけてきた。とするとだ、これまで命中していたと思い込んでいた二発目は一体どこへいってしまったというのだろうか？　事件現場は俺がけしかけたこともあって、警察がこれでもかというほど捜そう索さくしたはずだ。現に今日まで見つからなかった一発目の銃弾は見つけてきた。にもかかわらず、外れたはずの二発目は見つかっていない。一体どこへ行ったというのか？














　あの現場の岩には、確かに弾が兆ちよう弾だんしたと思われる痕こん跡せきがあった。恐らくこの二発目が兆弾したのだと思われる。うーむ。しかしあれだけ現場を捜索して見つからないということは、これは誰かが持ち去った公こう算さんの方が高いと見るべきだろうか。海老山か蟹丘か烏賊村か。

　しかし兆弾してどこへ飛んで行ったかも分からない銃弾を見つけてこっそり持ち去ることなどできるのだろうか？

「……ぬ」

　どこへ飛んで行ったかも分からない？

　待てよ。ある。一つだけ考えられる隠し場所が。

　しかしどうやってそれを証明する？　いや、待てよ！　そうだよ、ここは裁判所だぞ。ということは……しかし……そもそもだ、この審理は何日か続いてて、あいつは何日もここへ来ている。それはつまり──

　俺の足は自然とドアへと向かっていた。

「ん？　どっか行くの、善ぜん行こー」

「ああ。ちょっと新しい証人を呼んでくる」

「はあ？　今から？　善ぜん行こー、五分もしたら裁判始まっちゃうわよ？　証人なんか呼びにいく時間ないんじゃないの？」

「ふん、俺の探さがしてる証人はな──」

　ドアを開けるのももどかしく、乱らん暴ぼうに蹴け飛とばす。

「この裁判所の、一階にいるんだよ！」




　　十二月二十七日午後一時　地方裁判所第三法廷




「では弁べん護ご人にん。存ぞん分ぶんに休きゆう憩けいは取れたでしょうから、早さつ速そく証人を呼んでいただけますかな」

　四割ほどの皮ひ肉にくをこめて裁判長が言った。

「分かりました。では弁護側の次の証人として、被ひ告こく人である海老山秋男氏を喚かん問もんいたします」

　いきなりの被告人の登場に、法廷がかすかにざわめく。

　さて、打ち合わせどおり海老山はちゃんと証言してくれるだろうか。散さん々ざん言いくるめておいたから多分大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……。

　やがて海老山が証言台に立つと、俺はプレッシャーをかけぬよう淡たん々たんと尋じん問もんを始めた。

「さて、海老山さん。一昨日おとといの審しん理りであなたの友人の蟹丘氏が、そして昨日には探偵である烏賊村氏が行った証言のことは覚えてますね？」

「は、はい」

「では、あなたは被害者と揉み合う内に被害者を銃で撃うってしまったという彼らの証言を認めますか？」

「え、ええ、認めます。ただ、一点だけ同意できないことがあります」

「それはなんですか？」

「は、はい。蟹丘……君が証言した、山鹿弁護人の指示で証拠を改かいざんした、ということです。あの事件が起こって俺……いえ、私は山鹿先生に、その、こういった拳銃を使った事件の場合、警察の捜査がどういう手順で行われるのかを教えてもらいました。それで、相談が終わった後で思ったんです。もし私が現場に行って、置いてきた拳銃と薬莢の旋せん条じよう痕こんやら撃げき針しん痕といったものを削けずってしまえば、私が逮たい捕ほされるようなことはなくなるんじゃないかと」

　どよめく法廷、青ざめる堀内検事。

「つまり、証拠の改ざんはあなたの独どく断だんだったということですね？」

「え、ええ、その通りです」

「では、なぜあなたの友人である蟹丘氏は私の指し示じだったとウソをついたのでしょう？」

「知りません。わ、私はすでに彼に裏切られてしまった身です。蟹丘君の心しん境きようなんて分かるわけがありません」

「質問は以上です」

　ふ、またウソの証言をさせちまったぜ。

　ウソがウソを呼び、ウソを守るためにまたウソで塗ぬり固かためるハメになる。なるほど、ウソというのは本当に良くない。

　だが、ウソがウソを呼ぶのならさらにウソを呼んで、そのウソがバレそうになったのならさらにまたウソをついてと、永遠にウソをつき続ければいいだけの話だ。そのうち真実の方が息切れして付いて来れなくなるだろう。なにせウソは無む限げんに思いつくが、真実はいつもたった一つしか存そん在ざいしないのだ。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでウソの勝ちである。

　とにかくこれで懸けん案あん事じ項こうの一つは片付いた。当初は捜査のかく乱らんを狙ねらって旋条痕と撃針痕を消させたんだが、事件の真相を明かすためにはそれももう足かせにしかならない。現場から見つかった薬莢と銃弾は、やはり現場から見つかった拳銃から発射されたものでなくてはならないのだ。

「堀内検事、何か反対尋問は？」

「……いえ、特には」

　堀内は特に反はん論ろんしなかった。さすがに銃弾と薬莢の改ざんで俺を起き訴そする道は諦あきらめたか。あるいは、現場に銃弾を放り投げてきた方の罪つみで起訴できれば充じゆう分ぶんと判はん断だんしたのかもしれないが。とにかく堀内にしてみれば、蟹丘と烏賊村の証言を被告人が大おお筋すじで認めたというだけで充分満足なのだろう。




　次の証人として俺が呼んだのは、因幡刑事だった。

「因幡刑事。一つだけお尋ねしたいことがあります。あなたは現場で見つかったトカレフには、弾だん倉そうに四発、薬室に一発と、計五発の弾たまが残っていたと証言しましたね？」

「ええ」

「それはつまり、被告人が二発撃うったということを裏付けているというわけですね？」

「そうです」

「ところで因幡刑事。弾倉に四発残っていたことは分かりますが、薬室にも一発残っていたというのはどういうことなんでしょう？」

「……はあ。いえ、大したことではありません。トカレフなどの自動式拳銃の場合、弾倉の弾を薬室に移い動どうさせ、そこで引き金を引くことで弾が発射されます。自動式の場合、一発撃つごとに弾倉の弾を薬室に移動させるという動作が文字通り自動で行われますから、弾倉に七発の弾が装そう塡てん可か能のうなトカレフを二発撃った場合、弾倉に四発、薬室に一発の計五発が残ることになるわけです」

「なるほど。ところで因幡刑事。あなたのお言葉を変えると、こうも言えますよね？　たとえば最初から薬室に一発装塡しておき、それから七発の弾を弾倉に装塡しておいた場合、拳銃には最初八発の弾があったということが」

「……いやまあ、可か能のう性せいでいえばそれはあり得るかもしれませんが。しかし銃じゆう撃げき戦せんを始めようとしている軍人や警官ならともかく、たかが銃の試ためし撃ちのためにそんなことをしておく必要はないと思いますが」

「なるほど。ところで因幡刑事。ここで蟹丘氏の証言を思いだしていただけますか？　彼は確たしかこう証言したはずです。最初、彼らは五十発を試し撃ちさせてもらうことになっていたと」

「ええ、確かにそう言ってましたが」

「さて、ここで単たん純じゆんな算数の問題です。トカレフの弾倉には七発弾が装塡できます。つまり、弾倉を七回交換すると七×七で計四十九。五十発には一発足りません。しかし、もし最初だけ薬室に一発弾を装塡していれば、七×七＋一で五十発と、余よ計けいな手間が省はぶけることになります。違ちがいますか？」

「そ、それはそうかもしれませんが、しかしですよ、被ひ害がい者しやは被告人を脅おどして金を巻まき上げるつもりだったんです。そんなに丁てい寧ねいに準じゆん備びをしておくつもりだったとは思いませんが……」

「確かに被害者は被告人を脅しました。しかしそれは約やく束そくしていた金きん額がくよりも高い額を請せい求きゆうしただけであって、被告人に銃を撃たせるつもりはなかったとは言えないのではありませんか？　現実に被害者は、五十発を超こえる銃弾を用意していたんでしょう？」

「そ、それは……そうかもしれませんが」

「質問は以上です」

　堀内検事はまた反対尋問はしなかった。

「次の証人として、江え星ぼし博士はかせを」




「江星博士。あなたは被害者の背中にあった射しや入にゆう口こうが円形ではなく細ほそ長ながい形をしていたのは、飛んできた銃弾が兆弾したからだと証言しましたよね？」

「ええ、はあ」

「しかし、銃弾が真まっ直すぐ飛んでこなくなる原因は、何も兆弾だけに限りませんよね？」

「ええ、まあ」

「たとえば、銃身にゴミが入っていたり、突風が吹くだけでも弾道は狂くるい、弾は回転してしまいますよね？」

「はあ、確かに」

「同様に、たとえば銃弾が水すい面めんに飛び込んだがために強い抵抗を受け、弾道が狂ったということも充分有り得ますよね？」

「ええ、まあ。それは有り得ますが」

「実際、今回の被害者は水の底から発見されました。つまり、水の中にいる被害者を撃った場合、今回のように細長い形をした射入口ができることも充分考えられるわけですね？」

「そ、それは確かにそうですが、しかし被害者の体内から検出された銃弾には、何かに当たったような傷があったわけで──」

「ところで江星博士。被害者に当たった銃弾は、肋ろつ骨こつを折って胸きよう部ぶへと侵しん入にゆうし、胸むねの前面を覆おおっている胸骨に当たって止まったとあなたは証言しましたよね？」

「え、ええ、まあ」

「ところで江星博士。銃弾が岩にぶつかってから人間に命中したのなら、銃弾には岩の成分などが付ふ着ちやくしているはずですよね？」

「え、ええ、はあ」

「では、今回の事件ではどうでしたか？　被害者の体内から検出された銃弾には、岩の成分は付いていましたか？」

「い、いえ、付いてませんでした。ですが人間の体内に弾が入ってしまった場合、そういった成分が検出されなくなってしまうことはよくあるのです。体内に入った銃弾は、血液で洗い流されてしまうわけですから」

「なるほど。ではそれを踏ふまえてお尋たずねしますが、あなたは銃弾に付いていた何かにぶつかったという痕こん跡せきが、岩に当たったためにできたのか、それとも骨に当たったためにできたのかを、判はん別べつすることはできますか？」

　江星博士は顔中の血管に瘤こぶでもできたかのように顔色を変えた。

「い、いえ、それはその、はあ、まあ、確かに人生は色々なことがあると思いますが」

　意味が分からない。

「岩に当たったのか、骨に当たったのかは、判別することができない、ということですね？」

「ええ、まあ」

「ではなぜあなたは、その可か能のう性せいについてこれまでずっと指し摘てきしなかったのですか？」

「いえ、それはその、だって聞かれませんでしたし」

「結けつ構こうです。では次に、被害者が負おっていた外傷についてお尋ねします。確か、被害者の頭部には何か平べったいもので強く打ったと思われる打だ撲ぼく傷しようがあったそうですね？」

「ええ、確かに」

「あなたはその傷は、被告と揉み合っている最中に頭を強く地面にぶつけたせいではないかと証言しましたね？」

「ええ、まあ」

「しかし江星博士。あなたにはそれが地面に頭をぶつけたせいであると断だん言げんできる根こん拠きよはありませんよね？」

「そ、それは、その、まあ、確かに人生は山あり谷ありだと思いますが」

　とうとうボケたかこの博士。

「つまり、断言できる根拠はない、ということですね？」

「ええ、まあ」

「では江星博士。たとえばですが──」

　俺は証言台に近寄ると、くっと右足を曲げて江星博士に足の裏うらを見せ付けた。

「ご覧らんのとおり、革かわ靴ぐつの裏というのはとても平べったくできております。たとえばこの部分で被害者の頭を蹴けったとしても、同じような外傷が残りうるわけですよね？」

「え!?　ええ、それは、まあ、はあ」

「では最後の質問です。あなたはこう証言しました。被害者の左側頭部スレスレに、銃弾が掠かすめたと。仮かりにですよ、もし人間の頭部、それも骨が削けずれるほどの至し近きん距きよ離りを音速以上の速さで銃弾が通つう過かした場合、その衝しよう撃げきで気き絶ぜつしてしまうことは当然考えられますよね？」

「……ええ、まあ、はあ」

「しかも格かく闘とう番組でも見てれば分かる通り、人間の頭部というものは裂れつ傷しようを負うとダラダラと血が流れてきますよね？」

「ええ、ま、まあ」

「だとしたらですよ。被告人が撃った二発目の銃弾が、仮に兆弾して被害者の背中に命中しなかったとしても、気を失って血をダラダラと流す被害者を見れば、誰だって死んでしまったと思い込んでしまうのも無む理りはありませんよね？」

「は、はあ、まあ。そういうことがあるかもしれないのもまた人生じゃないかと」

「質問は以上です。堀内検事、反対尋問をどうぞ」

「……いえ、特にありませんが」

　過去の経験からなんとなくイヤな予感がし始めたのだろう。チビ検事の不安そうな表情が非ひ常じように楽しい。

「では弁護人、次の証人はどなたですか？」

「はい」

　これで準備はようやく八割方整ととのった。

「弁護側証人として、事件を目もく撃げきしていた探偵である烏賊村氏を喚かん問もんします」




　相あい変かわらず左足を引きずりながら、烏賊村が証言台に立つ。

「さて、烏賊村さん。突とつ然ぜんこんなことを言い出すことになって大変恐きよう縮しゆくなのですが──」

　烏賊村を睨にらみつけ、ゆっくりと指を突つきつける。

「この事件の真の犯人は、あなたですね？」

　……………………え？　と、法廷中の人間が呆あつ気けに取られた。もちろん、その中でも一番驚いているのはチビ検事を除のぞけば烏賊村本人であった。

「い、いきなりまたとんでもないことを仰りますな、弁護人」

　と、裁判長。

「真犯人がいたとして、それを指し摘てきしていただくのは大変結構なことですが、根拠もないのに人を犯人呼ばわりするようなことは私としても看過できません。弁護人、そこまでいうからには、あなたにはちゃんとした根拠があるんでしょうな？」















「もちろんです裁判長。ではご説明しましょう、事件はこういう流れで起こったのです。

　まず被告とその友人である蟹丘氏の二人が被害者と竜りゆう宮ぐうダムの傍そばで会い、揉み合いになりました。そして被告が銃を二発撃うち、被害者を撃ち殺してしまったのではないかと思い込んでしまい、被害者の体を竜宮ダムに投げ込んだのです。

　被告人を尾び行こうしていたこの証人は、その一いち部ぶ始し終じゆうを目撃していました。そして烏賊村さん、あなたは被告ら二人が現場を去った後、ダムに駆かけ寄ったはずです。被害者がどうなったかを確かめるためにね。

　ですがそのとき、あなたは水中に投げ入れられた被害者が再ふたたび動き出すのを見たんです！　つまり、そのときまだ被害者は生きていたのです！

　あなたは被告人の父親である国会議員のスキャンダルを探し出すために、その息子の被告人をずっと尾行していました。そしてここに最大のチャンスが到とう来らいしたのです。国会議員の息子が銃で人を撃ち殺したなどとなれば、父親を失しつ脚きやくさせることのできる最高のスキャンダルとなるでしょう。それはあなたが依頼人に功こうを示す絶ぜつ好こうのチャンスでもありました。

　すなわち、ダムの中で被害者が再び動き出すようなことがあってはならなかったんです！　被害者は撃ち殺されていなければならなかったんです！

　水中で息を吹ふき返した被害者は、もちろん陸おかに上がろうとしたでしょう。ですが、その前にあなたがいたんです。あなたは何をしたか？　簡かん単たんなことです。暗くら闇やみの中、必ひつ死しに陸に上がろうとしている被害者の頭を足で踏ふみつけ、再び水中に沈しずめたんです！　被害者にしてみればもう気が狂くるわんばかりだったでしょう。意い識しきを失い、目覚めてみれば水の中。必死に陸に上がろうとすれば、何者かに頭を踏みつけられたんですから。水の中でもがく被害者に、あなたはその場に落ちていたトカレフの銃口を向け、そして引き金を引いたんです。

　放たれた銃弾は水面に当たって弾道が曲がり、被害者の背中に命中しました。細長い射入口を作ってね。

　その後、あなたは存在してはならない三発目の薬莢を拾い上げ、現場から離れたところに投なげ捨すてて依頼人の元へ報告に戻ったんです。もっとも、その薬莢も今日発見されてしまいましたがね。さて烏賊村さん。何か間違っているところはありますか？」

　呆気にとられていた烏賊村は、途と端たんに勢いよく怒ど鳴なりだした。

「あ、あるに決まってますとも！　ウソです、デタラメもいいところだ！　なんで私が犯はん人にんなんですか！」

「ほう。ではお聞かせください、あなたの言い訳わけを」

「そ、それはその、そもそもですよ、被告人ですら被害者を撃ち殺してしまったと思い込んで死体をダムに放り込んだんでしょう!?　私はその一部始終を目撃していたんですよ、わざわざ私が死体を確かく認にんしに行く必要なんてないじゃないですか！」

「ところが、あなたは被害者の様よう子すを確認しにいかなければならないある理由があったんです。なぜならあなたは被告人の撃った弾が、二発とも被害者に命中しなかったということを知っていたからです」

「なっ！　な、なぜそんなことが言い切れるんですか！」

「いいですか。被害者の体内から検出された銃弾は、被告人ではなく別の誰かに撃たれたものだと考えてみてください。その場合、被告の撃った二発の弾はいずれも当たらずにどこかへ飛んで行ってしまったことになります。そして今日、警察は新たに二つの銃弾を発見しました。うち一発は私が置いたものですが、もう一発こそは被告が外した最初の銃弾だったのです。旋せん条じよう痕こんが一いつ致ちしたことがそれを裏うら付づけています。では、被告が二発目に撃った銃弾が命中しなかったのだとしたら、一体どこへ行ってしまったのでしょうか？　現場は警察が充分に捜索しましたが、それでも見つかっていません。つまり、誰かが持ち去ったとしか考えられないのです。ではそれは誰なのか？」

　見せ場である。俺はここで証言台に向け、ぴしっと指を突き立てた。

「あなたですよ、烏賊村さん！　あなたはその銃弾を現場から持ち帰り、密ひそかに処しよ分ぶんしようとしたんです！　いえ、これは違いますね。正確に言えば、あなたはその銃弾を現場から持ち帰らざるを得えなくなり、今に至いたっても処分することができないでいるのです！　そしてそれこそがあなたが犯人であるという証拠にもなるんですよ！」

「な、なんですかそれは！　わけが分かりませんよ！　証拠があるんならさっさと示しめしてくださいよ！」

　俺は烏賊村を無む視しし、裁判長に向き直った。

「裁判長。尋問の途と中ちゆうでなんですが、ただいまの証人の疑問に答えるため、ここで新たな証人を一人呼びたいと思いますが」

「……もうお好きになさい。証人はどなたですか？」

「はい。この裁判所の一階入り口で警けい備び員いんをしている、啓けい日び韻いんさんです」




　烏賊村が左足を引きずって証言台から去り、入れ替かわりに制服姿の警備員が証言台に立った。

　突然こんな場所に呼び出されたせいか、困こん惑わくを隠かくしきれない様子だ。

「啓日さん。あなたはこの裁判所の一階で、警備員をしていますね？」

「は、はあ」

「普ふ段だんはどういった仕事をなされているのですか？」

「はあ。ようするに来場する一いつ般ぱんの方のチェックです。危き険けんな物を持ち込んでいないかとか、そういったことを」

「どうやって調べているのですか？」

「はあ。まあ空くう港こうと一いつ緒しよです。赤せき外がい線せんカメラで手て荷に物もつを調べ、金きん属ぞく探たん知ち機きが付いたゲートをくぐってもらうことになります」

「ところで、この三日間連続で、その金属探知機に引っかかった人物が一人いたんだそうですね？」

「は？　ええ、おりましたが」

「それはひょっとして──あの人ではありませんでしたか？」

　俺は傍聴席に戻った烏賊村を指差した。

「ええ、そうです。あの人です。さすがに三日も続くと顔も覚えますしね」

「なぜ彼は何度も金属探知機に引っかかったのでしょう？」

「はあ。なんでも足を怪け我がして金属の部品を埋うめ込んでるんだそうです。ボディチェックをしても他にはなんの不ふ審しんな点もありませんでしたので、そのまま通行を許可したんですが……」

　警備員は落ち着きなく辺りを見回した。

「その、なんか私……ヘマをしでかしてしまったんでしょうか？　あ、あの、私には妻と二人の子供がおりまして、私の収入だけが頼たよりになっていまして、その──」

「いえ、啓日さん。あなたには何の落ち度もありませんよ。もう結構です、職しよく務むにお戻りください」




　……この後、俺の再度の要求で再び烏賊村が証言台に立った。その顔はもはや生せい気きを失っている。

「烏賊村さん。もう私が何を言いたいかお分かりでしょう。被告人が撃った二発目の弾は、岩に当たって兆弾し、そして現場付近に隠れていたあなたの左足に命中したんです！　だからあなたは被害者が撃ち殺されたのではないことを知っていたんですよ！　そして事件現場からその銃弾を持ち帰らざるを得なかったんです！　しかし病院はおろか、誰にもそのことを言うわけにはいかなかったのでしょう。そうなればすべてが露ろ見けんしてしまいます。それに自分の体内というのは、誰にも予想のつかない最高の隠し場所であるとも思ったんでしょう。

　それゆえあなたは足に命中した銃弾を、現在もそのままにしているんです！　だからあなたは何度も金属探知機に引っかかったんです！　まだ私の言うことがデタラメだというのなら、遠えん慮りよなさることはありません、私の知り合いに医者がおりますから、是ぜ非ひあなたの左足の怪け我がを診みてもらいましょう。

　それにあなたが犯人であるという証拠はそれだけではありません。ご存ぞん知じないかもしれませんが、血けつ液えきというのはどれほど洗おうが目に見えないところに残っているんだそうです。そして血液反はん応のうあるところ、必ず微び量りようながらＤＮＡも残っています。わずかなＤＮＡがあれば、現代の技術で培ばい養ようして増ふやすことができます。あなたは陸おかに上がろうとしていた被害者の頭を思い切り蹴けりつけたはずです。その結果、被害者は頭部からわずかながら出血をしていました。烏賊村さん。証拠物ぶつ件けんとして、あなたの靴くつを提てい供きようしていただきたい。もちろん、その靴についているであろう被害者のＤＮＡを採さい取しゆさせていただくためです」

「…………ふう」

　もう言い逃のがれはできまい。

　烏賊村はいくばくかの沈ちん黙もくの後、長いため息を吐はいてからしみじみと口を開いた。ハードボイルドの探偵のように。

「タバコを……一本くれませんか？」

「いや、法廷は禁きん煙えんなんですが」

　裁判長の容よう赦しゃのない一言に、烏賊村は証言台でがっくりとうなだれた。堀内検事と一緒に──。




　それが、この裁判の終わりの合あい図ずでもあった。
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　このとき、あたしはとても不ふ満まんだった。

　裁さい判ばんが終わって早はや、半日。

　早そう々そうに後あと始し末まつを終えた善ぜん行こーは、たるみきった顔で雪ゆき奈なに電話をかけている。

「ああそうか、ニュースで見てくれたのか。いや、そんなに大したことじゃないさ。俺にとっちゃあんな殺さつ人じん事じ件けん、朝あさ飯めし前まえだからな」

　ぐはははは、と善ぜん行こーの下げ品ひんな笑い声が響ひびく。

　その一方で、受話器からかすかに聞こえる雪奈の声はなんか嬉うれしそうだった。

「それよりもだ、雪奈、その、明日あしたのことなんだけどさ。……ああ、大だい丈じよう夫ぶか、そりゃ良かった！　ああ、もちろん俺も大丈夫さ。そのためにこの時間までずっと事じ後ご処しよ理りに奔ほん走そうしてたんだからな。え？　海え老び山やまがこれからどうなるかって？　まあとにかく殺人罪で起き訴そされていた分は無む罪ざいになったわけだからな。まだまだ銃じゆう刀とう法ほうとか過か剰じよう防ぼう衛えいとか色々と解かい決けつされてない問題はあるが、とりあえず俺はお役やく御ご免めんってわけだ。まあ父親が国会議員なんだしな、後は他ほかの弁べん護ご士しでも雇やとってもらえって、どうにでもなるだろう。だからもう俺の方は問題ない。……ああ、そうだな、じゃあええと、明日は十時に駅前……でいいか？

　ああ、じゃあ俺も楽しみにしてるからな！」

　そう言って、ようやく善ぜん行こーは雪奈に汚けがれた舌したを這はわすのをやめた。

　おかしい。なんでこんなことになってしまったのだろうか。

　あたしの仕し掛かけた策さく略りやくは完かん璧ぺきだったはずなのだ。

　この事じ務む所しよに三人の依い頼らい人にんが訪おとずれたあの晩ばん。あたしはどう見ても厄やつ介かいごとに巻まき込まれただけの、蟹かに丘おかとかいう気弱そうな男に密ひそかに接せつ近きん、そしてこう囁ささやいた。

『ねえ、あんな国会議員のドラ息子むすこのために、あんたまで厄介ごとに巻き込まれる必要なんてないと思わない？　いーい、このままじゃあんたは寝ねる度たびにダムの底に沈しずんだ死体の夢ゆめを見て、パトカーの音が聞こえる度に怯おびえる日々を送っていかなくちゃなんないのよ、そんなのイヤでしょ？　じゃあもう全すべてを吐はいて楽になるべきなのよ。大丈夫、今の世の中には司し法ほう取とり引ひきってゆー制度があって、あんたが自主的にすべてを吐けば、絶ぜつ対たい悪いようにはならないわ。それにね、あんたがさっきまで相談に乗ってもらってたあの弁護士って、警けい察さつに相当恨うらまれてるのよ。だからもしあの弁護士を断だん罪ざいするネタがあるって言えば、警察は喜んで取引でもなんでも応じてくれるようになるわ！』

　果たして蟹丘はあたしの言葉に従したがい、善ぜん行こーたちを裏うら切ぎった。

　これで善ぜん行こーの弁護士免めん許きよは火中の栗くりとなり、あたしは善ぜん行こーがもがき苦しむ様さまを存ぞん分ぶんに楽しめるはずだったのだ。

　しかし──腐くさっても善ぜん行こーである。あれよあれよという間に事はうやむやになり、気付いたときには裁さい判ばんはほとんど終わっていた。

　おっかしいなあ。今回ばかりは絶ぜつ対たいにおしまいだと思ってたのに。

　かくして善ぜん行こーは無ぶ事じにデートの日を迎むかえることになってしまったわけだけど……。

　このまま雪奈とデートなんてことになれば、あたしがこの一週間やってきたことがすべて無む駄だになってしまう。雪奈の純じゆん潔けつを守るためにも、あたしはここで動かなければならないのだ。

「おい、そこのクソガキ」

　と、そのとき、善ぜん行こーがあたしに言った。

「……なによ、弁護士ハッタリ君」

「もう八時だぞ。俺は明日に備そなえて今日はもう寝るつもりなんだ、ガキはさっさと帰れ」

「むう。仕し方かたないわね」

　閃ひらめいた。

　あたしは素す直なおに善ぜん行こーの言葉に従したがい、使っていた湯飲みを片付けるため、事務所の隣りん室しつへ向かうことにした。そこには善ぜん行こーが使っているベッドがあり、その傍そばには目覚まし時計が置かれている。アナログ式のオーソドックスな目覚まし時計だ。ただしこの時計、幸いなことに秒針がついていないのだ。

　さて。明日のデートが午前十時。

　善ぜん行こーは昨晩からほとんど寝ておらず、そして今日の裁判では一日中しゃべりっぱなし、しかもその後も事後処理のためにあちこち奔ほん走そうしていた。

　もうかなりの眠ねむ気けに襲おそわれているはずである。今は午後八時だからして、あと一時間もすれば寝ね床どこにつくに違いない。




　さて。ここで問題。秒針がついていない時計をぱっと見て、ちゃんと動いているかどうかを即そく座ざに識しき別べつできる人間なんて果はたして存そん在ざいするだろうか。ましてや、眠気に襲われている最さ中なかだったとしたら？




　というわけで──あたしは時計の電でん池ちを容よう赦しやなく抜き取ると、時刻を善ぜん行こーが眠りにつくであろう午後九時に進めておくのだった。




　お後がよろしいようで。














　あとがき







　師走しわすです。

　前巻のあとがきを編集部に送ったところ、担たん当とうのＳ様にいわれたとです。

「なんだか最近の師走さん、だんだん善ぜん行こうに似てきてませんか？　いや、善行が師走さん化してるのかな？」

　あんなのと一いつ緒しよにされるのだけは心しん外がいです。師走です……。







　などというどうでもいい話はさておき、タクティカル・ジャッジメント第八巻、いかがでしたでしょうか。

　本作は筆ひつ者しやにとっては珍めずらしく、担当Ｓ様に「旅に出るので探さないでください」などというメールを送ることもなく、わりとスムーズに執しつ筆ぴつが終わった作品でして、おまけにＳ様とミステリー文庫編集長Ｔ様のチェックも一発でＯＫだったという極きわめて希まれな作品になっておりまして、とにかく読者の皆みなさまにおかれましても楽しんでいただければ幸いです。




　さて、また唐とう突とつに話は変わりますが、すでにご存ぞん知じの方もおられると思いますが、今月から「最強キャラクターフェア」が始まっております。これはようするに角川グループの出版社である富士見ファンタジア文庫、ミステリー文庫、スニーカー文庫、電撃文庫、ファミ通文庫の五大出版社が、一つずつ代だい表ひよう作さくを選せん出しゆつして合同でフェアをやろうというものでして、なんの間違いか本書はその富士見ミステリー文庫代表として結けつ構こう派は手でに販はん売ばいしてくださることになりました。これまでのシリーズも併あわせて重版をかけてくださることになり、「短編集の一巻がみつからねーよ！」などということがありましたら、これを機き会かいに書店様へと足をお運びいただければ、割わりと見つかる確かく率りつが上がるかもしれません。




　さらに、早いものでタクティカルシリーズは短編をあわせると本作でちょうど十作目となります。

　本シリーズが十作目という節ふし目めに到とう達たつできたこと、また「最強キャラクターフェア」に選ばれることができたのは、読者の皆さまからの熱いご支し持じがあったからに他なりません。出版業界はまだまだ見通し厳きびしく、新しん規き参さん入にゆうレーベルが相あい次つぐこの時期に、これほどの数の本を出せたこと、さらにこれほどの大きなフェアに選せん出しゆつしていただいたことは、もう感謝の言葉すら見つからず、また大たい役やくを仰おおせつかりまして事の重大さを痛つう感かんしております。

　若じやく輩はい者ものの筆者には身に余あまる大任ではございますが、皆さまのご期待に報むくいるよう精せい一いつ杯ぱいの精しよう進じんを重ねる所しよ存ぞんでございます。読者の皆さまにおかれましては、なにとぞ今後とも変わらぬご支持のほどをお願い申し上げます。

　また、担当のＳ女史、ミステリー文庫編集長Ｔ様を始めとした富士見書房編集部の方々、そして毎回毎回注文のうるさいイラストをきっちりと描いてくださっている緋ひ呂ろ河かわとも先生にも、あらためて御おん礼れいを申し上げると共に、今後とも変わらぬご指し導どうご鞭べん撻たつのほどをお願い申し上げます。




　さて、タクティカル・ジャッジメントの次回ですが、いよいよみなさんご期待の山やま鹿しか君が逮たい捕ほされてしまうときがやって来る予定です。といっても具ぐ体たい的てきな内容はちっとも決まっていないので「一人の子供がやってきて、一ドル払はらって山鹿を雇やとう」とかいうどっかで聞いたことのある話に変へん更こうされるかもしれませんが。

　とりあえず、タクティカル・ジャッジメント第九巻「検けん察さつ庁ちようが狂きよう喜き乱らん舞ぶする日（暫定）」にご期待ください。

　それでは、また春ごろにお目にかかれれば幸いです。





師走トオル






　余よ談だんです。




　ご存ぞん知じのように富士見ミステリー文庫には色々とヒット作品が生まれており、そんな最さ中なかなぜタクティカル・ジャッジメントがこれほどの大たい層そうなフェアものに選ばれたのかと、（筆者だけではなく）読者の皆さまの中にも疑ぎ問もんを抱いた方がいるかもしれません。

　これには明確な理由がありまして、どうも富士見ミステリー文庫編集長Ｔ様が電話でこの合同フェアのことを聞いたときに、最強キャラクターフェアの最強を『最さい凶きよう』と聞き間ま違ちがえてしまったらしいんですね。

　でまあ、最凶キャラクターといえば毎回毎回違い法ほう行こう為いとしか思えないことをやっているどうしようもねえキャラクターがいたなあ、ということになりまして、まあじゃあそれでいっかー、ってなことになったという次し第だいでして、筆者も担当Ｓ様も納なつ得とくのオチでした。







　さらに、ここで一つ重大な発表です。

　最強キャラクターフェアに選出された各文庫の作品は、ファンタジア文庫代表築つき地じ先生の「まぶらほ」をはじめとしてほとんどがアニメ化されるようなものばかりです。そしてこれに続き、いよいよタクティカル・ジャッジメントにもアニメ化の話が、
















　全然まったく来ないのはなぜでしょう。がっくり。







　最後に一つ謝しや辞じを。




　某ぼう地方裁さい判ばん所しよの警けい備び員いんの方へ。

　ポケットに円形のキーホルダーやら束たばねた小こ銭ぜにやらをわざと入れたままゲートをくぐることはもう二度としませんので、どうか色々と勘かん弁べんしてください。
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